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　　　プロローグ




　自分がなんのために生きているのか。

　子供の頃ころからずっと疑問だった。でも、どれだけ考えても答えは見つからず。

　やがて俺おれは死にたいと想おもうようになった。

　特別に嫌いやなことがあったわけでもないし、悩なやみがあったわけでもないし、もちろん人生に絶望していたわけでもない。

　単に生きている理由がなかっただけだ。

　たぶん、これは生まれつき患わずらっている病みたいなものだったんだと思う。

　幼よう稚ち園えんに通っていた頃ころに将来の夢を訊きかれ、周りの子供たちはケーキ屋さんとか、サッカー選手とか、警察官とか、お姫ひめ様とか、特とく撮さつ番組のヒーローとか答えている中で、俺おれは──、

「死にたい」

　と答えた。その時の自分の感情は覚えていないけれど、若い女の先生のぎょっとした表情だけは鮮せん明めいに思い出せる。

　あれから随ずい分ぶんと長い月日が流れ、高校生活も二年目に突とつ入にゆうした。

　でも、俺おれの想おもいは今も色あせてはいない。




　街の外れに建つ古いマンションは、すっかり廃はい墟きよとなっていた。高いフェンスに囲まれ、人が立ち入ることはめったにない。その点では、俺おれの『目的』にとって都合の好よい場所だ。

　十二階建てマンションの屋上から下を覗のぞき込こむと、遠くに地面が見え──夜なので、あんまりよく見えない。昼間、明るい時の方がよっぽど恐きよう怖ふを感じるだろう。いずれにしろ、ここから落ちれば、普通は死ぬはずだが。

　そんなことを考えていた時だった。

「もう終わりだ！」

　屋上に怒ど鳴なり声が響ひびいた。

　振ふり向むくと、声の主が昇しよう降こう口から出てこようとしていた。

　月明かりがその姿を控ひかえめに照らし出す。細身で、背は高く、全体のフォルムは人型。ただし顔は猫ねこそのもので（正しくは豹ひようらしいが）、笑うと鋭するどい牙きばがお目見えする。指先からはアイゼンのような鉤かぎ爪つめが伸のびていて、獲え物ものを狩かり取る準備は万ばん全ぜんといった感じだ。

「どうした？　なにか言えよ。オレの勝ちだろ？」

　猫ねこ顔の男が意い気き揚よう々ようと話しかけてくる。獲え物ものを追いつめたことで気分が良くなるのはネコ科の本能か、あるいは『怪かい物ぶつ』としての本能か。

「まだ勝負がついたわけじゃない」

「ハッ、この状じよう況きようでまだ抵てい抗こうすンの？　もう逃にげる方法はねぇだろ？」

　確かに奴やつの言うとおりだ。屋上は狭せまいし、出入口は一つで、動きの速さは向こうが上。

　だから俺おれは屋上の柵さくを乗のり越こえた。

「おいおい、そっち側に逃にげたところで死ぬだけだぞ」

「どうせ、あんたに捕つかまれば殺される」

「すぐには殺さねぇよ。オレの偉い大だいさをしっかりとわからせてやってからだ」

「『傲ごう慢まん』な奴やつだ。わかりやすくて助かるよ」

「あ？　なんだ、テメェ……なにをそんなに余よ裕ゆうぶってやがる？」

「ルールは覚えてるか？　あんたに捕つかまらず、この建物から外に出られたら俺おれの勝ちだと」

「ああ、だからテメェの負けだ」

「勝利宣言は、俺おれの肉体にしっかりと爪つめを立ててからにするんだな」

「すぐにしてやるよ！」

　猫ねこ顔の男がスタートを切った──と同時に、俺おれも地面を蹴けり、建物の外へ飛んだ。

　一いつ瞬しゆん、風に乗ったような浮ふ遊ゆう感に包まれた。が、すぐに重力に引っ張られる。

　落ちる落ちる──視界は狭せまくなり、全身をギュッと絞しぼられるような感覚に襲おそわれる。

　この気持ち悪さだけは、何度やっても慣れないな。

　そんなことを思っているうちに──、

　ズドンッ、という音が衝しよう撃げきとなって全身に伝わった。意識が飛びそうになる。けれど、吐はき気けを催もよおすほどの痛みのせいで気絶はしなかった。

　ぼんやりとした意識で少し待っていると、誰だれかが駆かけ寄よってくる。下品な走り方だと思っていたら、猫ねこ顔が視界の端はしに現れた。

「なんなんだ、テメェは……」

「建物から、出られた……俺おれの勝ちだ……」

　俺おれが笑ってやると、男の猫ねこみたいな顔に驚きよう愕がくの表情が浮うかんだ。

「ふざけんなよ？　勝ちだぁ？　俺おれは認めねぇ！　テメェは死ぬんだぞ！」

「否定しても……あんたの心にはもう『敗北感』が生まれた。その証しよう拠こに……ほら」

　猫ねこ顔の男の身体からだ、その心臓あたりから、テニスボール大のキラキラ光る虹にじ色いろの玉が出てくる。

「な、なんだ……なんだよ、コレ！」

　男は泡あわを食った様子で、必死に光る玉を摑つかもうとしていた。そんな彼かれに向けて、俺おれは手に握にぎっていたサイコロ型の物体──五百円玉ほどの大きさの『檻ケージ』を放り投げる。

　その檻おりが、猫ねこ顔の男の肉体から離はなれた光の玉を吸すい込こみ、閉とじ込こめた。

「は？　な、なんっ──だ……」

　彼かれは空気の抜ぬけた風船人形のように地面に崩くずれ落おちた。そして静かに、ゆっくりと、永遠の眠ねむりへと堕おちていく。

　苦しみも、恐きよう怖ふもなく、ただただ安らかだった。

　その顔を見ていると、なんだか胸の辺りがざわめいてくる。

　いったい、いつになったら俺おれは彼かれのようになれるのだろうか。

　しばらく仰あお向むけのまま動かず、夜空に浮うかぶまん丸の月を見つめていた。

「相変わらず無茶をする奴やつじゃな」

　そよ風と共に、夜の闇やみから声が聞こえてきた。言こと葉ば遣づかいは古ふる臭くさいが、幼い少女を思わせる舌足らずな声だ。視線を巡めぐらせてみても、姿は見えなかった。

「そこの男は……もう死んでるか？」

「とっくにな。魂たましいを回収すれば、あとに残るは軀むくろのみじゃ」

「……そうだな。俺おれは？」

「お前は死なんよ。いや、死ねないと言うべきか」

「いつになったら死ねる？」

「不死の能力は、神の加護じゃぞ」

「呪のろいだよ、俺おれにとっては」

「そんなに死にたいなら、もっと仕事に励はげむことじゃな。人間界には、まだ『アンクース』が無数に潜ひそんでおる。放っておけば、地獄魔界タルタロスと化すぞ。織お田だ由ゆ星せい、アンクースを討とう伐ばつし、人間界を救え。それが英えい雄ゆうの力を与あたえられた者の役目じゃ」

「勝手に押おしつけておきながら、よく言えたものだ」

　俺おれの文句に、闇やみからの反応はない。ため息に似たそよ風が吹ふき抜ぬけ、魂たましいを抜ぬかれた男の身体からだを連れ去っていった。

　それと入いれ替かわるように、また別の気配が近づいてくるのを感じた。どうやら俺おれの倒たおれている場所が悪かったようだ。フェンスの切れ目から、道路が見えてしまっている。

「あのー、ちょっとお邪じや魔ましまーす」

　聞こえてきた声は若い女のものだった。透すきとおった音色の声だ。その声を聞いた瞬しゆん間かん、なぜか記き憶おくが刺し激げきされ、脳のう裏りに一人の少女の姿が蘇よみがえっていた。

「そこで寝ねると気持ちいいんですか？」

　彼かの女じよがすぐ側そばまで来て、顔を覗のぞき込こんでくる。

　目が合った。

　月と同じ、まん丸い目がキラキラと光っている。特とく徴ちよう的な長いツインテールは、鳥の翼つばさのように見えた。優やさしげで生命力に満ちているけれど、雲のように捉とらえどころのない不思議な雰ふん囲い気きをまとい、楽しそうなニコニコ笑え顔がおを浮うかべている。

　彼かの女じよはそんな子だった。

　目の前──いや、顔の上にいる女の子は、俺おれが知っているあの頃ころの姿から、少しも変わっていないように見えた。

「マナ……？　椿つばき……真ま奈な……？」

　無意識に名前をつぶやいた。その瞬しゆん間かん、彼かの女じよは忘れ物を見つけたかのように驚おどろき、それからまたすぐにいつものニコニコ笑え顔がおになった。

「ユセイくん！　織お田だユセイくんだ！　わー、ユセイくんだー」

「なんで……？」

　色々な疑問を短い一言に込こめるのは俺おれの悪い癖くせだ。おかげで相手が訊きき返すのがセオリーとなっているが、椿つばき真ま奈なは、そのステップさえ軽く飛とび越こえてくる。

「ねぇねぇ、ちょっと見てて」

　彼かの女じよはどこからか取り出したハンカチで片手を隠かくした。と思ったら、サッと引く。

　バサバサと音を立て、ハンカチの下からハトが飛び出した。

「いっつ、いりゅーじょーん！」

　輝かがやく月へ向かって、ハトが羽ばたいていく。その光景に目を奪うばわれていると、横からシャボン玉の香かおりが漂ただよってきた。

　いつの間にか、ニコニコ笑え顔がおのツインテール少女が俺おれの隣となりに寝ね転ころがっている。

　しかも彼かの女じよは実際にシャボン玉を吹ふいていた。夜空に向けて。

　なんでだよ──言いそうになるが、その前に昔の感覚が戻もどってきて俺おれは言葉をのみ込こんだ。

「運命だよねー。わたしたち、こんな月が綺き麗れいな日に再会できるなんて。えへへ」

　楽しそうにシャボン玉を飛ばしながら、恥はずかしい台詞せりふを口にするニコニコ笑え顔がおの少女。彼かの女じよはとても嬉うれしそうで満足そうだった。

　ああ、そうだ。こいつはそういう奴やつだった。

　その言動に疑問を持ったところで、尋たずねてみたところで、全く意味がない。

　椿つばき真ま奈な。彼かの女じよはどこまでも純じゆん粋すいで、ロマンチストで、子供っぽくて、言動が予測できなくて、不思議な感性の持ち主で──、

　俺おれがこの世界で一番苦手な奴やつなんだ。
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　　　　　Ⅰ




　マンションの屋上から落下したダメージも、翌日の朝にはすっかり癒いえていたので、俺おれは仕方なく学校へ来ていた。昨日から新学期も始まり、気づけば高校二年生だ。新たなクラスメイトと机を並べ、普ふ通つうなら交友関係を広げる良いい機会になるのだろう。でも俺おれは違ちがう。そのうち死ぬ身だ。あの世へ持って行く荷物は少ない方がいい。

　だから転校生がやってくるなんて話にも、まるで興味を持てなかった。教師の挨あい拶さつを経て誰だれかが教室に入ってきても、机に頰ほお杖づえをつき、視線は窓の外に向けたままだった。でも──、

「椿つばき真ま奈なでーす！」

　その言葉には、視線を動かさざるを得なかった。

　黒板の前に立つ女子はこの学校の制服を着て、まん丸の目をキラキラ光らせていた。特とく徴ちよう的な長いツインテールと、七色の羽根型の髪かみ飾かざりが存在感を主張している。本当に昔から変わっていない。全体的にスケールが大きくなっただけだ。

　だけど、なぜあいつが転校生として挨あい拶さつをしているのか。

「本当は昨日くる予定だったんですけど、ちょっと街の中を冒ぼう険けんしてたら、知らない場所にいたりして、あれあれ～、って思っているうちに夜になっちゃったんですよ。あっ、でもわたし、冒ぼう険けんが趣しゆ味みで、こういうことは慣れてるので心配しないでくださいね。それに、最後は会いたい人にも会えたし、やったーって感じなんです。というわけで、歌いますね！」

　はっ？

　教室にいる誰だれもがぎょっとして固まった。その視線を一身に受け、彼かの女じよは本当に歌い始めた。

　透すきとおった歌声が教室に響ひびく。しかし童どう謡ようなのか、民みん謡ようなのか、聞いたこともないメロディーだ。しかも歌詞が意味不明すぎる。『肉まんを食べたら空を飛んだ』とか、こっちの意識が飛ばされそうな内容だった。

　いったい何を聞かされているのか。教室中の人間が戸と惑まどっていたはずだ。

　一方、彼かの女じよはニコニコ笑え顔がおで歌い切り、深々と頭を下げるのだった。

「作詞作曲、椿つばき真ま奈な。『肉まんまんまんの歌』でしたー」

　お前が作ったのかよ。というツッコミを誰だれもしないのは、こいつに関わるのはヤバいと思ったからなのか。あるいは歌の内容に全く合わない綺き麗れいな声に聞きき惚ほれていたのか。いや、きっとみんな脳に受けた衝しよう撃げきで気を失いかけていたのだろう。

　しかしダメージを与あたえた張本人は気にした様子もなく、また妙みようなことを言い出す。

「それじゃマジックをしまーす」

　もはや止めるどころか、誰だれも反応すらしない。そんな静せい寂じやくの中、ニコニコ笑え顔がおのツインテール女子は片手をハンカチで隠かくした。それから彼かの女じよは、

「じゃらららら～らら～ららら～ん！」

　奇き妙みようなドラムロール（たぶん）を口で奏かなで、ハンカチをサッと引く。

　次の瞬しゆん間かん、ハトが飛び出した。一羽わだけじゃない。二羽わだ。

　しかもその二羽わのハトを、あろうことか椿つばき真ま奈なは教室内に放ってしまった。

　おかげで教室は一気にパニック状態に陥おちいった。実際のところハトは天てん井じよう辺りで飛んでいるだけだが、こうなったらもう冷静な判断などできない。生徒たちは悲鳴や怒ど号ごうを上げながら逃にげ回まわっていたし、担任の女教師に至っては廊ろう下かに飛び出していったほどだ。

「あー、ダメだよー。ポーちゃん、ポーくん。こっちこっち」

　椿つばき真ま奈なが窓を開けると、二羽わのハトが外へ飛び出して行く。それでようやく教室内は落ち着きを取とり戻もどした。が、その頃ころには他のクラスからも人が集まるような状じよう況きようになっていた。

　そんな大おお騒さわぎを起こした元げん凶きようはというと、

「いっつ、いりゅーじょーんでしたー」

　ニコニコ笑え顔がおで満足そうに決め台詞ぜりふを口にしていた。

　ああ、昔の椿つばき真ま奈なと少しも変わっていない。むしろ悪化している気さえする。

　間ま違ちがいなく、絶対に関わってはいけない相手だ。と、肝きもに銘めいじたのだが。

「ああーッ！」

　残念ながら椿つばき真ま奈なの方が俺おれの存在に気づいてしまった。しかも彼かの女じよはわざわざ駆かけ寄よってきて、廊ろう下かにまで響ひびき渡わたる声で話し始めた。
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「ユセイくん！　やっぱり、昨日会った時から運命だと思ってたんだー。だけど、久しぶりなのに話もしないで行っちゃうんだもん。七年ぶりかな？　約束したよね？　また一いつ緒しよに冒ぼう険けんしようよ。そうだ、肉まん食べる？　あとね、面おも白しろいマジックがあって──」

「ちょっと黙だまってくれないか」

「えっ、ユセイくんだよね？　織お田だユセイくんだよね？　ユセイくん？」

　やたらと俺おれの名前を連呼するニコニコ笑え顔がおの女子。さっきから周りの視線を一いつ身しんに集めているというのに、少しも配はい慮りよがない。

「これってすごいことだよね？　ユセイくんもそう思うでしょ？　絶対に運命だよ！」

　俺おれは理わ由けもなく目立つことが死ぬほど嫌きらいだ。いや、死ぬのは願っているので比ひ較かくにはならないか。とにかく、目立ちたいなら一人で勝手にやってほしい。




　俺おれの通う有う珠す条じよう学園は、海の側そばに敷しき地ちを構えている。校門を出て、二車線の道路を越こえればすぐに浜はま辺べにたどり着くという立地だ。

　海の水は透すきとおるほど綺き麗れいなわけではないし、はっきり言って浜はま辺べも狭せまいが、高い建物に囲まれて育った身としては、遠くまで見み渡わたせる空間があるだけでもありがたい。

　だから俺おれは学校帰りに砂すな浜はまで一人、日が暮れるまで海を眺ながめていたりする。

　季節のせいもあって、今日は人の姿もほとんどなく静かだ。押おし寄よせる波の音は一定のリズムを刻み、耳に心ここ地ち好よい。ただし問題が一つある。

「すごいねー、学校の目の前に海があるんだねー」

　砂すな浜はまに座すわる俺おれの横に、当たり前のように椿つばき真ま奈ながいることだ。

　転校初日にしてクラスどころか、学年中にヤバい奴やつとして認にん識しきされた彼かの女じよだが、何よりもヤバいのは、ストーカー並みに俺おれを尾つけてくるその追つい跡せき能力だった。

「頼たのむから一人にしておいてくれないか」

「なんで？」

「『なんで？』って訊ききたいのは、俺おれの方だ。なんで俺おれに絡からんでくる？」

「だって運命なんだよ。久しぶりだし、ユセイくんともっと話をしたいなぁって」

「俺おれはしたくない」

「じゃあわたしのいりゅーじょんを見せてあげるね」

　どうすれば「じゃあ」になるのか、繫つながりがわからない。が、彼かの女じよがさっそくハンカチを取り出したので、俺おれは慌あわてて止めた。まだ会話をしていた方がマシだ。

「ユセイくんは、昔と同じところに住んでるの？」

「ああ」

「小学校の時の友達は元気？」

「さあな」

　椿つばき真ま奈なは色々な話題を振ふってくるが、俺おれの回答はだいたいそっけない。だからそのうち彼かの女じよも退たい屈くつするだろうと思った。けれど椿つばき真ま奈なはニコニコ笑え顔がおのまま、ずっと楽しそうに色々な話をしていた。

　やがて辺りが薄うす暗ぐらくなってくる。風も強くなってきたし、寒さも限界だ。そろそろ帰るか。そう思って立ち上がった時だった。小さな犬を連れた親子の姿が目に留まった。

「あはは、待ってー」

　女の子が犬に引っ張られるような格好で波なみ打うち際ぎわを走っていた。本人は楽しそうだが、なんとなく危なっかしい。実際、母親も注意するような声をかけていた。

　その直後、女の子は激しく転んでしまった。しかもタイミグ悪く、大波が押おし寄よせていた。

　波が女の子の身体からだを覆おおい隠かくし、母親が短い悲鳴と共に駆かけ寄よって行く。

　そしてなぜか、椿つばき真ま奈なも駆かけ寄よっていた。

「ユセイくん！」

　彼かの女じよが声をかけてくる。まさか俺おれに海に飛とび込こんで助けろ、なんて言うんじゃないよな？

　と、心配したが、どうやら杞き憂ゆうに終わったようだ。波が引いたら女の子の姿が見えた。

　母親に抱だきかかえられた女の子は、泣いてはいるものの元気な様子だった。

　これで一安心、とホッとしたのも束つかの間ま。突とつ然ぜん女の子が悲鳴のような声を上げた。

「ちーちゃんがいない！」

　それが何者なのか、尋たずねるまでもなく理解できた。彼かの女じよの側そばに、連れていた犬がいない。

　あの瞬しゆん間かん、犬は女の子と一いつ緒しよに波にのまれた。両手に乗りそうなくらい小さな犬だったし、考えられることは一つだ。

「うまれたばかりなんだよ！」

　女の子が泣きながら叫さけぶ。正直、迷った。助けてやれるものなら助けてやりたいが──。

「わたしに任せて！」

　声の方に目を向けると、すでに椿つばき真ま奈なはブレザーを脱ぬいでいた。

「何をするつもりだ？」

「泳ぐの好きだから！」

　回答になってない。と言ってみたところで止まる相手じゃない。彼かの女じよは俺おれにブレザーを放り投げたかと思えば、次の瞬しゆん間かんには勢いよく海へ飛とび込こんでいた。

「まだ四月だぞ……」

　海水は冬を思い出させるほどに冷たい。波も激しいし、明かりもほとんどない状じよう況きようだ。

　あんな小さな犬を探せるわけがない。彼かの女じよが海に飛とび込こんで何分が経たった？　まだ二、三分か？　それにしたって潜もぐり続けられるものか？　まさか──。

　俺おれはスマホを取り出した。と、ほぼ同時だった。

「ちーちゃん！」

　女の子が声を上げた。その視線の先で、制服姿の女子がゆっくり立ち上がる。

　彼かの女じよの髪かみから、白いシャツから、スカートから、大量に水が滴したたり落おちる。身体からだは小刻みに震ふるえているように見えた。でも、その両りよう腕うでにはしっかりと子犬を抱だきしめている。

　駆かけ寄より確かく認にんしたが、子犬の方も息はある。それがわかった瞬しゆん間かん、なんだか全身の力が抜ぬけて倒たおれそうになった。けれど、倒たおれるわけにはいかなかった。なぜなら、子犬を救ったびしょ濡ぬれの女子が俺おれの胸に倒たおれ込こんできたからだ。

「おいっ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　思わず大声で呼びかけてしまった。しかしよく見てみれば、彼かの女じよは驚おどろくほど穏おだやかな顔をしている。呼吸も安定しているし、これはもしかして──。

「クロールロール……むにゃ……すぅ……」

「寝ねてる……のか？」

　それがわかって少しだけ安心した。だけどまだ身体からだは濡ぬれたままで、冷えきっている。なので俺おれは、少しでも熱が伝わればと、しばらく彼かの女じよを抱だきしめていた。
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　その後、女の子の母親が呼んだ救急車が到とう着ちやくし、子犬と一いつ緒しよに椿つばき真ま奈なは運ばれていった。それに俺おれまで付き合わされたのだから堪たまったものじゃない。

　まあ百歩譲ゆずってこれで終わりなら、今回の一件に文句をつける気はない。

　だが──事態は最悪の展開を見せた。

　なんと、この一連の様子がＳＮＳに動画でアップされたのだ。ご丁てい寧ねいに女の子が走ってくるところから、椿つばき真ま奈なが俺おれの胸に倒たおれ込こんでくるまでを。

　動画はあっという間に話題になり、翌日にはテレビに取り上げられるまでの大おお騒さわぎになってしまった。人々の反応は驚おどろくほど好意的で、椿つばき真ま奈なの行動は称しよう賛さんの嵐あらしだった。それに加えて、行動を起こした人物が美少女だったことも話題を大きくした要因だったらしい。

　誰だれが美少女かって？　椿つばき真ま奈なに決まっている。俺おれは少しもそう思わないが、別に世間一いつ般ぱんの評価と闘たたかうほど審しん美び眼に自信があるわけでもない。

　そんなわけで、『美少女ＪＫ、波にのまれた子犬を救う！』なんて陳ちん腐ぷな見出しと共に、椿つばき真ま奈なの話題はどんどん拡散されていき、それは最終的に本人の通う学校にまで跳はね返かえってきた。

　ヤバい転校生が一転、救いの女め神がみと崇あがめられるまでになったそうだ。

　なぜ伝聞形式なのかというと、俺おれはあの日の翌日から一週間、学校を休んでいるからだ。

　休んだ理由？　それは椿つばき真ま奈なの副産物として、俺おれまで有名になってしまったせいだ。

　冗じよう談だんじゃない。なんだって俺おれがネット上で文句を言われないといけないのか。別に彼かれ氏しでもないし、釣つり合あってないだとか言われる筋合いは、これっぽちもないのだ。

　と、愚ぐ痴ちっても意味がない。だから俺おれは身を隠かくすことにした。動画を撮とった奴やつにだけは文句を言いたい気分だったが、それはネットで反論する以上に徒労なのでやめておいた。

　ともかくこの一件のせいで、俺おれは嫌いやな名前の知られ方をしてしまった。本当なら学校なんて二度と行きたくないくらいだが、まだやり残したこともある。

　だから一週間ぶりに登校してみた。が、周りの反応は拍ひよう子し抜ぬけするほど薄うすかった。

　思えば俺おれは元々、人に遠ざけられるタイプの人間だ。わざわざ話しかけようなんて物好きもいないのだろう。おかげで平へい穏おんは保たれた。と喜ぶのも少し早かった。

「わー、ユセイくんだー。昨日の夢で会ったぶりだね。一いつ緒しよに帰ろー」

　授業が終わると、さっそく椿つばき真ま奈なが声をかけてきた。その瞬しゆん間かん、教室中の空気が固まったのを感じた。初めは彼かの女じよの発言が原因かと思ったが、どうも違ちがう。

　周りの雰ふん囲い気きから察するに、俺おれに絡からんできたことが問題のようだ。まあ無理もないか。

　──いったい、あの人とどんな関係なの？

　ほとんどの人間が椿つばき真ま奈なに尋たずねたかったことだろう。だが、安心していい。今現在なんの関係もないし、これから先も関係が築かれることはないから。

「あっ、待ってユセイくん！」

　俺おれが教室を出ると、当然のようについてくる椿つばき真ま奈な。少しは空気を読んでほしいものだ。

「ユセイくん、冒ぼう険けんに行こうよ。それともいりゅーじょん見る？」

「悪いけど──」

　立ち止まり、きっぱり断ろうとした。が、タイミング悪く廊ろう下かの先から声が聞こえてくる。

「あっ、マナマナじゃん！　ヤッホー」

　浮うき上あがるような高音で話しかけてきたのは派手な格好をした女子だった。

　背は低めだが、その分だけ金きん髪ぱつを頭の上で大量に盛り、制服は着崩くずし、やたらアクセサリーを身に着け、化け粧しようまでしている。

　これが、いわゆる『ギャル』と呼ばれる生き物らしい。

　でもこれで本当に正解か？　見るたびに首をかしげそうになる。

　疑問はさておき、駆かけ寄よってきた女子は、椿つばき真ま奈なとは別の意味で有名人だった。

　リヴ・ポーナ・ヨンセンという名前だが、国こく籍せきは不明。外国っぽさを感じさせる顔立ちはしているが、ギャルメイクのせいで、見た目の判別も難しくなっている。

　ともかく彼かの女じよがメディアで取り上げられるほど有名なギャルというのだけは確かだ。特にＳＮＳでの人気がすごいらしい。校内で写真を撮とっている姿もよく見かける。

「ねぇ、マナマナ。一いつ緒しよに撮とってもいいっしょ？」

　さっそく目の前でリヴが自じ撮どりを始める。と、椿つばき真ま奈なもノリノリで応じていた。

「うん、いいよー。いえーい、くねくね～」

　ニコニコ笑え顔がおのツインテール女子は、全身を激しく動かしながら、奇き妙みようなポーズを次々に決めていく。あれでまともな写真が撮とれているのだろうか。

　それはどうでもいいが、有名人がそろって撮さつ影えい会を始めたせいで、周りにどんどん人が集まってきてしまった。すでに廊ろう下かは通行不能なほどの混雑模様だ。

　移動が可能になったのは、しばらくして教師が解散を命じてからだった。そして人が少なくなると、派手な見た目のギャルが椿つばき真ま奈なに声をかけた。

「今からカラオケ行くんだけど、マナマナも行くよね？」

　リヴの素す晴ばらしい提案。これで俺おれもやっと解放される。と思ったのだが。

「わー、いくいく──あっ」

　乗りかけたはずの椿つばき真ま奈なと目が合った。

「うーん、やっぱり今日はユセイくんと冒ぼう険けんに行く約束だから」

　そんな約束はしていない。でも、思い返してみれば昔からそうだったな。人の事情なんてお構いなしに、彼かの女じよは俺おれを謎なぞの『冒ぼう険けん』とやらに連れて行こうとするのだ。

　思わずため息が漏もれる。と、まさかのリヴが俺おれに話しかけてきた。

「じゃあオダユーも、カラオケ一いつ緒しよにどうよ？」

「行くわけないだろ」

「アハハ、だよねー」

　軽く受け取ると、リヴはあっさり諦あきらめ、ギャル仲間たちと共に去って行った。

「おつぱにゅー」

　謎なぞの言葉を残して。

「おつぱにゅー、ぱにゅぱにゅっぱー」

　椿つばき真ま奈なも全力で応じていた。

　こうして俺おれはまた、ニコニコ笑え顔がおの女子と並んで校内を歩くことになったのだが。

「ユセイくんは、リヴちゃんと仲いいの？」

　いきなり鋭するどい質問をしてくる椿つばき真ま奈なであった。

「去年、一いつ緒しよのクラスだっただけだ。そっちこそ、いつの間にあいつと親しくなった？」

「この前、ワンちゃんを助けたでしょ？　あの時、動画を撮とってたのがリヴちゃんなんだよ」

「あいつだったのかよ！」

　どうせ意味がないと調べもしなかったが、さすがに驚おどろいた。

「でね、でね、それをわーって広めてくれたの」

「広めてくれた？　その表現はおかしくないか？　変なところで有名になったんだぞ」

「おかげでみんなと仲良くなれたよ？」

「そんなのなくても、放っておけば仲良くなれるだろ」

「でもわたし、転校ばかりだから、みんなと仲良くなれるかなーって心配になるんだよ」

　ニコニコ笑え顔がおで言われても説得力はまるでないけどな。

　ただ、表面上はこんな感じでも、もしかしたら椿つばき真ま奈なも人並みに悩なやんだりするのかもしれない。本当にわずかだけど、そんなことを思い──俺おれは口を滑すべらせた。

「まあ誰だれにも相手にされなかったら、最悪、俺おれが相手してやるし……」

「わー、やったー。やっぱりユセイくんはユセイくんだね。じゃあ今すぐ相手して！」

　椿つばき真ま奈なは瞳ひとみを輝かがやかせ、グッと顔を近づけてくる。この笑え顔がおが、俺おれは昔から苦手だった。

「一いつ緒しよに冒ぼう険けんに行こう！　ねっ？　ねっ？」

　俺おれの腕うでをがっちり摑つかむと、椿つばき真ま奈なはいきなり駆かけ出す。そしてあっという間に、下げ駄た箱まで到とう着ちやく。しかしこのまま連れて行かれるのは勘かん弁べんと、俺おれは靴くつを履はき替かえる間に逃とう走そうを図はかった。

「ユセイくん、どこ行くの……？　わかった！　海まで競争だね！　よーい、どんどーん」

　楽しそうなかけ声を上げながら、椿つばき真ま奈なが追いかけてくる。ちらりと振ふり返かえってみると、彼かの女じよは余よ裕ゆうのニコニコ笑え顔がおで走っていた。なのにチーターかと思うほど速い。迫せまってくる。

　俺おれは若じやつ干かんの恐きよう怖ふを感じつつ、校門へと差しかかった。すると、そこにいた人物に、

「待てぇい！」

　呼び止められてしまった。こっちは一週間ぶりの登校だっていうのに、遠えん慮りよがないな。

「織お田だ由ゆ星せい！　待っていたぞ」

　居い丈たけ高だかに絡からんできたのは、銀色の髪かみを逆立てた男子生徒だった。筋肉質で、背は高く、顔もイケメンと言われる部類。その上、学業に優すぐれ、運動能力に優すぐれ、大だい富ふ豪ごうということで、特に女子から大層な支持を得ている男子生徒だ。

　もっとも俺おれにとっては、髪かみを銀色に染めた厄やつ介かいなナルシストでしかないが。

「頼たのむ……今日はもうお前と話す気力は残ってないんだ……」

「ハハハ、相変わらずジョークの上う手まい男だ。さすがは由ゆ星せい！」

　ギャルのリヴがよっぽどまともに見える。それくらい、こいつは面めん倒どうくさい。

「ユセイくんの友達？」

　いつの間にか追いついていた椿つばき真ま奈なが尋たずねてくる。全力疾しつ走そうをしたのに、息一つ乱れていないのはどういうことなんだよ。と、ツッコむ前に、マッチョな男子が自己紹しよう介かいを始めていた。

「僕ぼくは由ゆ星せいの宿敵であり、永遠のライバル。つまり友人や恋こい人びとといった関係を超ちよう越えつした、ある意味で由ゆ星せいにとって、最も絆きずなの強い人間だ！」

「わー、すごーい。二人は仲良しさんなんだね！　パチパチー」

「僕ぼくの名は有う珠す条じよう彰あきら。覚えておくといい。そこの無気力な英えい雄ゆうが唯ゆい一いつ認める最強の英えい雄ゆうだ」

　酷ひどい会話の応おう酬しゆうだ。二人を見ていると、いかに言葉が正確性を欠くツールであるかわかる。

「有う珠す条じようってどこかで聞いた気が……しかも最近の気がするかもかも？」

　椿つばき真ま奈なが首をかしげている。自分が転校してきた学校の名前を覚えてないのか、こいつは。

「俺おれたちの高校の名前だろ。『有う珠す条じよう学園』。こいつんちが経営してるんだよ」

「じゃあ学園くんだね。よろしくね、ユセイくんの仲良しさんの学園くん！」

　妙みような呼び名に有う珠す条じようの顔が引きつっている。銀ぎん髪ぱつのナルシストも、さすがに椿つばき真ま奈なには勝てないらしい。でもまあ『学園くん』と呼ばれるのもかわいそうだし、訂てい正せいしておいてやろう。

「実は、あいつはみんなから『マッチョ貴族』というあだ名で呼ばれてるんだ」

「マッチョ貴族くん？　わー、なんか頑がん丈じようそうな名前だね。釘くぎとか食べちゃいそう」

　謎なぞの感想を口にする椿つばき真ま奈なだった。一方、有う珠す条じようはというと、金切り声を上げて俺おれに抗こう議ぎしてくる。けど、もういちいち相手をするのも疲つかれた。

　俺おれは帰ろうと思い、歩き出す。と、後ろからトーンを抑おさえた声が追いかけてくる。

「待て、由ゆ星せい。仕事の方はどうなった？」

　見ると、有う珠す条じようは真しん剣けんな表情をしていた。さっきまでふざけていたのに、忙いそがしい奴やつだ。

「まだ特定の途と中ちゆうだよ」

「それは『切きり裂さき魔ま』の方だろ？　『校内問題』の方は、特定できてるはずだ」

「目星はつけた」

「だったら早くするんだな。君がどうしてもと頼たのむから、待ってやってるんだ。できないと言うなら、僕ぼくがターゲットを殺しやる」

　有う珠す条じようが事もなげに言う。その言葉だけは、聞かなかったことにはできなかった。

「簡単に殺すとか言うんじゃねぇよ」

「ハッ、自分はいつも『死にたい』とか気軽に言うくせに」

「俺おれのことはいい。けど、簡単に人の命を奪うばうな。人じゃないものも……」

　無意識に力がこもっていた。熱くなった俺おれの負けだ。こんな勢いだけの男に感情を揺ゆさぶられるとは情けない。

「もういい。今日は帰る」

「あっ……待ってくれ、由ゆ星せい。もしかして気分を害したか？　いや、僕ぼくも君を非難したかったわけではなく、あくまで発破をかけようと思っただけで……つまり応おう援えんに近いわけで……」

　さっきまでの威い勢せいはどこへ行ったのか、筋肉自じ慢まんのナルシストは急にあたふたしていた。

「別に俺おれはなんとも思ってないよ。ただ帰りたいだけだ」

「それなら、これから一いつ緒しよに『アルゴー』にでも行かないか？」

「そんな気分じゃない」

「そ、そうか……それじゃ、またの機会だな！」

　最後は声を張っていたが、去って行く奴やつの後ろ姿は、肩かたを落としているようにも見えた。

　その姿が視界から消える頃ころ、椿つばき真ま奈ながつぶやくように言った。

「学園くん、ユセイくんと仲良くしたそうだったね」

「別に俺おれは仲良くしたくない」

「そっか、ユセイくんはわたしと冒ぼう険けんに行く約束だもんね」

「そういう意味で言ってるんじゃない。だいたい冒ぼう険けんってなんだよ？」

「冒ぼう険けんはねぇ、いろんなところに行って、いろんなものを見つけて、楽しくなって、やったーってすること！　それでユセイくんともっともっと仲良くなるんだよ」

「仲良くなる？　悪いが、俺おれは誰だれとも親しくするつもりはない」

「わたしとも？」

「ああ」

　このたった一言の肯こう定ていは、椿つばき真ま奈なにも効き目があったのかもしれない。一いつ瞬しゆん、彼かの女じよの顔から完全に笑えみが消えた──ように見えた。が、一いつ瞬しゆんすぎて本当のところはわからない。次の瞬しゆん間かんには、椿つばき真ま奈なはまた元のニコニコ笑え顔がおに戻もどっていたのだ。

「なんでユセイくんはわたしと仲良しさんになりたくないのかな？」

「俺おれは死ぬ。近いうちにな。だから誰だれかと親しくする意味はない」

「そういえば彼かれも言ってたね。ユセイくんが、いつも『死にたい』って言ってるって」

「俺おれはいまこの瞬しゆん間かんだって死にたいと思ってるよ」

「本当に？　それはドッキリビックリだね。でもどうしてそう思うの？」

「生きる理由がないから……だな」

「ぶっぶー。そんなことないよー。ユセイくんが生きる理由はあるよー。ありますよー」

　ニコニコ笑え顔がおのツインテール女子は、急に子供っぽい言い方で俺おれの意見を否定してくる。

「だったら、教えてくれないか。俺おれが生きる理由ってなんだ？」

　尋たずねると、椿つばき真ま奈なは反射的に口を開けて何かを言おうとした。でも、声にはならなかった。答えが見つからず困っているのか。いや、なんだか照れたような顔をしている。

　相変わらずよくわからない奴やつだ。まあ、でもいいさ。そもそも他人に訊きくようなことじゃないし、他人が答えられるようなことでもないのだ。

「悪かったよ。だけど、そういうわけだから俺おれのことはもう放っておいてくれ」

　あなたが死ねば悲しむ人がいるから──。そんな型通りの理由は、もう聞き飽あきた。




　キツめに言ったせいか、椿つばき真ま奈なは大人しく帰ってくれた。案外、物分かりがいいのかもしれない。ともかく俺おれは一人になれたので、学園前の浜はま辺べに立ち寄っていた。

　そこでふいにポケットの中のスマホが震ふるえた。画面表示は『Ｌ』の一文字。

「動きがあった……」

　電話の相手は、抑よく揚ようのない無感動な喋しやべり方だった。しかし声質は変わらない。相変わらず浮うき上あがるような高音だ。

「どっちの動きがあった？」

「両方。『切きり裂さき魔ま』の方は、また殺した。人間の男。大人。全身に無数の裂れつ傷しよう……」

「死体に近づけたのか。臭においは？」

「嗅かいだ……けど特定は難しい……ぱにゅ」

　一いつ瞬しゆん、変な単語が聞こえた気がするが、ここはスルーしておこう。

「仕方ない。それで、もう一つの件は？」

「昨日も一人、火をつけられた。被ひ害がい者は今までと同じ……有う珠す条じよう学園の女子生徒……」

　先月から始まり、もう五回目だ。有う珠す条じよう学園の女子が火をつけられるという事件。被ひ害がい者、目もく撃げき者の話では、何もないところでいきなり火がつき、まるで自然発火のようだったという。

「犯人は『転生擬人化怪物アンクース』で間ま違ちがいないな」

「名前は『ヒズ』。火をつけて回る怪かい物ぶつ。本来の能力を取とり戻もどせば石さえ灰にする……」

「『神話ブラックリスト』で確かく認にんした。ランクはＣだ」

「うん、雑ざ魚こ……。身体能力が低い。転生先の人間は、有う珠す条じよう学園に通ってる……でも人間の見分けは難しい……犯人の特定は……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。だいたいの目星はついてる」

「やっぱりユセイはすごい……ぱにゅ」

　また奇き妙みような言葉が聞こえてきて、さすがに俺おれもツッコまざるを得なかった。

「なあ、その変な語ご尾び、やめてくれないか？」

「やれって言ったのはユセイ……」

「言った覚えはない」

「ギャルをやれって言った……」

「それってギャルなのか？　そもそも命令したわけじゃ──いや、もういい」

　途と中ちゆうで疲つかれてしまった。言った言わないの水みず掛かけ論ろんほど不毛なものはない。

「ワタシの勝ち……ユセイを論破した……だから今日はユセイ論破記念日……ぱにゅ」

　ため息しか出てこない。それなりに長い付き合いだが、いまだに考え方がよくわからない奴やつだ。有能なのは間ま違ちがいないんだけどな。
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　別わかれ際ぎわに厳しく当たったから、椿つばき真ま奈なとは気まずくなると思っていた。けれど翌日も彼かの女じよはニコニコ笑え顔がおで絡からんできて、昼休みになっても俺おれを一人にしてくれなかった。

「ユセイくんは今日もパン？　どこで食べる？　また屋上？　うん、屋上がいいと思う」

　そんな感じでつきまとわれ、昼休みが終わる頃ころには、俺おれはもう疲つかれきっていた。だから、せめて授業まで少しでも休みたいところだったのだが──、

「あら、椿つばきさん」

　教室に戻もどる途と中ちゆうの廊ろう下かで、一人の女子に進路を妨ぼう害がいされた。長い髪かみが羊の毛のようにふわふわしていて、話し方も見た目も、やたら上品さを漂ただよわせる人物だ。

「あー、会長さん。こんにちは！」

　椿つばき真ま奈なはすでに知り合いになっていたらしい。両手を取って大げさに挨あい拶さつしていた。

「あらあら、いつも元気でいいわね」

　椿つばき真ま奈なの相手を優ゆう雅がにこなす女子の名は、綾あや藤ふじ美み華か。三年生で、生徒会長を務めている。去年の文化祭で『ミス有う珠す条じよう』に選ばれたほどの美人で、男子生徒からの人気は絶大だ。

「織お田だくんも、こうして話すのは久しぶりかしら？」

　なぜか彼かの女じよは、以前から俺おれに絡からんでくることがあった。狙ねらいは不明だが、要警けい戒かいだ。

「それにしても、相変わらず織お田だくんは隅すみに置けないわね」

「……なんの話ですか？」

「椿つばきさんとのことよ。随ずい分ぶんと仲がいいみたいね。恋こい人びと一歩手前ってところかしら？」

　うふふ、と笑いながらとんでもないことを言っている。馬ば鹿からしすぎて苦く笑しようしてしまう。

　否定は当然、椿つばき真ま奈ながするだろうと思った。が、彼かの女じよは真っ赤になった顔を両手で覆おおい、

「えっ──あっ、そ、その……こ、恋こい人びとって──そんなー、そんなー」

　奇き妙みような声を上げ、頭をぶるぶると振ふり始めた。おかげで長いツインテールがムチのようにしなり、危あやうく俺おれの顔にも当たるところだった。もうこいつは放っておこう。

「妙みような勘かん違ちがいはしないでください。俺おれと彼かの女じよの間に特別な関係はない」

「そう、でも本当にあなたは美人に好かれるわね。リヴさんもそうだし、私だって……」

　綾あや藤ふじが意味ありげな笑えみを浮うかべる。瞬しゆん間かん、なんとも言えない異様な怖おじ気けを感じた。

「あんた……」

　俺おれは自分の推測を確かめようかと思った。が、廊ろう下かの先から聞こえた声に邪じや魔まされた。

「いたぁーっ！　会長さーん！」

　声と共に、恐おそるべき速さで一人の女子が駆かけ寄よってくる。ショートヘアがよく似合い、制服よりも運動着姿が板についている彼かの女じよは実際、足が速かった。

「森もり下したさん。いくらあなたの走力が自じ慢まんでも、廊ろう下かを走ってはいけませんよ」

「あはは、すみません」

　綾あや藤ふじに注意されても爽さわやかに笑っている女子の名は森もり下した希のぞみ。去年のインターハイ女子１００ｍ走において、一年生ながら優勝という快挙を果たした人物だ。そんな彼かの女じよに対して、

「わー、ノゾミちゃんだー。今日もびゅーんって感じで速いね！」

　いつの間にかニコニコ笑え顔がおに戻もどっていた椿つばき真ま奈なが、大げさに抱だきついていた。

「そう言って真ま奈なちゃん、この前あたしをぶっちぎったでしょ。今度また勝負だからね」

　森もり下したが何かおかしなことを言った気がするが、聞かなかったことにしよう。それにしても、二人は随ずい分ぶんと仲がいいな。クラスも違ちがうのに。

「二人は全校集会で表ひよう彰しようされたのよ。森もり下したさんは陸上部の成績で、椿つばきさんは子犬を助けたあの一件でね」

　綾あや藤ふじが説明してくれた。要するに二人は、学校のスター同士ということか。

　だからといって、他の人間を蚊か帳やの外に置いて盛り上がるのは感心しない。椿つばき真ま奈なと森もり下したを見る綾あや藤ふじの眉み間けんに、一いつ瞬しゆんだけどシワが寄ったのを俺おれは見み逃のがさなかった。

「談だん笑しようするのもいいけれど、森もり下したさんは私に用事があるのではなかったかしら？」

「そうだった！　会長さん、コレを見てください」

　森もり下したは一枚の紙を取り出し、綾あや藤ふじに渡わたした。どうやら便びん箋せんのようだ。見るつもりはなかったが、俺おれの視界に勝手に文面が入ってきた。

　それは余りにもおどろおどろしい手紙だった。赤字で書かれた不ふ揃ぞろいの文字が並び、「死ね」だの「消えろ」だの「呪のろう」だの、とにかく恨うらみがましい単語で文章が綴つづられている。Ａ４くらいの大きさはありそうな紙にびっしりとだ。

「ファンレターにしては、少し過激すぎるわね」

「あたしは呪のろいなんて気にしないけど、これを書いた人間が近くにいると思うと怖こわくて……」

「そうね。でも、これを書いた人は、いったい何を伝えたいのかしら……」

　綾あや藤ふじがつぶやくように言った。俺おれにはその言葉が少し引っかかった。

「伝えるって、こんなの単に鬱うつ屈くつした感情を八つ当たりでぶつけてるだけですよ」

「いいえ。私は、この手紙から明白な主張を感じるわ」

　そう言いきった綾あや藤ふじの顔には、優やさしげな笑えみが浮うかんでいた。妙みように気になる。やはり確かめておくか。そう思って俺おれは綾あや藤ふじに話しかけようとするが、

「すっごーい。真っ赤だよ、真っ赤。でも、なんか文字はヘタっぴだね」

　椿つばき真ま奈なが間に割わり込こんできた。すると、綾あや藤ふじがその指し摘てきにわざわざ反論していた。

「下手って、これはわざと不ふ揃ぞろいにしているのよ」

「あっ、ここ間ま違ちがってる。『足が短みじかい』ってとこ。送おくり仮が名なの『か』はいらないよね」

「わからないわよ。これだって計算で、恐きよう怖ふを煽あおってるのかもしれないし」

　椿つばき真ま奈なとは逆に、綾あや藤ふじは随ずい分ぶんと手紙の差出人を高く評価していた。

　嫌いやな予感がする。頼たのむからこれ以上の面めん倒どう事ごとは起こさないでくれよ。と、俺おれは心の中で椿つばき真ま奈なに訴うつたえかけた。だが、そんなものが通じるはずもない。

「それじゃ、こんなぶーぶーな手紙は消しちゃいます」

　そう言うと、椿つばき真ま奈なはいきなり手紙をビリビリに破り出した。止める隙すきも与あたえず、あっという間に細かく切り刻んでしまう。

「それからそれから～、ワンツースリー、はい！」

　椿つばき真ま奈なは細切れの紙を頭上に投げた。紙かみ吹雪ふぶきが舞まう。と、そこからハトが飛び出してくる。

　またかよ、と俺おれは思ったが、陸上部の女子は興奮した様子で拍はく手しゆを送っていた。

「すごい！　真ま奈なちゃんって、本当にすごいね！」

「いっつ、いりゅーじょんでしたー」

　椿つばき真ま奈ながニコニコ笑え顔がおで頭を下げる。その様子を怒いかりに満ちた目で見つめる人物がいた。

「椿つばきさん、なんてことをしてくれたの……？」

　綾あや藤ふじは、まるで大切な宝物でも捨てられたかのような顔で、椿つばき真ま奈なに迫せまっていた。

「えっと、ポーくんのことですか？」

「違ちがうわ。手紙よ、手紙。大事な証しよう拠こだったのに。これじゃ犯人を探せないじゃない」

「なーんだ。そういうことなら、ここに……」

　椿つばき真ま奈なは綾あや藤ふじのブレザーの胸ポケットに指を入れ、折おり畳たたまれた紙を取り出す。

「じゃんじゃじゃじゃーん、タネも仕し掛かけもありませんよー」

　それを開いてみると、中には不ふ揃ぞろいの赤い文字がびっしりと並んでいた。

「おそまつ様でした」

　椿つばき真ま奈なが再び大おお仰ぎように頭を下げる。と、いつの間にか周りを取り囲んでいた生徒たちから大だい歓かん声せいが上がる。けれど、やはり生徒会長の綾あや藤ふじだけは、苦々しい顔をしているのだった。




　放課後は幸いなことに一人になれた。椿つばき真ま奈ながリヴたちに半ば無理やり連れて行かれたので──というか、俺おれが頼たのんだ。おかげで、ゆっくり海を眺ながめながら考え事ができた。

　しばらく波音に耳を傾かたむけていると、遠くからサイレンの音が聞こえてくる。それは次し第だいに近づいてきて──学校の前に止まった。

　嫌いやな予感に駆かられ、俺おれは走り出す。

　校門前に多くの生徒が群れていた。ざわつき、戸と惑まどう気配が漂ただよっている。その奥おくから、

「ノゾミ！」

　女子生徒が叫さけぶ声が聞こえた。

「どいてください！　通してください！」

　救急隊員の懸けん命めいな声も聞こえてくる。

　俺おれは人混みをかきわけ、少し前へ出る。と、ちょうど目の前をストレッチャーが横切った。

　人が乗っているのはわかったが、頭から布が被かぶせられていて、誰だれなのかまではわからない。ただ、わずかに布からはみ出した腕うでが見えていた。

「ヒィッ」

　近くから悲鳴をのみ込こむような声が聞こえた。それも仕方ない。細い腕うでは全体的に赤く腫はれあがり、一部が溶とけた蠟ろうのようにただれていたのだ。肉の焼けた臭においがする。なんとも言えず嫌いやな臭においだ。生徒の何人かは、鼻をつまんでどこかへ駆かけ出した。

　ストレッチャーが救急車に乗せられ、一いつ緒しよに教師も二人ほど乗のり込こむ。そしてあっという間にサイレンは遠ざかった。

　残った教師が生徒たちに解散を命じ、周りから人が少なくなっていく。

　気づくと、すぐ側そばで銀ぎん髪ぱつの男子が俺おれを見つめていた。事情を知っていそうな顔だ。

「なにがあった？」

「また火がつけられたんだよ」

「いつ？　誰だれだ？」

「さっき、グラウンドで。被ひ害がい者は森もり下した希のぞみだ」

　それは、昼休みに脅きよう迫はく状じみた手紙をもらったと騒さわいでいた陸上部の女子だった。
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　四日が過ぎ、ようやく森もり下した希のぞみの情報が生徒にも伝わってきた。彼かの女じよはかなりの重じゆう症しようだった。命こそ助かったが、日常生活に戻もどれるかどうかはわからないほどだという。

「由ゆ星せい、話がある」

　登校した俺おれを、下げ駄た箱の前で銀ぎん髪ぱつマッチョの男が出で迎むかえてくれた。

「わざわざ待っててくれたのか？」

「ふざけるな……君が覚かく悟ごを決めないせいで、また被ひ害がい者が出たんだぞ」

「……ああ、そうだな。彼かの女じよの件は俺おれの責任だよ」

「もうこれ以上は待てない。君がやらないなら、僕ぼくがやる」

「殺すってのか？　同じ学校の生徒を」

「相手は『怪かい物ぶつ』だ」

　単純な有う珠す条じようが羨うらやましく思う。そんな風に割り切れるなら、どれだけ楽だろうか。

「やるとしたら、『肉体破壊ボデイークラツシユ』の方だよな？」

「ああ、僕ぼくは君みたいに悪わる知ぢ恵えが働くわけじゃないからな。『心理篭絡ハートフオール』なんて無理だ」

「でもそっちの方が苦しみや痛みを与あたえずに済む」

「結果は同じだ」

　有う珠す条じようは折れず、俺おれも自分を曲げず、睨にらみ合あう。と、そこへ明るい声が聞こえてきた。

「わー、ユセイくんだ！　仲良しマッチョくんも。二人でなんの話をしてるの？」

　椿つばき真ま奈なはこっちの空気なんてお構いなしだった。だけどちょうどいい。そろそろ教室に移動する時間だ。そう思ったが、今度は彼かの女じよの様子がおかしくなっていた。

　椿つばき真ま奈なが自分の下げ駄た箱に入っていた四つ折りの紙を取り出し、固まっている。

　俺おれはソレを彼かの女じよの手から奪うばい取とって開いた。中にはびっしりと、不ふ揃ぞろいの赤文字が並んでいる。目立つのは「死」や「呪」や「殺」といった文字だ。一見したところ、森もり下したが受け取った手紙と似ているが、内容はまるで違ちがう。

『犬を助けて調子に乗ってるでしゃばりは死ね』

『お前なんか美人じゃねーよ。頭に羽根なんかつけて。ブス、殺すぞ』

　特にこの辺りの文言は、明らかに椿つばき真ま奈なを指し示している。でも、これは恨うらみで書かれたわけじゃないな。文面から感じられるのは──『嫉しつ妬と』だ。

「由ゆ星せい。椿つばきさんが……」

　有う珠す条じように声をかけられ、我に返った。内容に夢中になるあまり、この手紙を受け取った本人へのフォローを忘れていた。

　椿つばき真ま奈なは俺おれの顔を見つめていた。ニコニコ笑え顔がおはそのままだが、やはり元気がないように感じる。と思ったら、いきなり彼かの女じよが俺おれから手紙を取り上げた。さらに、ソレをくしゃくしゃに丸めて口の中に入れてしまう。

「おい、何してるんだ!?」

　思わず大声を出してしまった。が、椿つばき真ま奈なは気にした様子もなく、むしろさっきよりも楽しそうな笑え顔がおで咀そ嚼しやくを続ける。そして──ごっくんと、ノドを鳴らした。

「ふー、ごちそうさまでした」

　ツインテールの女子が満足そうな顔で頭を下げる。

　その一連の流れに驚おどろきすぎて、俺おれはすっかり言葉を忘れていた。

「あれあれ～？　ユセイくん、どうしたの？　はい、いっついりゅーじょーん」

　椿つばき真ま奈なが俺おれのブレザーの胸ポケットから手紙を取り出してくる。

　それはなんとなく予想できたが、理解と感情がまだ追いついていない。

「えへへ、大だい丈じよう夫ぶだよ、ユセイくん。だからそんな心配そうな顔はしないでね」

　そういうことかよ。手紙をもらった本人より、俺おれの方が情けない顔をしていたってわけか。おかげで彼かの女じよを気き遣づかうつもりが、逆に気き遣づかわれてしまったのだ。

「あー、しまった！　本当はポーくんを使おうと思ったのに、間ま違ちがえちゃった！」

　いきなり手品の工程を後こう悔かいし始める椿つばき真ま奈な。こんな姿を見ていると、俺おれの思おもい違ちがいなのかもしれないって気もしてくるけどさ。
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　傍はたから見る限り、椿つばき真ま奈なの様子は変わりなかった。手紙については、完全になかったことにしたいらしい。だがアレを送ったのは、森もり下した希のぞみに火をつけた犯人──凶きよう悪あくな力を持ち、人間に対して強い負の感情を持つ『怪かい物ぶつ』だ。放っておくわけにはいかない。

　だから俺おれは一日中、椿つばき真ま奈なを見張ることにした。

「なんか今日はずっとユセイくんに見られてる気がするなー」

　さすがに気づいたらしい。授業が終わり、下げ駄た箱に向かう途と中ちゆうでそんな話を始めた。

「別に俺おれだって好きで一いつ緒しよにいるわけじゃない」

「わかった！　マジックの秘密を探してるんでしょ。でも、タネも仕し掛かけもないんだからね」

　椿つばき真ま奈なは俺おれの顔の前でハンカチをヒラヒラさせる。呆あきれるくらい無む邪じや気きな奴やつだ。

　でも、今さら危機感を持てと言う方が無理か。元々、人を疑うような性格じゃないのだ。それなら、やっぱり俺おれが先に決着をつけるしかない。

　考えている間に下げ駄た箱にたどり着いていた。これでようやく一息つける。と思ったのだが、妙みように玄げん関かんの外が騒さわがしい。また何か事件でもあったのか？

「ああーッ！」

　いきなり椿つばき真ま奈なが素すっ頓とん狂きような声を上げた。玄げん関かんの周りに集つどう生徒たちからも、歓かん声せいのようなため息のような声が漏もれ聞こえてくる。

　彼かれらの視線が向かう先。そこには、腰こしまで届きそうな長い黒くろ髪かみの女子生徒がいた。眼鏡をかけ、冷たい目つきをした人物だ。だが遠目にもわかるほど、その容姿は優すぐれている。背が高く、スタイルもいい。骨格からして、他の生徒とはまるで別世界の生物のようだ。

「ねぇ、ユセイくん！　白しら雪ゆき氷雨ひさめちゃんだよ！　わー、本物だよ、本物！」

　いつもの二割増しの笑え顔がおで、ツインテール女子が俺おれの服を引っぱってくる。一いつ般ぱん的な女子高生なら極きわめて当然の反応なのだろうが、椿つばき真ま奈なに関してはちょっと意外だった。

「あいつを知ってるのか？」

「わたしと同い年なのに、超ちよう人気の女優さんだよ。もしかしてこの学校に通ってるの？」

「通ってなかったら、わざわざ制服は着ないだろ」

「じゃあ毎日、白しら雪ゆき氷雨ひさめちゃんのマジックを見られるんだね！」

「あいつはめったに登校してこないよ。忙いそがしいらしい。けど、マジックってなんだ？」

「だって氷雨ひさめちゃんは『ゴーストイリュージョン』の主役の女の子なんだよ」

「なんだ、それ？」

「映画だよー。氷雨ひさめちゃんがね、マジックで幽ゆう霊れいになって悪のマジシャンと戦う話なの。ドラマにもなってるし、映画もこの前、３がやってて、すごい人気だよ」

「あいにく俺おれはドラマも映画も見ない」

「絶対に見た方がいいよ。氷雨ひさめちゃん、すっごいマジックが上手なんだから」

「……氷雨ひさめがマジックをしてるのは演技だろ」

「えっ？　でも本当に幽ゆう霊れいになって空を飛んでたよ？」

　実際にどういう映像になっているのか、もちろん俺おれは知らない。だけど一つだけ断言できることがある。白しら雪ゆき氷雨ひさめはマジックなんて到とう底ていできないほど不器用な奴やつなのだ。

　とはいえ、それを話すわけにもいかないし、そもそも椿つばき真ま奈なは信じそうになかった。

「ユセイくんは見たことないもんね。氷雨ひさめちゃんは本当にマジックの天才なんだよ！」

　椿つばき真ま奈なは完全にリアルとフィクションを混同していた。むしろここまで純じゆん粋すいに見てくれるなら、氷雨ひさめも女優冥みよう利りに尽つきるのかもしれない。

「じゃあ、氷雨ひさめちゃんにマジックを見せてもらおうよ！」

　ウソだろ？　と思った時には、もう俺おれは腕うでを引かれていた。

　椿つばき真ま奈なは、白しら雪ゆき氷雨ひさめを取り囲む生徒たちの群れの中に飛とび込こみ、ぐいぐいと進んで行く。

　そして──群れから飛び出したところで、白しら雪ゆき氷雨ひさめと目が合った。というか、彼かの女じよが俺おれのことをめちゃくちゃ睨にらんでいた。これはまずい展開だ。

「氷雨ひさめちゃん、マジック見せて。幽ゆう霊れいになるやつ！」

　椿つばき真ま奈なが一いつ瞬しゆんで氷雨ひさめと距きよ離りを詰つめていた。俺おれの腕うでを摑つかんだまま。

「どういうことなのかしら……？」

　氷雨ひさめは椿つばき真ま奈なではなく、俺おれに話しかけてくる。表情を見る限り、かなりお怒いかりの様子だ。

「ねぇ、ユセイくんも頼たのんでみて！　氷雨ひさめちゃんのマジック見たいでしょ？　でしょ？」

　椿つばき真ま奈なはよほど興奮しているようで、普ふ段だんよりも身体的な接せつ触しよくが多い。おかげで氷雨ひさめの表情がますます険しくなっていく。

「この子は何者なのかしら、セイ──」

「待ってくれ！」

　氷雨ひさめが言いかけた言葉を、俺おれは慌あわてて遮さえぎった。すでに周りを取り囲む生徒たちがざわついているのだ。これ以上の失言はまずい。とにかく早さつ急きゆうに事態を収しゆう拾しゆうしないと。そのためには、まずこのニコニコ笑え顔がおのツインテール女子を止める必要があるのだが。

「わー、近くで見ると、本当に美人さんだね。すっごくクールで、本当に『凍こおれる姫ひめ君ぎみ』って感じ。ユセイくんも氷雨ひさめちゃんの笑え顔がおは見たことないんだよね？」
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「……なんの話だ？」

「氷雨ひさめちゃんはね、笑えないんだよ。だから映画の時は無理に笑え顔がおを作るんだって。それで『凍こおれる姫ひめ君ぎみ』ってあだ名をつけられたって、インタビューで言ってたの」

　この椿つばき真ま奈なの言葉に、氷雨ひさめが反応した。

「笑えないんじゃなくて、笑わないのよ！　あえてね！」

　わざわざムキになって言うことかよ。と呆あきれていたら、急に生徒たちから「おー」という歓かん声せいが上がった。白しら雪ゆき氷雨ひさめが眼鏡を外したせいだ。

　テレビ用の顔をさらしたことで、生徒たちのテンションが一気に上がったらしい。

「わー、すごーい！　ゴーストイリュージョンの氷雨ひさめちゃんだよ！　やってくれるかな？　やってくれるかな？　幽ゆう霊れいマジック！」

　椿つばき真ま奈なのテンションも大いに上がり、俺おれの肩かたを摑つかんで揺ゆらし始めた。おかげで氷雨ひさめの方からはギリリッという歯ぎしりみたいなものが聞こえてくる。これ以上、留とどまっているのは危険だ。

「もう行くぞ」

　さっさと退散するべく、俺おれは椿つばき真ま奈なの腕うでを摑つかみ、強ごう引いんに歩き出そうとした。だが──、

「待ちなさいよ！」

　氷雨ひさめが叫さけんだ。この女、正気か？　これ以上の接せつ触しよくは避さけた方がいいというのに。

「えっと……俺おれたちのことですか？」

　白々しいが、一応尋たずねてみた。すると、

「ヒ──私は、これから海外ロケなのよ」

　何を言い出すかと思えば、本当に何を言ってるんだ、こいつは。

　周りの生徒からも戸と惑まどいの空気が漂ただよってくる。そりゃそうだ。なんだって、いきなり自分のスケジュールを暴ばく露ろするのか。意味がわからない。

　だが、ただ一人だけ、その意味を理解しようとしていた者がいた。

「わかった！　海外まで瞬しゆん間かん移動マジックだね！　わー、見たい見たい、ぱちぱちぱちぱちー」

　椿つばき真ま奈なは本当に純じゆん粋すいにそう思ったのだろう。だが、彼かの女じよに乗せられて周りの生徒まで拍はく手しゆし始めると、まるで煽あおっているようだった。

「ぐむぅ……なんなのよ、この子……セイちゃん！」

　おかげで、とうとう氷雨ひさめが口を滑すべらせてしまった。

「セイちゃん？　それってユセイくんのこと？　もしかして二人は知り合いなの？」

　さすがに椿つばき真ま奈なも気づいたか。ということは、周りの生徒たちも気づいているだろう。このままだと週刊誌の餌え食じきになるかもしれない。冗じよう談だんじゃないぞ。

「まーじっく、まーじっく、瞬しゆん間かん移動のまーじっくー」

　原因を作った本人は楽しそうに奇き妙みような歌を口ずさんでいる。それはいいが、俺おれの手を握にぎってぶんぶん振ふり回まわすのだけはやめてほしかった。氷雨ひさめのこめかみに血管が浮うき出でている。こいつ、何か叫さけぶ気だ。そうなったら、もう終わりだからな。

　俺おれはスキャンダルを覚かく悟ごした。その時、思いもよらず救いの手が差さし伸のべられてくる。

「皆みなさん、こんなところで騒さわいではいけませんよ」

　現れたのは、生徒会長の綾あや藤ふじだった。おかげで、周りの興奮が一気に覚めていく。

「白しら雪ゆきさんはさっさと校舎に入ってちょうだい。他の人はここで解散よ」

　そう命じられた生徒たちは、ちょっと不満そうだった。まだ俺おれと氷雨ひさめの関係を気にしているような感じだ。俺おれとしても、このまま解散されて後で妙みような噂うわさを立てられるのも困る。

　仕方ない。ちょうど目的の人物もいるし、恥はじの上うわ塗ぬりをしておくか。

「綾あや藤ふじ美み華かさん」

　俺おれが名前を呼ぶと、彼かの女じよは上品ぶった笑え顔がおを向けてくる。

「何かしら、織お田だくん」

「これを受け取ってください」

　俺おれは便びん箋せんを差し出した。それなりに可愛かわいげのある封ふう筒とうに入れた、思いのこもった手紙だ。

　しかし綾あや藤ふじは、やはり慣れているらしく、

「あなたの気持ちは嬉うれしいけれど……」

　すぐにお断りの言葉を口にしようとした。でも中身を読むのは最低限のマナーだろ？　こうして、わざわざ生徒たちのさらし者になったのだし。

「今すぐには答えないで。ちゃんと読んでから返事をしてください」

「でも私は……」

　まだ受け取ろうとしない綾あや藤ふじに近づき、俺おれはそっと囁ささやいた。

「ここには、あなたが知られたくない秘密が書いてある」

　さすがにこう言われて受け取らない者はいない。

　これで俺おれは白しら雪ゆき氷雨ひさめと関係があるかもしれない男から、生徒会長に言い寄る無む謀ぼうな男の一人に格上げだ。周りの生徒たちもそう記き憶おくし、すぐに忘れるだろう。

「帰るぞ」

　俺おれは椿つばき真ま奈なに声をかけ、その場を後にした。すれ違ちがう時に、氷雨ひさめが眼鏡を地面に叩たたき付つけていたが、それは見なかったことにしよう。

　校門を出てしばらく歩くと、椿つばき真ま奈なが意を決したような雰ふん囲い気きで話しかけてきた。

「ねぇ、ユセイくん。さっき会長さんに渡わたしたのはなんなのかな？」

　随ずい分ぶんと大人しくついてきたと思ったら、彼かの女じよも気になっていたらしい。

「見たまんまだよ。わからないか？」

「見たまんま……。手紙……紙……ヤギさん……めーめー……メール……手紙……」

　わざとなのか本気なのか、椿つばき真ま奈なはよくわからない言葉をつぶやき続けている。このままだと永遠に連想ゲームをしていそうなので、俺おれははっきり言ってやった。

「いわゆるラブレターってやつだ」

「ら、ららら、ラブ──そんなー、そんなー」

　一いつ瞬しゆんで真っ赤になると、彼かの女じよは両手で顔を覆おおい、激しく首を振ふり始める。だから、それをやると長いツインテールがこっちに襲おそいかかってくるんだよ。

「落ち着け。別に大したことじゃないんだから」

「だってだって、ユセイくんがラブレターって、ユセイくんが会長さんを好きってことで、わたしはユセイくんからもらってないのに──あっ、でももらったらそれはそれで、あー」

　訳のわからないことを口走りながら、椿つばき真ま奈な（のツインテール）が暴れている。仕方ない。

「別に俺おれはあの女のことなんて好きじゃない」

　あまりに鬱うつ陶とうしいので、バラしてしまった。それでようやく椿つばき真ま奈なは顔を上げたのだが。

「ほふぇっ？　えっ？　好きじゃないの？　ユセイくんが？　会長さんが？　わたしは？」

　いったい何を言っているんだか。さすがに疲つかれたので、俺おれはさっさと家に帰ることにした。
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　夜もふけると、昼間は騒さわがしい学校も静せい寂じやくに包まれていた。校門近くの外灯以外は、ほとんど明かりもない。校舎から漏もれる明かりは非常灯のものだけだ。

「ちゃんと人払ばらいできてるな」

　俺おれは校舎裏に周り、通用口から中へ侵しん入にゆうしようとしていた。もちろん学園関係者の承しよう諾だく済みだ。一応、有う珠す条じようには後で感謝の手紙でも送っておくか。

　そんなことを考えながら、ドアノブを捻ひねる。だが──。

　ガチャ……ガチャガチャガチャ……開かない。

　冗じよう談だんだろ？　ここのカギは開けておく段取りだったはずだ。これじゃ校舎内に入れず、計画がすべてパーということに──、

「ユセイくん！」

　突とつ然ぜん、後ろから声をかけられ、心臓が爆ばく発はつするかと思った。

　振ふり向むいてみれば、そこにはニコニコ笑え顔がおのツインテール女子が立っている。

「真ま奈な……椿つばき真ま奈な……？　こんなところで何してる？」

「冒ぼう険けんだよ。あと、会長さんに呼ばれたの」

「あいつに？　いつ呼び出された？」

「家に帰ったら電話がかかってきてね。今日の九時に学校で会おうって」

　俺おれが綾あや藤ふじを呼び出した時間と同じだ。なるほど、面めん倒どう事は一度に済ますタイプらしい。

「きっと会長さんはわたしのマジックを見たいんだよ」

「絶対に違ちがう。違ちがうが、いずれにしろ無理な話だ」

「どうして？」

「このドアにカギがかかってるからだよ。お前もここから入るように言われたんだろ」

　俺おれが綾あや藤ふじにそうして中に入ってこいと伝えたのだ。

「カギ？　開かないの？　本当に？」

　椿つばき真ま奈ながドアノブを回す。ガチャガチャと、さっきと同じ音が聞こえてくる。と思っていたら──ガチャリ。新たな音がして、ドアが開かれた。

「ウソだろ……」

「いっつ、いりゅーじょーん」

　得意顔をする椿つばき真ま奈なは放っておき、俺おれはさっさと中に入った。

　コツ、コツ、と二人の足音が廊ろう下かに響ひびく。夜の校舎内は、外から見る以上に不気味な空気が漂ただよっていた。まるで怪かい物ぶつでも出てきそうな雰ふん囲い気きだ。

「ねぇねぇ、ユセイくんも冒ぼう険けんしにきたの？」

　夜の校舎内という環かん境きようのせいか、椿つばき真ま奈なは普ふ段だんよりわくわくしているようだった。本当なら連れて行くのは避さけたいところだが、今さら一人で帰すのも危険だ。

　しばらくして二年Ａ組の教室にたどり着いた。暗い室内は、それでも完全な暗くら闇やみではない。外の道に並ぶ街灯がわずかな明かりを届けている。黒板、教きよう壇だん、ロッカー、机……。何も変わらないはずなのに、昼間とは違ちがって静せい謐ひつで、どこかノスタルジックな景色に見えた。

　俺おれは鞄かばんを置きつつ自分の席に着く。と、椿つばき真ま奈なも隣となりの席に座すわった。

「わー、なんか懐なつかしい感じ。小学生の時もユセイくんと夜の学校を冒ぼう険けんしたよね？」

「よく覚えてるな」

「忘れないよー。静まり返った学校で二人きり。外を見ると、暗い海に星が落ちたような景色が広がってて……。なんだか本当に知らない場所に冒ぼう険けんに来たみたいだったよねぇ」

　それは小学二年生の時のことだった。

　椿つばき真ま奈なが冒ぼう険けんだと称しようし、夜の学校に忍しのび込こみ、俺おれもそれに付き合わされたのだ。

　目的は、お化けを見つけること。

　しかし結局、お化けなんてものには出会わず、椿つばき真ま奈ながハトを出したせいで教師に見つかり、こっぴどく叱しかられただけだった──。

「ねぇねぇ、ユセイくん、いりゅーじょんしてもいい？」

「あの時の再現をするつもりか？」

　まだ目的を果たしていないのに、ハトのせいで追い出されるのは勘かん弁べんだ。しかし椿つばき真ま奈なはハンカチを取り出し、すでに準備に取りかかっていた。そして俺おれが止める前に、

「いっつ、いりゅーじょん！」

　サッと引いたハンカチの下から、巨きよ大だいな蒸籠せいろを出現させた。しかも肉まん入りだ。

「お前……いい加減にしろよ……」

「はふぇ？　ふはっ、あっ、ユセイくんも食べる？」

　椿つばき真ま奈なは一度かぶりついた肉まんを二つに割り、半分を差し出してくる。

「俺おれはいらない」

「肉まんはイヤ？　あんまんは？　他にもカレーまん、ピザまん……なんでも出せるよ！」

「まんの種類はどうでもいい」

「色んなバリエーションがあるのが、まんのいいところなんだよ！」

　椿つばき真ま奈なが興奮しながらまくしたててくる。中ちゆう華かまん屋のセールスマンかよ。

　思わずため息が出てしまった。でもなぜだろうか。こんな状じよう況きようで肉まんを頰ほお張ばる彼かの女じよを見ていると、心が妙みように落ち着いてくる。おかげで顔の筋肉が緩ゆるんでしまった。

「あっ、ユセイくんが笑った！」

「いちいち指し摘てきしなくていい」

「わー、久しぶりに見れたなぁ、ユセイくんの笑え顔がお。昔から全然、笑わないもんね」

「笑えるほど面おも白しろいことがないだけだ」

「うん。だからね、わたし、ユセイくんの笑え顔がおを見るために毎日がんばってたんだよ」

「なんでそこまで他人の笑え顔がおが見たいんだよ？」

「他人じゃないよ。ユセイくんの笑え顔がおが見たいの！」

　椿つばき真ま奈なは勢いよく言い切った。少しの照れも躊躇ためらいもない。実際、そこに言外の意味は含ふくまれていないのだろう。昔からそうだった。彼かの女じよはやたらと俺おれの表情を崩くずそうとしてくるのだ。それで手品をしたり、歌ったり、変なところに連れて行ったり、色々なことをしていた。

「ねぇ、ユセイくんはずっと同じところに住んでるんだよね？」

「そうだけど、押おしかけてくるなよ」

「えー？　昔は隣となりに住んでたんだよ。ユセイくんの家もわたしの家みたいなものでしょ」

　確かにあの頃ころは、いきなり部屋に飛とび込こんできては「いりゅーじょんの練習だ」とか意味不明なことを言っていたな。

「そっちは今、マンションで独り暮らしをしてるんだよな？」

「そうだよー。あっ、ユセイくんなら毎日ウェルカムだからね」

「父親はどうした？」

「えっとねー、色々あってねー。うん、色々あったんだよ」

　椿つばき真ま奈なにしては珍めずらしく、誤ご魔ま化かすような感じだった。何か言いにくいことでもあるのだろうか。まあ、あえて訊きく気もないが。

　ふと時計を見ると、もう九時を回っていた。しかし呼び出した相手はまだ現れない。

「会長さん、遅おそいねー。わたしのいりゅーじょん、見たくないのかな？」

「そもそも遊ぶために呼び出したわけじゃない」

「じゃあユセイくんはなんで──あっ、もしかして……こ、告白とか？　いやー、いやー」

　自分で言っておきながら、椿つばき真ま奈なは顔を両手で覆おおい、大げさに首を振ふっていた。

「何を考えてるのか知らないが、恋れん愛あい的な話じゃないからな」

「えっ？　でもユセイくんは会長さんにラブレター出したよね？」

「言っただろ。彼かの女じよに対する恋れん愛あい感情はまったくない。というか、俺おれは誰だれに対しても恋れん愛あい感情を抱いだくことはないんだよ」

「えー？　本当に？　本当に……誰だれにも？」

「ああ、どうせ俺おれはそのうち死ぬからな。恋れん愛あい感情なんて不必要だ」

　俺おれは正直にそう告げた。しかし椿つばき真ま奈なはイマイチ理解していない様子だ。

「ユセイくんは死なないよ？」

「いや、死ぬ。なんと言われようと、この想おもいだけは変わらない。俺おれは死ぬんだよ」

　突つき放はなすつもりで言葉に力を込こめた。けれど彼かの女じよは少しも動じない笑え顔がおで言うのだった。

「じゃあ、わたしがいりゅーじょんを見せてあげる。ただのいりゅーじょんじゃないよ。すっごいやつだよ。氷雨ひさめちゃんがやってる幽ゆう霊れいマジックよりもすごいの！」

「マジックを見せることと、俺おれが死ぬことになんの関係がある？」

「気になるでしょ？　どんないりゅーじょんなのか。ユセイくんは気になることがあると夜も眠ねむれないタイプだもん。そのままじゃ死ぬことだってできないはずだよ！」

　あまりにバカバカしい。バカバカしすぎて、思わず笑ってしまった。

「わー、やったー、ユセイくんがまた笑った」

　そうだ。昔からそうだった。気づけば、すっかり彼かの女じよのペースで、そのあいだ俺おれは死ぬことを忘れてしまう。だから──俺おれは椿つばき真ま奈なが苦手なんだ。

「わたしに任せて。ユセイくんが死にたいって思わないくらい楽しく──」

　まだ話の途と中ちゆうだったが、俺おれはそれを「シッ」と言って遮さえぎった。気配を感じたのだ。

　それからすぐに教室のドアが開かれ、上品ぶった女子が教室に入ってくる。

「少し待たせてしまったわね」

　綾あや藤ふじ美み華かだ。彼かの女じよはゆっくりと、教室内を回るように歩いてくる。それに合わせて俺おれも、椿つばき真ま奈なの腕うでを引きながら教室内を移動し始めた。

　すると、綾あや藤ふじは一枚の紙をヒラヒラさせながら俺おれに声をかけてくる。

「ここに書かれてあることは、どういう意味なのかしら？」

「読んだままだ。お前は普ふ通つうの人間ではない。激しい負の感情を持ち、凶きよう悪あくな力を使い、この学校の生徒たちを傷つけた──『怪かい物ぶつ』だ」

　俺おれは事実を突つきつけてやった。すると綾あや藤ふじの顔に、薄うす気き味み悪わるい笑えみが浮うかぶ。

「うふふ……ふふふ……ふふふふふ、面おも白しろいことを言うわね！」

　すでに放たれる気配が、普ふ通つうの人間のそれとは明らかに変わってきている。覚かく醒せいしたか。

「ええ、確かに私は普ふ通つうの人間とは違ちがうわ。特別なのよ。私こそが誰だれよりも注目され、称しよう賛さんされるべき！　なのに、そいつらは私よりも目立ちやがって──」

　綾あや藤ふじは怒いかりに顔を歪ゆがめ、俺おれの隣となりにいる女子を睨にらみつけていた。しかし当の本人には、全く伝わっていないようだ。

「えっ、わたし？　もしかして、いりゅーじょんのことで怒おこられてる……？」

　椿つばき真ま奈なが能天気なことを俺おれに訊きいてくるが、今は綾あや藤ふじの相手が先だ。

「じゃあ認めるんだな？　お前が森もり下した希のぞみを始め、この学校の生徒たちに火をつけたと」

「勝手に火がついたのよ。私が願ったらね！」

「まだ記き憶おくが混同しているようだが、じきに思い出す。お前は元々、『ヒズ』という名の怪かい物ぶつだった。凶きよう悪あくな能力で英えい雄ゆうすらも殺し、神話から抹まつ消しようされ、天界の牢ろう獄ごくに繫つながれていた。しかし人間に転生することで逃にげおおせたんだ」

「ふふふっ……なんとなく覚えているわ。だから人間を見ると殺したくなるのね」

「記き憶おくと共に力も完全に取とり戻もどす。覚かく醒せいだ。そうなったら、もう抑おさえはきかない。いや、怪かい物ぶつだった頃ころよりも酷ひどくなるだろうな。お前の人間的な部分がそうさせるんだ」

「私は悪くないわ。あいつらが悪いのよ！　かわいいだ？　学業が優ゆう秀しゆうだ？　部活の成績がいいだ？　それがどうした？　私の方が優すぐれてるだろ！」

「まさに『嫉しつ妬と』だな。七つの激情のうちの一つ。不幸なことに、人間に転生したせいで、怪かい物ぶつは人間的な感情を持ってしまった」

「さっきから……なに訳のわからないことを言ってるのよ！」

　激しい怒いかりの咆ほう哮こうが響ひびいた。直後、綾あや藤ふじの外見が変化し始めた。

　手足の皮ひ膚ふは赤く腫はれあがり、顔にはいくつもの火の筋が走る。両目は赤く光り、髪かみはまるで火を纏まとった蛇へびが何十匹ぴきもいるかのように蠢うごめく。いや、あれはまさしく炎ほのおの大だい蛇じやだ。

　綾あや藤ふじの髪かみが炎ほのおの大だい蛇じやとなり、メラメラと燃もえ盛さかる。その火が教室内を明るく照らし出す。

「わー、すごーい！　ファイヤーいりゅーじょんだー」

　椿つばき真ま奈なには手品に見えたようだ。無理もない。怪かい物ぶつに変身したと言われるよりも、そっちの方がよっぽど納なつ得とくできる。

「どんな気分だ？」

　俺おれは綾あや藤ふじに声をかける。と、彼かの女じよは思った以上に落ち着いた様子で応じた。

「ムカつく奴やつら全員に火をつけたい気分よ」

「それなら、俺おれはお前を止めることになる」

「できるのかしら？」

　綾あや藤ふじが人を小こ馬ば鹿かにしたように微ほほ笑えむ。やはり元の人格は残っているな。それなら俺おれの描えがいた筋書き通りだ。

　さあ、与あたえてやろう──『嫉しつ妬と』には『屈くつ辱じよく』を。

「正直、お前を葬ほうむるのは簡単なことだ。ただ、許してやらないこともない」

「はあ？　急に何を言っているのかしら？」

「お前は俺おれに惚ほれてるだろ？　でも俺おれはお前のような嫉しつ妬と深ぶかい女は嫌きらいだ。付き合うのはごめんこうむる。だけど、それじゃあまりにお前が惨みじめだ。だから代わりに、もう二度と悪さをしないと誓ちかうなら、ここで恩情を与あたえてやる」

　理解に時間がかかったのか、綾あや藤ふじはしばらく不気味な怒いかり顔のまま固まっていた。その表情が次し第だいに、複雑に歪ゆがんでいく。そして彼かの女じよの心に芽生えた『感かん慨がい』が発はつ露ろされた。

「屈くつ辱じよく……屈くつ辱じよくぅ……屈くつ辱じよくよおおぉぉッ！」

　綾あや藤ふじが絶ぜつ叫きようする。狙ねらい通り。彼かの女じよの胸の辺りから煌きらびやかに光る虹にじ色いろの玉が飛び出そうとしている。あとはこの檻ケージに収めれば──くそっ、しくじった。ポケットにあると思ったが、鞄かばんの中に入れっぱなしだ。

「織お田だぁッ！　お前のような雑ざ魚こが！　カースト最下層の人間が！　私に何を言ったぁッ!?」

　瞬しゆん間かん、炎ほのおがうねった。綾あや藤ふじの頭で蠢うごめく炎ほのおの蛇へびが一匹ぴき、こちらに向かって伸のびてくる。

「わー、大だい迫はく力りよくだぁー」

「よけろッ！」

　のん気なリアクションをしている椿つばき真ま奈なを抱だきかかえ、横に飛ぶ。と同時に、炎ほのおが俺おれの机をのみ込こんだ。危あやうく鞄かばんまで燃やされるところだったが、どうにかギリギリで摑つかんでいた。

　それにしても遠えん慮りよがない。綾あや藤ふじは完全に殺やる気だ。まあ俺おれは死ねないが。

　立ち上がり、炎ほのおをたぎらせる女の姿を確かく認にん。しかし、さっき彼かの女じよの胸から飛び出したはずの光の玉は見当たらない。引ひっ込こんだのだ。炎ほのおを振ふりまいたことで、屈くつ辱じよく感が多少は解消されたのか。それなら、もっと強きよう烈れつな感かん慨がいを与あたえる必要があるな。

「随ずい分ぶんと怒おこってるみたいだけど、どうしたんだ？」

「織お田だァ……お前にはずっとイラついてたのよ。私に興味ないような顔をしやがって」

「実際、興味なんてない」

「なぜ？　私はこの学校の生徒会長。成績も優ゆう秀しゆうで、ミス有う珠す条じように選ばれるほどの美び貌ぼうを持っているのよ？　私以上に目立つ人間はいない」

「残念ながらそうでもなかった。だから火をつけたんだろ？」

「あいつらは運が良かっただけよ。成績で私を抜ぬいた生徒も、かわいいともてはやされる生徒も、教師の評価が高い生徒も、部活動の成績で表ひよう彰しようされた生徒も──」

「森もり下した希のぞみか……」

「そして、転校してきたばかりなのに私を馬ば鹿かにして、偽ぎ善ぜんで目立っていた女もよ！」

　綾あや藤ふじの視線は俺おれの横にいるツインテールの女子に向けられていた。そのニコニコ笑え顔がおは変わらないものの、さすがにおかしな状じよう況きようだと気づき始めたようだ。

「えっとぉ……これっていりゅーじょんなんだよね？」

　しかしまだすっとぼけている。その態度が綾あや藤ふじの怒いかりをさらに燃え上がらせた。

「ふざけやがって……お前は、情けない彼かれ氏しと一いつ緒しよに灰にしてやるわ！」

　俺おれが訂てい正せいする暇ひまもなく、炎ほのおの大だい蛇じやが襲おそいかかってくる。椿つばき真ま奈なを抱かかえながらだと、よけるのだけで精いっぱいだ。こいつは少しまずい。

　今の綾あや藤ふじは嫉しつ妬との感情ばかりが強く出すぎている。与あたえたいのは屈くつ辱じよく感なのだが、このままでは難しい。作戦を練り直した方がいいな。

「椿つばき真ま奈な。次にあの女が吠ほえたら、後ろのドアを開けて廊ろう下かを走れ」

「えっ、でもぉ……」

「疑問も拒きよ否ひも聞いてる暇ひまはない」

　椿つばき真ま奈なはとりあえずうなずいてくれた。そして俺おれは綾あや藤ふじへ視線を戻もどす。

「なにをコソコソ話してるのかしら？」

「訊きかれてたんだよ。俺おれが本当にあんたをフるつもりかどうか」

「なんですって……」

「でもやっぱりそうだな……あんたは俺おれのタイプじゃない」

「このネクラ小こ僧ぞうがああぁぁッ！」

　綾あや藤ふじが叫さけぶ。身体からだをくの字に曲げ、気合いを入れるかのように。チャンスだ。

「走れ！」

　声をかけると同時に、俺おれは目の前の机を蹴けり上げる。さらに、「椅い子すもオマケだ」と二つほど投げつけてやった。

「クソがああァァっ！」

　綾あや藤ふじは反射的に机を燃やしたが、その後の椅い子すを顔面でモロに受け、後ろに転がった。

　それを視界の隅すみに捉とらえつつ、俺おれも廊ろう下かへ飛び出す。が、そこで椿つばき真ま奈なが待っていた。

「ユセイくん、どこへ行けばいいんだっけ？」

「どこでもいい。とにかく走れ！」




　校舎内を大回りするように逃にげ、最終的に落ち着いたのは屋上の庭園だった。

「よし……」

　俺おれは水がたっぷり入ったバケツを庭園の片かた隅すみに置き、地面に腰こしを下ろした。椿つばき真ま奈なもすぐ横に座すわると、不思議そうな顔で尋たずねてくる。

「それって、なーに？」

「綾あや藤ふじにぶっかけるんだよ」

「わかった！　会長さんのいりゅーじょんのお手伝いだ！」

「アレは手品なんかじゃない。そもそも、あいつは普ふ通つうの人間とは違ちがうんだよ」

「普ふ通つうじゃない？　それってどういう意味？」

「綾あや藤ふじ美み華かは『アンクース』だ」

「アンクース……ってなんのマジックだっけ？」

「手品から離はなれろ。アンクースってのは、簡単に言うなら怪かい物ぶつだ。神話に出てくる怪かい物ぶつってわかるか？　メデューサとか、ヤマタノオロチとか」

「ユセイくん、わたしのことバカだと思ってるでしょ？　知ってるよ。ケルベロスとか」

「ああ、そういうやつだ。けど、世界中の神話に描えがかれている怪かい物ぶつたちは全体の一部らしい。実際は、神話に記すことを禁じられた凶きよう悪あくな怪かい物ぶつたちがいた……」

「それがアンクース？」

「正確に言えば違ちがう。神話に描えがかれなかった怪かい物ぶつたちも一応は天界の牢ろう獄ごくってところに捕とらえられていたらしい。だがその一部に、転生して人間に生まれ変わるって方法で逃にげ出だした奴やつらがいた。それが『転生擬人化怪物アンクース』だ。神々はアンクースを捕つかまえることに躍やつ起きになり、奴やつらの一覧まで作った。それが──この『神話ブラックリスト』だ」

　俺おれは鞄かばんから分厚い本を取り出し、地面に置いた。椿つばき真ま奈なはそれを拾い上げ、ページをパラパラとめくる。

「おもーい。それに、なんて書いてあるか読めない……」

「読めるのは、アンクース退治をするために、神から英えい雄ゆうの力を与あたえられた人間だけだ」

「ユセイくんは読めるの？」

「読みたくはないけどな」

「わー、すごーい！　それじゃユセイくんは英えい雄ゆうってこと？」

「えらくあっさりと信じたな。本当に理解してるのか？」

「だってユセイくんの言うことだもん。信じるに決まってるよ」

「なんでだ？」

「だってユセイくんだけだから……わたしの話をちゃんと聞いてくれるのは……」

　椿つばき真ま奈なのニコニコ笑え顔がおは変わらない。だけど普ふ段だんよりも口調が穏おだやかに感じる。まるで大切な宝物をそっとなでるような、そんな雰ふん囲い気きで彼かの女じよは語っていた。

「わたしって、変だよね？　自分ではあまりわからないけど、周りの人から変わってるってよく言われるし、子供の頃ころから、なんとなく避さけられてるかなー、ってこともあったし……だけどね、ユセイくんだけは違ちがってたんだ。どんなにわたしが変なことをしても、変なことを言っても、ちゃんと相手をしてくれた。話を聞いてくれた。だからね……」

　冷たい風が吹ふきつけ、身体からだを冷やす。俺おれはなんと言えばいいかわからず戸と惑まどってしまう。

　すると、ふいに両手が温ぬくもりに包まれた。

「椿つばき……真ま奈な……」

「わたし、信じるよ」

　彼かの女じよは俺おれの両手を握にぎりしめ、普ふ段だんよりも優やさしさ二割増しの笑え顔がおで見つめてくる。

「そうか……。だったら、会長が来た時は安全なところに引ひっ込こんでてくれよ」

「ユセイくんは会長さんをどうするつもりなの？」

「あいつの……火を消す」

「このバケツの水で？」

「ただの水じゃない。トイレの水だ」

「トイレの水は火がよく消えるの？」

「いいや。屈くつ辱じよく的だってことだよ」

　俺おれが答えたところで、昇しよう降こう口の扉とびらがキィーっと軋きしんだ音を立てた。

　そしてゆっくりと、燃もえ盛さかる頭を持つ女が姿を現してくる。

「バカね……こんなところに逃にげ込こむなんて」

「逃にげる？　俺おれはあんたを待ってたんだ。早く来いよな、ノロマ」

　軽いジャブを打ったつもりだった。が、綾あや藤ふじは一気に沸ふつ騰とうしたようだ。

「このボンクラがあああぁぁぁ──」

　炎ほのおの大だい蛇じやが襲おそいかかってくる。狙ねらいはもちろん俺おれだ。それでいい。

「おいおい、本当にノロマだな。無む抵てい抗こうの女子を不意打ちする奴やつなら当然か」

　さらなる挑ちよう発はつを重ね、ヘイトを俺おれだけに向けさせる。炎ほのおの大だい蛇じやが次々飛んでくるが、よけるのは造作もない。そして段々と、向こうが距きよ離りを詰めてくるところを見計らい──、

「食らえっ！」

　俺おれはバケツを持ち上げ、中身を綾あや藤ふじへとぶちまけた。

「くうぅッ！　な、なによコレ！」

　一いつ瞬しゆん、驚おどろいたようだが、なんてことはない。ただの水だ。彼かの女じよもすぐに気づいたらしく、

「……まさか、この程度の水で効果があると思ったの？」

　余よ裕ゆう──というよりもサディスティックな笑えみを浮うかべ、近づいてくる。全身をぐっしょり濡ぬらしたせいか、妙みようにコケティッシュで迫はく力りよくがあった。

「近づくなよ……」

「今さら怖こわくなった？　許してほしい？　それなら、まずは土下座しなさい。私に頭を踏ふまれながら、自分がいかに最下層の卑いやしい人間であるかを述べるのよ」

「いや、臭くさいから近づくなって言ってるんだ」

「くさっ──」

「いまお前にかけたのは、便所の水だ。誰だれかが流し忘れた便器の中のな」

　もちろん噓うそだ。いくら怪かい物ぶつが相手とはいえ、そんな汚きたないものに手を出すのは俺おれも嫌いやだ。

　が、綾あや藤ふじは噓うそを信しんじ込こんでくれたらしい。

「ふざっ──ふざけ……ふざけるなよ、このクソボケがああぁッ！」

「どんな気分だ？　学園の女王様気取りのお前が、俺おれみたいな最底辺の人間に、汚お物ぶつまみれにされるってのは」

「屈くつ辱じよくに決まってるでしょぉッ！」

　綾あや藤ふじの身体からだから、再び光の玉が出現しようとしている。今度は逃のがさない。

　ポケットに入れてあったサイコロ型の物体を取り出し、俺おれは投げようとする。

　けれどそれよりも先に、勢いを増した炎ほのおの大だい蛇じやが襲おそいかかってきた。さっきよりも速い。

「っつ──」

　よけたつもりだったが、わずかに肩かたをかすめた。おかげで、

「ユセイくん！」

　椿つばき真ま奈なが声を上げてしまった。いらぬ心配を与あたえた俺おれのミスだ。

「そこにいたぁ」

　綾あや藤ふじに見つかった。炎ほのおの大だい蛇じやが蠢うごめく。椿つばき真ま奈なにけしかけるつもりだ。

　俺おれは走った。最短たん距きよ離りを駆かけ抜ぬけ、椿つばき真ま奈なの前に飛とび込こもうとする。が、その寸前──、

「やっぱりね」

　首を捻ひねり、綾あや藤ふじが顔だけをこちらに向けた。目が合った。瞬しゆん間かん、炎ほのおの大だい蛇じやが三匹びき、一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。

　一匹ぴき、二匹ひきまではよけられる──が、三匹びきめは無理か──。

「ぅぐぁっ！」

　とてつもない熱と痛みが襲おそってくる。顔をかばった腕うでは大だい蛇じやに焼かれ、ただれ落ちていく。だが、痛みを感じている場合じゃなかった。一いつ瞬しゆん後には、綾あや藤ふじは四匹ひきめの大だい蛇じやを椿つばき真ま奈なに放っていたのだ。

「きゃああぁぁ──」

　引ひき絞しぼるような悲鳴。それもすぐに途と絶だえた。

　俺おれは、間に合わなかった。

　炎ほのおが……ごうごうと、猛たけ々だけしく燃もえ盛さかる炎ほのおが……彼かの女じよの全身を包つつみ込こんでいた。

　ウソだ……何かの間ま違ちがいだ。

　椿つばき真ま奈なが……真ま奈なが……。

「アハハハハハハ──死んだ！　これは完全に死んだ！　殺してやった！　馬ば鹿かで、雑ざ魚こで、目立ちたがり屋の偽ぎ善ぜん女は死んだのよ！」

　怪かい物ぶつが高笑いを上げていた。その声を聞いているうちに、意識が飛んだ。

　いや、意識はあった。けれど、身体からだがまるで無意識に動いているかのようだった。

　気づけば俺おれは、頭を燃やす女の首を摑つかんでいた。

「な……なにを……」

　相手は苦しそうに表情を歪ゆがめ始める。俺おれはさらに手に力を込こめた。

「この、ぐぇ……下層民ぎゃぁ……」

　まだ抵てい抗こうする気らしく、綾あや藤ふじは炎ほのおの大だい蛇じやをけしかけてくる。

　俺おれの上半身が炎ほのおに包まれる。頭から腹の辺りまで、猛たけり狂くるう炎ほのおに焼かれる。

　皮ひ膚ふが千切れる痛み、肉が融とける熱さ、そして呼吸のできない苦しみを感じる。

　だが──すぐに感覚は切きり離はなされた。

　人間は死ぬほどの傷を受けた時、痛みを感じないように脳が感覚を切きり離はなすらしい。

　俺おれは死なないが、この身体からだになってからは、あらゆる感覚を素す早ばやく切きり離はなすことを学んだ。

「おま……なんでぇげぁ……」

　離はなれかけていた手に力を入れ直す。それが彼かの女じよには疑問だったようだ。石さえ灰にする炎ほのおを浴びながら、なぜ肉体が形を保っていられるのかと。

　こっちも驚おどろいているところだ。

　どうやら炎ほのおに焼かれる速度よりも、肉体の修復速度が勝っているらしい。

　つまり、我が慢まん比べなら俺おれは負けないってことだ。

　やがて炎ほのおの勢いも弱まり、ついには消えてしまった。

　逆に、俺おれの腕うでに込こめられた力は強くなっていく。

「あへぁ……ゆふしへぇ……」

　綾あや藤ふじの目から涙なみだが流れ出した。今さら命いのち乞ごいか。俺おれの命を奪とるんじゃなかったのか？

「せっかく殺してもらえると思ったのになぁ……」

　二重の意味でムカついた。なんだってこんな奴やつに、この程度の奴やつに、あいつは──。

「ユセイくん、ダメだよ！」

　声が聞こえた。幻げん聴ちようだと思った。無視しようと思った。けれど、

「離はなして！　わたしは大だい丈じよう夫ぶだから！」

　腕うでに飛びついてきた彼かの女じよのせいで、力が抜ぬけた。

「なんで……？」

　椿つばき真ま奈ながいた。いったいどういうことだ？　さっき確かに炎ほのおに全身を包まれたはずなのに。

　彼かの女じよは肉体どころか、服さえ焼けていなかった。

「どうして……？　無事なのか？」

「いっつ、いりゅーじょーん……なのかな？」

　自分でもわかっていないようだ。だけど間ま違ちがいなく、彼かの女じよは椿つばき真ま奈な本人だ。

「ゴホッ、ゲホッ、ゲエェッ──な、なじぇ……？」

　綾あや藤ふじも驚おどろいている。当然だ。俺おれでさえ上半身の服は焼けてしまったというのに。

　ただ、その答えを探すよりも今は先にすべきことがある。

「さて、どうするか」

　地面に這はいつくばる綾あや藤ふじを見下ろす。頭の炎ほのおは彼かの女じよの気勢を示すように、消えかけていた。

「お願い……許して……」

　顔だけを上げ、彼かの女じよが訴うつたえてくる。散々、人を殺そうとしておいて、よく言えるものだ。

「今さら俺おれみたいな奴やつに頼たのむのか？」

「ええ、それしかないもの……」

　綾あや藤ふじの赤い瞳ひとみが揺ゆれている。まるでわざと涙なみだを流そうとしているかのようだ。噓うそくさいが、仕方ない。俺おれは椿つばき真ま奈なを先に昇しよう降こう口へ向かわせ、綾あや藤ふじに最後のチャンスをやることにした。

「なにか言っておくことはあるか？」

「なにも……。もうあなたを罵ば倒とうしたりしないわ」

「惨みじめだな」

　綾あや藤ふじのこめかみがピクリと動く。それでも彼かの女じよは無理やり表情筋をたゆませた。

「ええ、私の負けのようね」

「許してやるよ。でも目め障ざわりだからこの街から消えて、二度と俺おれの前に姿を現すな」

　綾あや藤ふじに背を向け、歩き出す。背後からかすかに「チッ」という舌打ちが聞こえた。直後、

「この根暗野や郎ろうがあぁぁッ！」

　綾あや藤ふじが叫さけぶ。だろうと思ったよ。謝罪の言葉も態度も見せないし、まだ瞳ひとみの奥おくに怒いかりがくすぶっていたからな。

　予想していたので、炎ほのおの大だい蛇じやをかわすのは容易たやすかった。そして見れば、綾あや藤ふじの身体からだからは虹にじ色いろに光る玉が飛び出している。ちゃんと屈くつ辱じよく感も与あたえられたようだ。

「これで〝心理篭絡ハートフオール〟だ」

　俺おれは五百円玉サイズの檻ケージを綾あや藤ふじに目がけて投げた。その小さな檻おりが虹にじ色いろの玉を吸い取り、中に閉とじ込こめる。

「あっ……かっ……」

　ストンと、芯しんの抜ぬかれた人形のように綾あや藤ふじが倒たおれた。彼かの女じよは眠ねむ気けに耐たえるような目で、少しだけ俺おれを見つめていたが、すぐに我が慢まんの限界を迎むかえたようだ。

　その表情からはもう、怒いかりも、憎にくしみも、苦しみも、痛みも、恐きよう怖ふも感じられない。ただ静かで、穏おだやかだった。

「ユセイくん……会長さん、どうしちゃったの……？」

　心配そうな顔で椿つばき真ま奈なが尋たずねてくる。なんと答えればいいだろうか。真実をそのまま伝えるのは躊躇ためらってしまう。でも、噓うそはつきたくなかった。

「眠ねむりに落ちたんだよ。二度と悪夢を見ることのない深い眠ねむりにな……」

　それだけを言って、強ごう引いんに彼かの女じよを屋上から連れ出した。




　　　　　Ⅶ




　すぐ帰る気分にもなれず、俺おれは椿つばき真ま奈なと一いつ緒しよに浜はま辺べに立ち寄った。辺りはもう真っ暗だ。上半身にジャージを羽織っただけなので少し寒い。

「なんだか今日はすごい夜だったねー。普ふ段だんの冒ぼう険けんよりもドキドキしたなぁ」

　椿つばき真ま奈なは相変わらずのニコニコ笑え顔がおで俺おれの隣となりに座すわっていた。あんな目に遭あっても、まるで怖こわがっていない様子だ。それはいいのだが、一つだけ注意しておかないと。

「頼たのむから、今日のことは誰だれにも言わないでくれよ」

「うん、言わないよー」

「ありがとうな」

「あっ、でもそれじゃ代わりにわたしのお願いも聞いてもらえるかな？」

「……いいけど。どんな願いだ？」

「わたしの名前をちゃんと呼んでほしいの。フルネームじゃなくて。昔みたいな感じで」

「昔って……子供の頃ころってことだよな？」

　俺おれの問いかけに、彼かの女じよは溢あふれんばかりの笑え顔がおでうなずく。キラキラ光る瞳ひとみからは今にも星が飛び出してきそうだ。よほど期待しているらしい。ただ、この提案はハードルが高すぎる。

「なかなか難しい注文だ」

「えー？　でもそっか……そうだよね。変だもんね……。ごめんね、難しいこと言って……」

　急にしおらしくなる椿つばき真ま奈な。まるで花がしぼんだような顔になっている。いつもニコニコ笑ってばかりの彼かの女じよが、ここまでヘコむとは思いもしなかった。おかげで俺おれは──負けた。

「別にしないとは言ってないだろ……真ま奈な」

「ほふぇ……」

　一いつ瞬しゆん、彼かの女じよは驚おどろいた顔をする。それからすぐに、はち切れんばかりの笑え顔がお（というか、にやけた顔）になり、さらに両手で顔を覆おおったかと思えば、

「きゃーきゃー、いやー、ユセイくんってばー」

　激しく首を振ふり始めた。長いツインテールがムチのようにしなり、俺おれの身体からだをバシバシと叩たたいてくる。だからそれはやめろと言っただろうが。

「大げさな反応をするなら、二度と呼ばないからな」

「うん！　大げさ封ふう印いん！」

　顔を上げると、真ま奈なはすっかりいつものニコニコ笑え顔がおに戻もどっていた。そして急に立ち上がると、海へ向かって歩き出した。ハミングしながら。

　その歌の名前は知らない。寂さびしそうにも、楽しそうにも聞こえる不思議なメロディー。

　だけどもし明日、俺おれが死ぬのなら、最さい期ごに聞きたい。そう思わせる歌だった。
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　真ま奈なを家まで送り届け、自宅へ戻もどる道すがら、俺おれは小さな神社の横を通りかかった。

　もうすぐ日をまたぐという時間帯。にもかかわらず、石段に座すわる少女がいた。

　浴衣ゆかたのような薄うすい着物を身にまとい、紫むらさき色いろの長い髪かみを重そうに垂らしている。その右手に梟ふくろうを模したお面を持ち、もう一方の手には三色団子を持っていた。妙みように和風な見た目だが、これで名前はアテナという。

「祭りでも楽しんできたのか？」

　声をかけると、少女はニヤリと笑う。そして舌足らずな声を響ひびかせた。

「せっかくこの国にいるのでな、文化交流じゃよ」

「女め神がみさまのくせに俗ぞくっぽいもんだ」

「わらわはあくまで応身じゃからな」

「分身みたいなものだっけ？」

「化け身しんの方がわかりやすいかの。女め神がみアテナが、人間界に姿を留とどめておくための依より代しろじゃ。だから本来の性質とはまるで異なる。むしろこの姿な分、人間性の方が濃こくなっておるよ」

「だから遊びまくるのも仕方ないって？」

「これでも、お前がアンクースの魂たましいを抜ぬいたあと、残った軀むくろを回収し、自然な形で見つかるように工作してやってるんじゃがな」

「どうせなら、アンクースそのものを討とう伐ばつしてほしいものだ」

「神の力でアンクースを仕留めれば、地獄魔界タルタロスの怪かい物ぶつどもに気取られる。奴やつらも神々に反はん抗こうするため、アンクースを探しておるからな。知られれば、人間界は戦場と化すぞ」

「アンクースを放っておいてもそうなるんだろ」

「うむ。だからお前たち人間に英えい雄ゆうの力を与あたえ、討とう伐ばつさせておるのじゃよ」

　得意げに言うと、アテナは幸せそうな顔で団子を頰ほお張ばった。のん気なものだ。こっちは必死になって、どうにか怪かい物ぶつを仕留めているというのに。

「……今回で何年分、引かれた？」

「『ヒズ』は神話ブラックリストの格付けでＣランク。それならせいぜい十年分か。お前が不死の期間は、残り二千と四百年ほどじゃ」

　気が遠くなる数字だ。現実感がなさすぎてもはや笑えてくる。

「俺おれはさっさと死にたいんだけどな……」

「すでに試みたじゃろ。アレのせいで千年は生かされることになった。自じ業ごう自じ得とくじゃよ」

「あんたが勝手に不死を与あたえたんだろ」

「元々、不死の期間は千年だった。それが延のびたのはお前のやり方の問題じゃ。自分の命を捨てたがるくせに、自分以外の者には恩情をかけすぎておるからな」

「そんなつもりはない」

「ふむ、そうか。では、どうする？　ヒズに燃やされた女おな子ご。森もり下した希のぞみを」

「まさか死んだのか？」

「逆じゃ。治ち癒ゆしてやろうかと思ってな。火傷やけどの痕あとすら残らぬように」

　ストレッチャーに乗せられた彼かの女じよの姿、布からはみ出た赤い腕うでが脳のう裏りをよぎる。いくらアンクースを討とう伐ばつしたところで、受けた傷が治るわけではないのだ。

「感謝すればいいのか？」

「いいや。取引じゃよ。その分、お前の不死の期間を延のばそうと思うのじゃが」

「結局いつものやつか……。何年分だ？」

「五年。断るのは自由じゃ。その場合、あの女おな子ごには何もせん」

　目の前の少女は、まるで悪あく魔まのようなあくどい笑えみを浮うかべていた。これが応身とはいえ、神のすることか。初めから俺おれが拒きよ否ひしないとわかっているくせに。

「今さら二千四百に五年が加わったところで大した違ちがいはない」

「だから、わらわはお前が好きなんじゃ」

「それなら、さっさと死なせてくれよ」

　これで話も終わりだと、俺おれは歩き出そうとした。が、和装の少女が前に回り込こんでくる。

「まだ話がある。椿つばき真ま奈なについてじゃ」

「真ま奈な？　あいつがなんだって？」

「さっきわらわは、ヒズの軀むくろを回収しに行った。すると軀むくろが炎えん上じようしておった」

「自分の頭の炎ほのおで身体からだが焼かれたのか？」

「あやつ自身の火が消えたのはお前も確かく認にんしたはずじゃ。別の何者かが火をつけたんじゃよ」

「火をつけた？　そんなこと、誰だれができるんだ？」

「椿つばき真ま奈なじゃよ。あやつは恐おそらくアンクースじゃ」

　その言葉で頭の中が真っ白になった。我に返ると、目の前の少女は団子を頰ほお張ばっていた。

「何を証しよう拠こにあいつが……真ま奈ながアンクースだと言ってるんだ？」

「一つは、ヒズの炎ほのおをその身に浴びても無傷だったこと。英えい雄ゆうの力を与あたえられたわけでもないただの人間にはあり得ないことじゃ」

「確かにあの出来事は疑問だった。けど、それだけじゃ……他にはあるのか？」

「ヒズの軀むくろが燃えていたこと。お前が火をつけたのでないなら、考えられる者は……」

「真ま奈なだっていうのか？　でもどうやって？　仮にアンクースだとして、元はどんな怪かい物ぶつだったっていうんだ？　それに七つの激情はどうなる？」

「まくしたてるな。詳くわしいことを調べるのはこれからじゃ。しかしアンクースだと確定した時は……わかっておるよな？」

　アテナは梟ふくろうのお面で顔を隠かくす。知ち恵えを象しよう徴ちようする鳥とは思えないほど間ま抜ぬけなデザインをしている。でもその瞳ひとみは深遠で、何もかもを見み透すかしていそうな気がした。

　俺おれは自分の不死を解き、死ぬためにアンクースを討とう伐ばつしている。

　討とう伐ばつとは、命を奪うばうことと同義だ。

　その行こう為いを自分の中で正当化できていたのは、アンクースのほとんどが危険な悪人で、放っておけば多くの人間が犠ぎ牲せいになるとわかっていたからだ。

　でもアンクースの中には、命を奪うばわれるほど悪に染まっていない者もいた。

「仮にあいつがアンクースだとしても、必ずしも討とう伐ばつする必要があるわけじゃない」

「過去、お前が保護したアンクースのようにか？　あれはあくまで特例じゃ。元の怪かい物ぶつとしての能力、七つの激情、どちらもお前が完かん璧ぺきに制せい御ぎよできたからこそのな」

「だったら今度だって──」

「また、重荷を背負うつもりか？」

　アテナはため息まじりに問いかけてくる。俺おれは何も答えなかった。

「アンクースを討とう伐ばつすれば、神話ブラックリストのランクに応じて不死の期間を引く。だが逆に、見み逃のがせば不死の期間を延のばす。それが取り決めじゃ」

　そんなことくらいわかってる。自分でも矛む盾じゆんしてるんじゃないかって思うよ。

　だけど──。

　そうすることしかできなかった。自分が死ぬために、あいつらを犠ぎ牲せいにすることが、俺おれにはどうしてもできなかったんだ。

「まあ、よい。まずは椿つばき真ま奈なの正体を特定してからじゃ」

　冷たい風が吹ふきつけ、頭と心を冷やす。気づけば、和装の少女は目の前から消えていた。
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　目の前には、無限の世界が広がっているような気がしたあの日──。

　中二の夏。空が鮮あざやかなオレンジ色に染まった逢おう魔まが時とき。

　俺おれは自宅近くのマンションの七階から飛んだ。

　自殺がいけないことだとか、周りの迷めい惑わくだとか、死んだらどうなるとか、色々なことを考えたけれど、もうすべてが限界で、どうしようもなかった。

　落下し始めてすぐに意識は途と絶だえた。そして気づくと、俺おれは知らない場所にいた。

　薄うす暗ぐらい景色の中に、揺ゆれる水面が見えた。後になって、ここが有う珠す条じよう学園前の浜はま辺べだと知るが、その時は三さん途ずの川かわだと思った。

　近くには和装の少女が立っていた。奪だつ衣え婆ばにしては随ずい分ぶんと可愛かわいらしいなと感じながら、ポケットの中の六文銭せんを探したのを覚えている。

　でも結論から言うと──俺おれは死んでなどいなかった。

　それどころか、女め神がみアテナを名乗る少女から『不死』の能力を与あたえられていた。

　彼かの女じよは加護だと言っていたが、俺おれは罰ばつだと思っている。

　命を捨てたはずなのに生かされる罰ばつ。それは夢や希望を奪うばわれるよりも残ざん酷こくな刑けいだった。

　あらから三年。死への想おもいは今も変わらないままだ。

　いったいなんのために生まれたのか、なんのために生きているのか。

　答えを見つけられないまま、俺おれはただ生きている。




　　　　　Ⅱ




　擦すりガラスのドアの隙すき間まから、漏もれ聞こえてくる音楽。流は行やりの曲や昔から人気の定番曲、アニメの曲や外国の曲など、様々な曲が、様々な歌声と共に聞こえてくる。

　学校近くのカラオケＢＯＸ。俺おれはたまにここを訪おとずれる。といっても、歌いに来ているわけじゃない。人と話す場所として使っているのだ。

「歌っていい……ぱにゅ？」

　隣となりに座すわる女子が尋たずねてくる。派手なギャルっぽい見た目から想像できないほど、抑よく揚ようのない喋しやべり方だ。でもその語ご尾びは使うらしい。

「なにを歌うんだ？」

「人間の十代の女子の間で流は行やってる曲……練習する」

　別に構わないけど。そう伝えると、彼かの女じよは慣れた手つきで機械を操作し、歌い始める。かなりアップテンポで、楽しそうな曲だ。しかしマイクを握にぎる彼かの女じよの顔は、全くの無表情だった。

「歌った……」

　満足そうでもなく楽しそうでもない顔で報告し、彼かの女じよはじっと俺おれの顔を見つめてくる。その大きな瞳ひとみは、薄うすい雲をいくつも重ねた空のような灰色で、どこまでも摑つかみどころがない。

　俺おれが「良かったな」と応じると、彼かの女じよも「良かった」とうなずく。そして突とつ然ぜん、スマホでパシャリと一枚、自じ撮どりをする。その瞬しゆん間かんだけは、爆ばく発はつしそうなくらいの笑え顔がおになっていた。

　相変わらずオンとオフの差が凄すさまじい。ここまで完かん璧ぺきに、素す早ばやくスイッチを切きり替かえられる奴やつは他にいないだろう。

「ギャル……ワタシちゃんとできてるでしょ？」

　無表情で自じ慢まんする派手な見た目の女子。これが学校外にも知られる有名なギャル──リヴの本来の姿だったりする。

「ああ、よくやってるよ。俺おれ以外の奴やつには、立派なギャルに見えてると思う」

「やった……ユセイにほめられた」

「しかし疲つかれないか？　毎日毎日、ギャルのフリなんかして」

「別に……。もう慣れた。これもユセイのため。ユセイはコミュ障だから……」

　悪かったな。でも助かっているのは事実だ。校内はもちろん、リヴはＳＮＳを駆く使しして多くの情報を集めてくる。それが人間社会に潜ひそむアンクースを見つけるのに役立つのだ。

「ユセイのため……。だからユセイはワタシをほめるといい」

「さすがだ。頼たよりになる」

「一番？　ユセイの中の一番？」

「そうだな。リヴが一番だよ」

　普ふ段だんから、やたらと評価を確かく認にんするのが彼かの女じよの癖くせだった。そして俺おれがほめると、決まって頭を差し出してくる。

「じゃあ、ワタシをなでてあげるべき」

　催さい促そくされ、俺おれは彼かの女じよの頭をなでた。見た目は派手な髪かみ型がただが、触さわり心ごこ地ちは羽う毛もうのようだ。

「ん……やっぱりユセイのなでなでは極ごく上じよう」

　リヴは無表情のままだが、心ここ地ちよさそうな雰ふん囲い気きは伝わってくる。納なつ得とくしてくれたようで良かったよ。正直なところ恥はずかしいが、このくらいの恩返しはしておかないとな。

「後でまた『サトリス』に自じ慢まんしよう」

　なで終えると、リヴがつぶやくように言った。どことなく嬉うれしそうだ。

「あんまり張り合うなよ。最近あいつと話したのか？」

「ちょっと前、文句を言ってた。ユセイの隣となりにいつもべったりの女がいるって」

「真ま奈なのことか。俺おれだって迷めい惑わくしてるよ。おかげで仕事もやりづらい」

「知ってた。だから動画を拡散してあげた」

「真ま奈なが犬を助けた動画のことだよな？　ＳＮＳで拡散したのがなぜ俺おれのためになる？」

「思春期の人間の男女は、親しさを他人に指し摘てきされると、距きよ離りを置くようになる」

「確かに効果はあったな……俺おれにだけ」

「マナマナは……ちょっと普ふ通つうじゃない……ぱにゅ」

　やはりリヴでもそう感じるらしい。そのことを確かく認にんするためにも、俺おれは彼かの女じよを呼んだのだ。

「リヴ。真ま奈なはアンクースなのか？」

「わからない」

「否定はしないんだな」

「校内は、まだヒズの臭においが残ってるから……」

　リヴはアンクースの臭においを嗅かぎつけることができる。ただ、アンクースの臭においは人間に移りやすいため、発生源となる個人の特定は困難を極きわめるらしい。

「この辺はアンクースの臭においがいっぱいだし、人間はみんな同じ顔をしてるから……」

「アンクースが多いってのはともかく、人間を見分けられないのは、どうにかならないか？」

「じゃあユセイはアリ一匹ぴきずつの違ちがいがわかる……？」

「そもそもアリなんてじっくり見たことがない」

「ワタシも、ユセイに出会うまで人間をじっくり見たことがなかった」

「……じゃあ仕方ないな」

「ユセイは特別だからわかる。サトリスも臭においでわかる。でも特とく徴ちようがない人間は難しい……」

「真ま奈なはどうなんだ？」

「マナマナはだいたいユセイの隣となりにいるから……見分けがつきやすい」

「俺おれを基準にするなよ。けど、それならやっぱり臭においで判別はできないってことか」

　リヴがこくりとうなずく。彼かの女じよによれば、アンクースであっても覚かく醒せい前は臭においが薄うすいらしい。覚かく醒せいが近づくにつれ、臭においも強くなる。だがそれを待っていれば、アンクースの能力によっては大変な事件に発展してしまう。

　たとえば、いま世間を賑にぎわしているあの事件のように。

「切きり裂さき魔まの件はどうなった？」

「……忘れてた」

「それは困るな。確かに俺おれも学校の方を優先したけどさ」

　ここ最近、俺おれは主に二つの事件を優先的に解決しようとしていた。そのうちの一つが、校内の発火事件だった。

　そして残るもう一つが、謎なぞの連続殺人事件だ。風の強い日に犯行に及およぶため、犯人は通つう称しよう『風の切きり裂さき魔ま』と呼ばれている。これまでに被ひ害がい者は四人。全員が身体からだ中に無数の切り傷を負い、出血多量で命を落とした。だが凶きよう器きは不明だという。被ひ害がい者の傷は大おお振ぶりの刃は物ものでつけられたと考えられているが、現代の日本で、そんな目立つものを持ち歩くのは難しい──。

　といった感じで、ニュース番組などでは、もっぱらこの事件の不可解さを検証している。

　それも仕方ない。なぜなら犯人は特とく殊しゆな能力を持った怪かい物ぶつなのだ。

「アンクースは『コクウェン』で確定だよな？」

「風を刃は物もののように扱あつかう怪かい物ぶつ。ランクはＤだし、能力も大したことない……臭においも薄うすい……」

「むしろそれが災わざわいしたな。最初はアンクースの犯行だと思わなかった」

「でも人間を殺すたびに覚かく醒せいが近づいてる。臭においがもっと強くなれば特定できる……」

「それまでに何人が死ぬと思ってるんだ？」

「別に、ワタシはユセイ以外の人間はどうでもいい」

　リヴは平然と言う。その瞳ひとみの暗さに、一いつ瞬しゆんドキリとさせられた。

　たまに忘れてしまうが、リヴはむしろ向こう側の人間なのだ。積極的に人間を傷つけることはないが、だからといって人間が傷つくことに怒いかりや悲しみを感じるわけじゃない。

「やっぱりあいつの力が必要だな。『七つの激情』を特定するのにも役立つし」

「いらない……。サトリスが帰ってくる前に、コクウェンはワタシが見つける」

　リヴがいつになくやる気になっていた。その動機はともかく、俺おれとしては助かる。

「それじゃ話もまとまったし、そろそろ帰るか」

「まだダメ。これからギャルの研究。新しい語ご尾びをユセイも一いつ緒しよに考える」

「冗じよう談だんだろ……？」

「『おつきゅぷ』、『おつっぴー』、『おつごろう』。どれがいい？」

　見た目だけ派手な女子は、真顔でとんでもない要求をしてくる。そんなもの、俺おれにわかるはずがないだろ。と言って解放してくれるわけもなかった。




　結局、一時間も付き合わされた。しかし本人のギャルに対する認にん識しきが間ま違ちがっている気がする上に、俺おれもよくわかっていないので、意味があったようには思えない。

「で、オダユーはこれからチョッキな感じ？」

　カラオケＢＯＸを出て最も寄より駅えきに向かう道すがら、リヴはずっとギャルモードだった。

「ああ、もう帰るつもりだ」

　俺おれがそう答えたところで、ふいにリヴの全身がぶるっと震ふるえる。顔から表情も消えた。

「いた」

「いたって……まさか真ま奈なじゃないよな？」

「コクウェン。２００メートル先。駅の近く」

「本当か？　どんな嗅きゆう覚かくしてるんだよ。ていうか、ギャルの顔が消えてるぞ」

「かなり覚かく醒せいが近づいてる……ぱにゅ」

　語ご尾びだけは付け足したが、リヴの表情は変わらない。本能が告げているのか、獲え物ものを狩かる時の狼おおかみのような雰ふん囲い気きを放っている。

「ユセイ……どうする？」

「できればハートフォールで討とう伐ばつしたい。けど七つの激情もまだ特定できてないし、すでに四人も殺してる奴やつだ。機会を逃のがすわけにはいかないか……」

　リヴがうなずく。そして走り出した。そのスピードはまるで疾しつ風ぷうのようだ。

　俺おれは彼かの女じよを追走しながら、ポケットの中の『麻あさ袋ぶくろ』を確かく認にんした。いざとなったら武器が必要になる。本当は相手が悪人であっても、できるだけ苦しまないようにしてやりたいが……。

　迷いながら走っているうちに、駅前の広場へたどり着いていた。辺りには数えるのがうんざりするくらいの人が行ゆき交かっている。

「コクウェンはどこだ……？」

「この中のどれか」

「もう少し絞しぼれないか？」

「臭においが……多すぎる……アンクース以外にも……」

　鼻をくんくんしながら、ギャルの格好をした女子が辺りをキョロキョロしている。わりと奇き妙みような光景だ。しかも──、

「お前……」

　俺おれは気づいてしまった。いや、まっさきに気づいたのが俺おれで良かった。

　リヴの金色の髪かみをかきわけ、犬のような三角の耳がピーンと立っている。

「耳が出てるぞ」
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　リヴは両手で頭の上を確かく認にんする。そして無表情のまま俺おれを見つめ、深くうなずいた。

「ちょっと本気出した」

「本気は出してもいいが、耳は出すなよ」

「耳だけならセーフ。そういうカチューシャもあるし。しっぽは？　しっぽは出てる？」

　リヴはわざわざ後ろを向き、お尻しりを上げるような格好をする。

「今のところは出てない」

「じゃあ大だい丈じよう夫ぶ」

　と言いながらも、リヴは両手で頭の上の耳を隠かくしていた。

　アンクースは持っている能力を使うと、元の怪かい物ぶつだった頃ころの姿に近づく。そして本気になればなるほど、人間の姿から離はなれていく。元に戻もどるには、一定の時間が必要なのだ。

「これ以上はやめておいた方がいいな」

　俺おれの言葉に、リヴの灰色の瞳ひとみが悄しよう然ぜんとする──と思ったら、すぐにまた緊きん張ちよう感が宿る。

　その視線の先には、青いワンピースを着た女がいた。やたら背が高くてスタイルが良いい。顔を覆おおいそうなほどデカいサングラスをかけ、つばの広い帽ぼう子しをかぶっている。

「サトリス……」

　リヴがつぶやく。と同時に、相手はサングラスを外した。

「セイちゃん！」

　黒真しん珠じゆのような目が俺おれを見つめてくる。まさかこのタイミングで現れるとは思わなかった。

「氷雨ひさめ……」

　無意識に名前をつぶやいてしまう。すると彼かの女じよはぱっと明るい笑え顔がおになり──、

「おかえりって言って～」

　勢いよく飛びついてくる。濃のう厚こうな甘あまい香かおりに包まれ、思わずむせ返りそうになった。

「やめろ。公衆の面前だぞ」

「だって久しぶりなのよ？　セイちゃんも寂さびしかったでしょ？」

　氷雨ひさめは熱っぽい身体からだをさらに密着させてくる。俺おれがそれをどうにか引きはがそうとしていると、派手な格好のギャルが間に割って入ってきた。

「ユセイは寂さびしくない」

「あら、リヴじゃない？　久しぶりね。ちゃんと番犬の役目は果たしてたかしら？」

「ワタシはユセイの役に立ってた。そっちは海外に逃にげた」

「別に逃にげてないわよ！　しょうがないでしょ、急に仕事を入れられたんだから。でもヒメはセイちゃんのために舞まい戻もどってきたわ」

　氷雨ひさめがウインクしてくる。どうでもいいが、俺おれのせいにするのはやめてほしい。それに少し騒さわぎすぎだ。周りにいる人間がちらちらと視線を送ってきている。

「氷雨ひさめ、とりあえずサングラスをしろ。バレたら騒さわぎになるぞ」

「じゃあ後でちゃんと甘あまえさせてくれる？」

　悪あく魔まか、こいつは。いや、愚ぐ問もんだ。そもそも悪あく魔まに近い生き物だった。

「善処する。だから、とりあえず顔を隠かくしてくれ」

「うーん、どうしよっかなぁ……。でもまあセイちゃんの頼たのみは断れないわよね」

　ようやく氷雨ひさめがサングラスをかけてくれた。これで落ち着ける。と思ったのだが。

「ところでリヴはなんで頭を押おさえてるのよ？」

　氷雨ひさめが真顔のギャルに尋たずねる。でもリヴは説明するのが面めん倒どうだったのだろう。いきなり両手を離はなした。すると──ぴょこんと、派手に盛った髪かみの隙すき間まから犬の耳がお目見えする。

「ぶっ──」

　間近で見た氷雨ひさめは吹ふき出だし、腹を抱かかえて笑い出した。その反応が気に入ったのか、リヴが頭の上の犬耳をピクピクと動かし始めた。おかげで氷雨ひさめの笑い声がさらに大きくなる。

「お前ら、目立つなって言ってるだろ」

　周りの注目を集めていないか、俺おれは確かく認にんしようとした。そして信じられないほど自然に、あらかじめ決められていたかのように、ニコニコ笑え顔がおのツインテール女子と目が合った。

「あっ、ユセイくん！」

　なぜお前がここにいるんだ、椿つばき真ま奈な。

「わー、すごーい！　わたし、いまユセイくんを探してたんだよ！　これって運命だよ！」

　駆かけ寄よってきた彼かの女じよは、興奮した様子で一方的にまくしたてていた。そこへ、

「はっ？　なに言ってんの？」

　空気を凍こおらせるような声が聞こえてくる。振ふり返かえると、氷雨ひさめがサングラスを外し、鬼おにのような形相でこっちを睨にらんでいた。

「あー、白しら雪ゆき氷雨ひさめちゃんだーっ！」

　瞬しゆん間かん移動かと思うスピードで移動すると、真ま奈なはいきなり氷雨ひさめに抱だきついた。これには、場慣れしているはずの有名女優も面食らったようだ。

「ちょっ──ちょっと、あなた、なんなのよ！」

「わたし、氷雨ひさめちゃんのゴーストイリュージョン、すっごく好きだよ！」

「えっ？　はっ？　あっ、ありがとう──って、そんなことを訊きいてるんじゃないのよ！」

「ねぇねぇ、氷雨ひさめちゃん。アレやって、アレ！　幽ゆう霊れいになるマジック！」

「なんでよ!?　ていうか、あなた本気で言ってるの……？」

　氷雨ひさめが助けを求めるような視線を向けてくるが、俺おれは首を横に振ふって応えた。すると彼かの女じよは一いつ瞬しゆん、絶望的な表情になる。それでも、さすがに熱ねつ狂きよう的なファンの扱あつかいには慣れていた。

「ちょっとまずは落ち着きなさい。落ち着いて話をするのよ。できるわよね？」

「うん、落ち着いたよ、氷雨ひさめちゃん」

「あのね、初めに言っておくけど、氷雨ひさめは『ヒサメ』じゃなくて、『ヒメ』って読むのよ」

「……何が違ちがうの？」

「全然、違ちがうでしょ！　氷雨ひさめの読み方よ。本当は『ヒメ』だったのに、役所の人間が間ま違ちがって『ヒサメ』で登録しちゃったの。だから芸名は『ヒメ』にしたかったんだけど、事務所の社長がその話が面おも白しろいからって、芸名も本名のままにしちゃったのよ！」

「えっとー、それで幽ゆう霊れいマジックはいつ見せてくれるの？」

　真ま奈なは理解するのを諦あきらめたようだ。確かに、俺おれも何度となく聞かされているが、氷雨ひさめの説明はややこしい。それにしても、

「キィーッ、あんた、わたしのことをなんだと思ってるのよ！」

「氷雨ひさめちゃん？」

「だからヒメだって言ってるでしょ！」

　こいつらはいったい何をしているのか。呆あきれていると、ふいにリヴがつぶやいた。

「移動してる」

「もしかしてコクウェンか？」

　俺おれの問いにリヴがうなずく。無表情のまま。それを、真ま奈なが目ざとく指し摘てきした。

「リヴちゃん？　なんか今日は元気ないね？」

　真顔のギャルは一度、俺おれの顔を見る。それから一気にスイッチを入れた。

「そんなことないってー。アタシはいつも通り。マナマナもアゲアゲでいこー」

「いえーい、あげあげー、あげどうふー」

　何か間ま違ちがっている気もするが、真ま奈なはギャルのハイテンションに付き合っていた。これで誤ご魔ま化かせたかと思ったが──どうにもならない問題がまだ残っていた。

「ねぇ、リヴちゃん。なんで頭を押おさえてるの？」

　気づいたか。それはな、いま両手を離はなせば犬耳が飛び出してくるからだよ。

「これはアレだよ。最新の自じ撮どりのポーズっていうかー」

　リヴは頑がん張ばって取とり繕つくろおうとしていた。しかし相手が悪い。

「それじゃ一いつ緒しよに写真、撮とろー。はい、ぽーず」

　リヴの隣となりで真ま奈なが自じ撮どりを始める。連続で何枚も撮とっていく。真ま奈なは奇き妙みようなポーズをいくつも決めていたが、片手でスマホを操作することに限界を感じたのだろう。

「それじゃ次はリヴちゃんの番だよ」

　と、スマホを渡わたす。当然、受け取るには手を使わないといけないわけで──結果、リヴは頭から両手を離はなし、犬耳をさらした状態で自じ撮どりを続けることになった。

　注意しようかと思ったが、真ま奈なは気づいていないようだし……と迷っていると、急にリヴが真顔になり、こっちを見つめてくる。

「コクウェンが走ってる。かなりのスピード……」

「本当か？　どっちに向かってる？」

「学校の方……ぱにゅ」

　言うが早いか、リヴはもう走り出していた。犬耳を放り出したまま。

「ちょっ、待て──」

　慌あわてて俺おれもその後を追って走り出したのだが。

「あっ、ユセイくん、かけっこ？　わー、負けないよー」

　盛せい大だいな勘かん違ちがいをしながら真ま奈なが追いかけてくる。

「セイちゃん、待って～」

　さらに氷雨ひさめまで追いかけてきた。本当に勘かん弁べんしてほしいものだ。




　かなりのスピードで走ったが、真ま奈なも氷雨ひさめも最後まで振ふり切きられずについてきてしまった。

　しかも、これだけ苦労して走ったというのに──、

「見失った……ぱにゅ」

　学校前の浜はま辺べにたどり着いたところで、リヴがあっさりと白旗を上げた。

　それだけならまだ良かったのだが。

「わー、リヴちゃん、すごーい。これ、どうしたの？」

　まっさきに異変に気づいたのは、運の悪いことに真ま奈なだった。彼かの女じよはリヴのお尻しりの辺りを楽しそうに眺ながめていた。そこには、スカートの裾すそをわずかにまくり上げ、短い綱つなのようなモノが見えている。

　だが綱つなじゃないのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。ソレはまるで生きているかのように、うねっていた。

「しっぽだー。リヴちゃん、しっぽが生えてるの？　あっ、耳もある！」

　真ま奈なはすべてに気づいてしまった。すると、もはや誤ご魔ま化かしきれないと悟さとったのか、リヴはしっぽを激しく動かし、さらに耳もピクピクと動かし始めた。真顔のまま。

　それを見て氷雨ひさめは笑い転げ、真ま奈なはしっぽをなでながら俺おれに声をかけてくる。

「ユセイくんは知ってた？　リヴちゃん、しっぽがあるんだよ！　ほら、すごいよ！」

　まるで地じ獄ごく絵図のような状じよう況きようだ。それでも俺おれは精せい一いつ杯ぱいの誤ご魔ま化かしを試みた。

「いや、コレはその……い、いりゅーじょんだ……」

　これが果たしてどこまで通じたのだろうか。




　　　　　Ⅲ




　結論から言うと、なんにも誤ご魔ま化かせていなかった。

　翌日の放課後。いつものように真ま奈なにまとわりつかれながら、俺おれは学校の廊ろう下かを歩いていた。そこへ偶ぐう然ぜん、リヴがギャル集団と共に通りかかった。するといきなり、

「リヴちゃん、今日は耳としっぽはないの？」

　真ま奈なが爆ばく弾だんを放り投げた。こんなことなら、もっとちゃんと口止めしておけば良かった、という俺おれの後こう悔かいも先に立たず、ギャル集団の一人が怪け訝げんな顔で尋たずねてくる。

「しっぽってなんのこと？」

「昨日、リヴちゃんと一いつ緒しよに写真を撮とったんだよー。その時に──あっ、写真見る？」

　真ま奈なが取り出したスマホを、俺おれは高速で奪うばい取とった。それから本人の腕うでを引いて歩き出し、

「三号館の最上階。一番奥おくの空き教室に来い」

　とつぶやく。ギャル集団はおろか、真ま奈なにすら聞こえないほどの小声だ。でも、リヴは聞き取っていただろう。




　部室棟とうとして使用されている三号館だが、中には空き教室もいくつかある。その一つに、俺おれは真ま奈なを連つれ込こんだ。最上階の一番奥おくの教室ということもあって、近くには人の気配もない。とても静かだ。

「ユセイくん、なんでこんな場所に？　ハッ、もしかして……」

　何を勘かん違ちがいしたのか、真ま奈なは真っ赤になった顔を両手で覆おおい、頭をぐるんぐるんと振ふり回まわし始める。さすがにもう学習したよ。と、俺おれはツインテールのムチの射程範はん囲い外に移動した。

「とりあえず落ち着け。もう少し待ってればあいつが──」

　言いかけたところで、教室のドアが開けられ、派手な格好をした女子が入ってくる。それで真ま奈なもようやく思おもい違ちがいに気づいたようだ。

「なんでリヴちゃんが？　……みんなでいりゅーじょんするの？」

　今度はまた別の勘かん違ちがいが発動している。が、もういちいち付き合うのも疲つかれた。

「ユセイ……話すの？」

　リヴはすでに表情を作っていなかった。どうやら俺おれの意図を察してくれているらしい。

「話すしかないだろ。話して、ちゃんと口止めをする」

　ちらりと真ま奈なの方を見る。と、彼かの女じよも目を輝かがやかせ、こっちを見ていた。

「わー、なになにー？　なにを話してくれるの？」

「リヴのことだ」

「リヴちゃん？　わかった！　しっぽを出せることでしょ。いいよねー。わたしもしっぽ出したい。そうだ！　今度そういういりゅーじょんをしてみよっと」

「アレは手品じゃない。リヴはな……アンクースなんだよ」

「アンクース？　って、なんか聞いたような……」

　真ま奈なは首を捻ひねっていた。こいつ、本気か？　また一から説明するなんて冗じよう談だんじゃないぞ。

「元の名前はクアトカプトロス」

　俺おれが啞あ然ぜんとしていると、リヴが間に割って入ってきた。

「なんかカブトムシみたいな名前だね。あっ、思い出した！　アンクースって会長さんだ！」

「そう……アレと同じ。ワタシも、エリュシオンの牢ろう獄ごくに入るまで、タルタロスで人の魂たましいとか悪あく魔まとかを追いかけて遊んでた……。見た目は犬っぽかった……」

「わんちゃんかぁ。いいなぁー。わたしはわんちゃん好きだよ！」

　覚かく醒せいしたリヴの姿はそんな生易しいものじゃない。その気になれば神さえ殺すほどの魔ま犬けんなのだ。まあ今はすっかり大人しくなったけれど。

　──もうすぐ三年になるだろうか。俺おれがこの仕事を始めたばかりの頃ころの出来事だ。

　大物のアンクースが近くに潜ひそんでいるという噂うわさを聞き、討とう伐ばつすることになった。

　けれど相手は俺おれが想像していた〝怪かい物ぶつ〟とはまるで違ちがっていた。

　出会ったのは、妖よう精せいを思わせるほど美しい外見をした金きん髪ぱつの少女で、どこか物もの憂うげな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていて、この世のすべてを冷めた目で見ているような〝人間〟だった──。

「ユセイはワタシを殺さなかった。ワタシを見み逃のがした。Ａランクのアンクースなのに……」

　リヴの端たん的てきな説明は、ほとんどすべてを表している。そう、俺おれはできなかった。この小さな女の子の命を自分の手で奪うばうことが、どうしてもできなかったのだ。

「それでユセイは、死ねない期間が千年も延のびた……」

「死ねない？　千年も？　すごーい！　いいなぁ」

　真ま奈なが大げさに驚おどろいている。というか、感想がおかしい。確かにこいつなら千年生きようが、楽しく暮らしているんだろうけどさ。

「とにかく、そういうわけだから、リヴの耳としっぽの件は黙だまっててほしい」

「はーい。だけど、リヴちゃん……なんか大人しいね」

　真ま奈なに指し摘てきされても、リヴは表情を変えようとしなかった。ここまで話したのだ。今さら誤ご魔ま化かす気もないのだろう。

「こっちが本当の顔。普ふ段だんは装よそおってる」

「えー、本当に？　じゃあギャルじゃないの？」

「ギャルはユセイがやれって言った」

　だから言ってない。と、何度同じやり取りをすればいいんだ？

「ほうほう、ユセイくんのプロデュースなんだ。……そうなの？」

　真ま奈なが俺おれに確かく認にんしてくる。しかし、なぜ解かい釈しやくにアレンジを加えるのか。まあ、いずれにしろ大げさに語るほどの話じゃない。

　──あの日、俺おれは一人のアンクースを生かした。

『これからどうすればいい……？』

　尋たずねる少女の顔は無表情だったけれど、少しだけ不安そうに見えた。そんな彼かの女じよに、俺おれは自分のことを棚たな上あげして答えた。

『生きればいい』と。

『どうやって……？』

　少女はさらに尋たずねてくる。でも俺おれは自分の生きている理由がわからず、死にたいとさえ思っている人間だ。他人の生き方に口を出す気なんてさらさらなかった。

　だからしばらく、黙だまって海を眺ながめていた。

　やがて、視界の隅すみに女子高生の集団がいるのに気づいた。

　そろそろ秋風が冷たく感じる季節だというのに、彼かの女じよたちは波なみ打うち際ぎわで楽しそうにはしゃいでいた。染めた髪かみを盛ったり、制服をアレンジしたり、アクセサリーをたくさん身に着けたり、とにかく派手な格好をした女子たちだ。

　普ふ段だんの俺おれなら特に興味も持たなかっただろう。でもその時は、波なみ打うち際ぎわで濡ぬれるのも気にせず遊んでいる彼かの女じよたちの無む邪じや気きな姿が、なんだかとても魅み力りよく的に見えた。だから俺おれは、

『あんな風に』

　と、少女の質問に答える形でつぶやいた。すると彼かの女じよは続けて訊きいてきた。

『あれはなに……？』

『たぶん、ギャルってやつだ』

『そう……』

　これが、あの時にかわした会話のすべてだ。俺おれはもちろん、当時はリヴも口数が多い方ではなかった。だから意思の疎そ通つうに齟そ齬ごが生まれたのだ──。

　リヴが俺おれをじっと見つめていた。思えば彼かの女じよとも長い付き合いだ。いまだに考えていることがわからない時もあるけれど、瞳ひとみの揺ゆらぎで感情くらいは読めるようになった。

「ワタシはユセイのおかげで生きてる。だからワタシはユセイの役に立つ」

　気負わなくていいよ。俺おれはそのうち死ぬ身だ。お前の好きに生きればいい。

　思うけれど、声には出せず、俺おれはただ灰色の瞳ひとみを見つめ返していた。

　すると、いきなり目の前にニコニコ笑え顔がおがカットインしてくる。

「わたしも！　わたしもユセイくんの役に立つよ！」

　瞳ひとみをキラキラさせ、真ま奈なが迫せまってくる。心意気はいいが、今はそういう話をしているんじゃない。そもそも、自身にアンクースの疑いがかかっているというのに──。

　そのことを考え始めた時だった。ふいにドアが開き、見知らぬ女子生徒が声をかけてきた。

「あのー、すみません。今からここ、演劇部が使う予定なんですけど……」

　そういうことなら仕方ない。俺おれたちは教室から退散することにした。




　そして移動した先は、三号館の屋上だった。こっちは本館とは違ちがって基本的に立ち入りが禁止されているので、他の生徒が来ることはまずない。落ち着いて話ができそうだ。とはいえ、真ま奈ながアンクースか調べるためには、やはり『あいつ』の力が必要か。

「じゃあ、いりゅーじょんをしまーす！」

　俺おれが考え事をしている間に、真ま奈なの単独ショーが始まろうとしていた。

　しかしそこでタイミングよく昇しよう降こう口のドアが開かれ、何者かが飛び出してくる。

「セイちゃーん、お待たせ～」

　現れたのは長い黒くろ髪かみの女子だ。彼かの女じよが猫ねこなで声ごえを上げながら飛びついてくる。俺おれは反応が遅おくれてしまい、まともに受け止めることになった。相手の身体からだが大きめなせいで、勢いよく抱だきつかれると、それなりの衝しよう撃げきを受ける。危あやうく後ろに倒たおれるところだった。

「ちょっと待て……離はなれろ」

　俺おれは氷雨ひさめを引きはがしにかかるが、今日はいつも以上に力が入っていた。

「いーやーよ。ヒメだけ仲間外れにしてぇ。許さないんだから」

「それはお前が仕事だったせいだろ」

「だったら、せめて連れん絡らくしてよね」

「どうやってだ？」

「ふっふっふ……聞いてよ、セイちゃん。ヒメもついに修得したわ」

　ようやく俺おれから離はなれると、氷雨ひさめはスマホを取り出しながら得意げに微ほほ笑えむ。

「使えるのか？」

「もちろんよ」

　そう言うと氷雨ひさめは──スマホの画面を叩たたき始めた。拍はく手しゆでもするかのような強さで。

　バンバンと、かなり乱暴にスマホを叩たたきながら、段々と彼かの女じよの顔色が曇くもっていく。

「あれ？　なんで？　おかしいわね……さっきはこれで……」

　そして最終的に──バキッ、と音を立ててスマホの画面が割れてしまった。

「…………軟なん弱じやくね」

　氷雨ひさめが冷めた顔でつぶやく。今年に入って何度、この光景を見ただろうか。

　こいつは超ちようが三回つくほど不器用で、特に機械類が苦手なのだ。当然スマホなど使えるわけがなく、連れん絡らくを取るのにも苦労していた。

「セイちゃん……お願いだから、ヒメと交こう換かん日につ記きをしてぇ」

　わざとらしく瞳ひとみを潤うるませ、氷雨ひさめが迫せまってくる。これも毎度のことだ。違ちがうのは、今回に限り相手をする奴やつがいたことか。

「いいよー、わたしが交こう換かん日につ記きしてあげるね、氷雨ひさめちゃん」

　ナチュラルに加わってきた真ま奈なの発言に、氷雨ひさめの顔が引きつる。

「あなたじゃ意味がないんだけど。ヒメはセイちゃんとしたいの」

「それじゃわたしと、ユセイくんと、氷雨ひさめちゃんでしよ──あっ、リヴちゃんも！」

「違ちがうでしょ！　そういうことじゃないのよ！　ていうか、あなたホントになんなのよ！」

　ヒステリックに氷雨ひさめが叫さけぶ。妙みように芝しば居いがかっているのは、女優としての性さがなのか。

「サトリスは調子に乗りすぎ。役に立ってないくせに……」

「なんですって？」

　リヴの言葉に、氷雨ひさめが気色ばむ。今度はそっちで騒さわぐつもりか。

　さすがにため息が出てしまう。と、真ま奈ながじっと俺おれを見つめ、尋たずねてくる。

「ねぇ、ユセイくん。なんでリヴちゃんは氷雨ひさめちゃんのことをサトリス？　って呼ぶの？」

　普ふ段だんはとぼけまくっているくせに、そういうところだけは鋭するどいんだな。

「こいつもアンクースだからだよ」

　もう面めん倒どうなので適当に答えてしまった。するとまた氷雨ひさめが騒さわぎ始める。

「セイちゃんってば『こいつ』はないでしょ。あっ、でもそれってなんか夫ふう婦ふっぽいかも」

「サトリスは名前。Ｃランクのアンクース。大したことない」

　リヴが付け加える。と、氷雨ひさめがムキになりだした。

「大したことあるわよ！　能力だってすごいんだから。見てなさいよ」

　黒くろ髪かみの女優は眼鏡を取り、さらに左目のコンタクトレンズを外す。と、現れたのは鮮あざやかな青色の瞳ひとみ。しかしそれを見た真ま奈なの反応は、やはりズレていた。

「すっごーい。いりゅーじょんだね！　さすが氷雨ひさめちゃん」

「違ちがうわよ！　アンクースとして生まれたせいで、左目だけ青になっちゃったの。だから普ふ段だんは黒のカラコンで隠かくしてるのよ。それにね、ただ青いだけじゃないんだから」

　氷雨ひさめの左目が青い光を放ち始める。真っ暗な部屋でも本が読めるほど強きよう烈れつな光だ。

　まっすぐ見つめられていた真ま奈なは当然、目をつぶっていた。

「真ま奈なちゃん。あなたはいま──って、なに考えてるのよ？　『ゴーストイリュージョンでやってたっけ』って、だからマジックじゃないって言ってるでしょ！」

「わー、なんで考えてることがわかったの？」

「それはね、人の心の中が読めるからよ。これがヒメの第一の能力」

　屋上に他の生徒はいないからいいが、わざわざやって見せる必要はないだろ。

「だってぇ、そうしないと信じないでしょ」

　俺おれのモノローグに氷雨ひさめが答える。気をつけたつもりだったが、視界に入っていたのか。

「ふふっ、無む駄だよ。ヒメはいつだってセイちゃんを視界に入れてるんだから……あっ、真ま奈なちゃん、いま『どういう意味？』って思ったでしょ」

「うん！　思ったぁ！」

「ヒメの視界の中にいる人間は、みんな自動的に心の声が聴きこえてくるのよ」

「じゃあ視界の外にいれば心が読まれないってこと？」

　真ま奈なは素す早ばやく氷雨ひさめの後ろへ回り込こんだ。が、それに応じて氷雨ひさめも後ろを振ふり向むく。

「甘あまいわね！」

「わー、にっげろー、アハハハハ」

　そこからは追いかけっこだ。真ま奈なは跳はねたり飛とんだりしながら、楽しそうに屋上を逃にげていく。氷雨ひさめも意地になって追いかける。

「そこら辺にしておけよ」

　と言ったところで二人は聞いちゃいない。そしてついに、俺おれの危き惧ぐしていたことが起きた。

「えへへ、じゃあ、こっちに逃にげちゃえー」

　真ま奈なは昇しよう降こう口のドアを開け、校舎内に入って行ってしまった。

「ちょっと、卑ひ怯きようよ！」

　あろうことか、氷雨ひさめもつられて校舎内へ駆かけ込こんでいく。左目から青い光を放ったまま。

「冗じよう談だんだろ……」

　止めないと大おお騒さわぎになる。けど、もう追いかける気力も湧わいてこない。

「ワタシが捕つかまえてくる……？」

　リヴの提案に「頼たのむ」と一言だけ答えるのが精いっぱいだった。
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　本当は帰りたいところだったが、ちょうど氷雨ひさめもいることだし、俺おれは問題の解決を目指すことにした。そのためには落ち着いて話せる場所が必要だ。

　というわけでやって来たのは、学校近くにあるレストラン『アルゴー』だ。

　この店は、遠目からだと完全に豪ごう華か客船に見える。そのせいもあってか、相当な人気を獲かく得とくしていた。とはいえ、普ふ通つうの高校生にはまず縁えんがないところだ。

　短い桟さん橋ばしを渡わたった先にある入口は華はなやかに飾かざられ、ドアガラスの向こうには上品なウェイターが控ひかえている。初めての客は普ふ通つう、この時点で入るのを躊躇ためらうはずなのだが。

「ユセイくん、船だよ、船！　今から世界一周の冒ぼう険けんに行くの？　行っちゃうの!?」

　真ま奈なは大興奮で俺おれの服を引っ張っていた。それに対たい抗こうするつもりか、反対側から氷雨ひさめが腕うでを引く。リヴが二人を引ひき離はなしてくれないと、まともに歩くことさえ困難な状じよう況きようだった。

「こんなところで騒さわいでないで、さっさと行くぞ」

　店のドアを開けて中に入ると、上品ぶった若いウェイターに出で迎むかえられた。彼かれはこっちが高校生の集団ということで下に見たのだろう。嘲あざけるような笑えみを浮うかべ、

「すみません。当店は、格式に見合わぬ方の入店はお断りさせて頂いておりますので……」

　門もん前ぜん払ばらいをしようとした。それに「むっ」と反応したのは、意外にもリヴだった。しかも鼻をひくひくと動かしている。何か気になったのか。理由を訊きこうとしたところで、

「はあ？　あんた、誰だれに向かって言ってるのかわかってんの？　セイちゃんよ？」

　キレた氷雨ひさめに邪じや魔まされてしまう。しかし、なぜ俺おれの名前を出すのか。それに、サングラスは取るなと忠告したはずだよな？

「えっ、あなたは……」

　若いウェイターは氷雨ひさめの顔を見て驚おどろいていた。そりゃ目の前に超ちよう有名な女優様が現れれば、驚おどろきもするだろう。しかも怪あやしい連中と一いつ緒しよなのだ。

　どうかＳＮＳに書かき込こまれませんように。と願っている間に、店の奥おくから別のウェイターがやってきた。白しら髭ひげを綺き麗れいに整えた彼かれは、俺おれたちに対して大おお仰ぎように頭を下げる。

「ようこそおいで下さいました。織お田だ様。彰あきら様がお待ちです」

　若い方のウェイターも慌あわてて頭を下げていた。なんだか申し訳ない気分だ。

　白しら髭ひげのウェイターに先導され、俺おれたちはフロアのど真ん中を歩いていく。

　そこは三階まで吹ふき抜ぬけになった開放的な部屋で、天てん井じようの真ん中には大きなシャンデリアが吊つり下さげられている。壁かべや柱は白色で統一され、床ゆかには赤の絨じゆう毯たん。黄こ金がね色いろの光が室内を照らし出し、まるで宮中舞ぶ踏とう会でも開かれるかのごとく華はなやかな空間を作っている。

　広い室内には数多くのテーブルが並んでいるが、すでに満席だった。客たちはここぞとばかりに着き飾かざり、特別な雰ふん囲い気きに酔よっている。

　そんな中を、ブレザー姿の学生集団が歩いていく。しかも、俺おれ以外の三人はかなり目立つ見た目をしている。当然、注目の的だ。驚おどろくくらいならまだいい。あからさまに眉まゆをひそめたり、ウェイターに文句をつける客までいた。

　まあ半分くらいはこっちが悪いのだけれど。

「わー、見て見て！　お城みたいだよ。広ーい。ここでいりゅーじょんしたいなー」

　真ま奈なが大興奮で騒さわぎまくっている。リヴに腕うでを摑つかませておいてよかった。離はなしたら、きっとフロア中を走り回っていたことだろう。

　本当に周りの客の視線が痛い。でも他に集まれる場所もないのだから仕方ない。とにかく、これ以上は目立たないようにしよう──そう思った時だった。

「待っていたぞ、由ゆ星せい！」

　突とつ然ぜんの大声が空気を震ふるわせる。

　その声の主は、奥おくにある大階段の上で仁に王おう立だちをし、こっちを見ていた。

「もう準備は整っている！　早く来るんだ！」

　有う珠す条じよう彰あきらは、馬ば鹿かみたいな大声で呼びかけてくる。この時ばかりは、俺おれもあの銀ぎん髪ぱつマッチョ野や郎ろうを本気で殴なぐろうかと思った。




　レストランは上階がプライベートフロアと呼ばれる造りになっていた。四階、五階、六階にはそれぞれ個室が置かれていて、ここには一いつ般ぱんの客は入れない。いわゆるＶＩＰルームだ。

　中は、まるで高級ホテルのスイートルームと見み紛まがうほど豪ごう華かで広い。その一室に入り、全員がソファーに座すわるのを待ってから、俺おれは話し始めた。

「まず言っておくが……氷雨ひさめ、さっき学校でやったようなことは、もうナシだからな」

「なんでヒメなのよ、セイちゃん？　真ま奈なちゃんが逃にげるのが悪いんでしょ」

「だからって、あの状態で追いかけたら大変なことになるだろ」

　氷雨ひさめに最低限の忠告だけはしておいた。すると有う珠す条じようが便乗して不満を漏もらす。

「まったく、本当にいい迷めい惑わくだな、君は。いつもいつも……」

「はあ？　誰だれが迷めい惑わくなのよ？　だいたい、なんであんたがここにいるのかしら？」

「僕ぼくは店のオーナーだからな」

「セイちゃんのためにこの部屋を年間契けい約やくしてるのはヒメなんだけど？」

「こちらにも客を選ぶ権利がある」

「そのセリフ、今度テレビで言ってやろうかしら。オーナー様のお言葉として」

「なっ……相変わらず卑ひ怯きような女だ」

「あんたが部屋にいるのが悪いんでしょ。セイちゃんもそう思ってるわよ」

「いいだろう。では、由ゆ星せいに決めてもらおうじゃないか」

　氷雨ひさめと有う珠す条じよう。この二人は相あい性しよう最悪で、顔を合わせるとすぐに口論を始める。しかも最終的に俺おれを巻まき込こもうとするのだから性た質ちが悪い。

「騒さわぐなら二人とも出て行ってくれ」

　俺おれはうんざりしながら窓の方へ視線を向ける。と、真ま奈なと目が合った。

「ユセイくんと氷雨ひさめちゃんって、すっごく仲良しさんなんだね」

　今さらどこに注目しているんだ？　というか、妙みような勘かん違ちがいはしないでほしい。

「でしょ？　真ま奈なちゃんもそう思うわよね？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらから一転、氷雨ひさめは明るい表情になると、身体からだごと俺おれに引っついてきた。

「わたし、氷雨ひさめちゃんってもっとクールな人だと思ってたなぁ。演技以外では笑わないって、ゴーストイリュージョンのインタビューでも言ってたよね？」

「あなた、あの映画、本当に好きね……。でもその通りよ。何も間ま違ちがっていないわ。ヒメが感情を表に出すのって、セイちゃんがいる時だけだもの」

「そうなの？」

　なぜ俺おれに訊きくのか。それに、どうしてお前まで近づいてくるんだ、真ま奈な。

「そうよ。親の前でも笑った記き憶おくはないわ。セイちゃんだけが特別なの」

　氷雨ひさめが熱っぽい吐と息いきを耳元に吹ふきかけてくる。背筋がゾクリとした。

「一応、言っておくけどな。このソファーは二人掛がけだ」

　しかし真ま奈なも氷雨ひさめも完全に無視だ。俺おれを挟はさみ込こんで、両サイドに無理やり座すわっている。抜ぬけ出だそうにも、がっちり腕うでを摑つかまれて動けない。

「セイちゃんはね、ヒメを救ってくれたの」

　そして氷雨ひさめは聞かれてもいないことを、勝手にベラベラと喋しやべり出した。

「ヒメは物心つく前から芸能界にいてね、周りの人間の心を読んでいたの。みんな、ひどいことばかり考えてたわ。嫌いやになるくらい。そのせいもあって、ヒメはアンクースの力が本格的に覚かく醒せいしちゃって……でも、セイちゃんが助けてくれて……」

　熱心に語っているところを悪いが、これ以上、俺おれの恥はじをさらされるのはごめんだ。

「いい加減に離はなれろ」

　氷雨ひさめを引きはがしにかかる。しかし今日はやたらと力が入っていた。

「いーやーよ。セイちゃんはヒメが目を離はなすと、すぐに他の女の子に手を出すんだから」

　氷雨ひさめはちらりと真ま奈なの方を見る。つられて俺おれも視線を向ける。と、まん丸の瞳ひとみと目が合った。

「ユセイくんって、すぐ女の子に手を出すの？」

　果たして彼かの女じよはその意味を正確に理解したのだろうか。ニコニコ笑え顔がおは変わらないけれど、普ふ段だんより圧力を感じる──のは、俺おれにやましいことがあるからか。いや、ないけど。

「あのな──」

　誤解するなよ、と言おうとした。その時──。

　コンコンと、ドアをノックする音が聞こえてきた。

　一いつ瞬しゆん、室内に緊きん張ちようが走り、全員が俺おれを見る。しかし、さすがに問題はないだろう。と、俺おれは目だけで合図する。そして有う珠す条じようがドアを開けた。

　現れたのはウェイターだった。飲み物を持ってきたようだ。彼かれは有う珠す条じように促うながされ、全員分をテーブルに配置する。それからいきなり俺おれたちに向かって頭を下げてきた。

「先ほどは失礼しました」

　よく見れば、店に入る時に対応した若いウェイターの彼かれだ。
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「彰あきら様のご学友とは知らず、無礼な振ふる舞まいを致いたしました」

「別に気にしてないので大だい丈じよう夫ぶですよ」

　俺おれは穏おん便びんに済ませようとした。が、突とつ如じよとして派手な格好の女子がウェイターに近づき、鼻をくんくんし始める。おかげで、危あやうく変な声を上げるところだった。

「いや……気にしないでくれ。君はもう下がっていい」

　有う珠す条じようが慌あわてて彼かれを部屋から追い出した。すると、さっそくリヴが口を開く。

「コクウェンの臭におい」

　この一言には、さすがに俺おれも驚おどろかされた。

「……あのウェイターなのか？」

　問いかけに、リヴは黙だまったまま真顔でうなずく。と、今度は有う珠す条じようが俺おれに尋たずねてくる。

「もしかして例の切きり裂さき魔まのアンクースの話か？　彼かれがそうなのか？」

「有う珠す条じよう、さっきのウェイターのことを教えてくれ」

「教えるといっても、三か月ほど前に入ったばかりだからな。名前は汐しお沢ざわ正まさ人と。料理人志望だったが、まだ技術に乏とぼしくて、修しゆ行ぎようしながらウェイターとして働いている。確か、遅ち刻こくが多いと聞いたな。昨日もそれで叱しつ責せきを受けていたよ」

　そういえば昨日、コクウェンを追って駅前広場から走ったな。位置関係を考えると、このレストランに向かっていてもおかしくはない。遅ち刻こくしていたら走るだろうし。

「それにしても、まさかこんなところに潜ひそんでいるとはな……」

「由ゆ星せい、彼かの女じよが言うなら、汐しお沢ざわがアンクースで間ま違ちがいないよな？」

「仮にそうだったとしたら、どうするんだ？」

「殺す」

　有う珠す条じようが重い一言を吐はき出した。わかっている。この男だってそこまで単純じゃない。様々なことを考こう慮りよし、自分の感情とも折り合いをつけ、覚かく悟ごした上で口にしたのだ。

　ただ、この場にいる彼かの女じよのことを考えてほしかった。

「殺すって……？」

　真ま奈なは笑え顔がおのまま俺おれを見つめ、首をかしげていた。だけど詳くわしく説明するのは……。

「アンクースは殺さないと魂たましいを回収できない」

　俺おれが躊躇ためらっている間に、リヴが答えていた。

「魂たましいの回収方法は二つ。『肉体破壊ボデイークラツシユ』と『心理篭絡ハートフオール』。『肉体破壊ボデイークラツシユ』は人間の肉体を破は壊かいし、強制的に魂たましいを排はい出しゆつさせる。『心理篭絡ハートフオール』は、アンクースの心理的な弱点をついて魂たましいを取り出す」

「魂たましいのいりゅーじょん……？」

　リヴの説明が簡潔すぎたせいか、真ま奈なはあまり理解していないようだった。でも、それならそれでいい。どんな風に話したところで、結局は命を奪うばうための手順でしかないのだ。

「由ゆ星せい、今回ばかりはボディークラッシュを選せん択たくすべきだ」

「まだ彼かれがアンクースだとは確定してない。それならまずハートフォールを試ためす」

「七つの激情も特定できていないのにか？　それでまた被ひ害がいを拡大させるつもりか？」

　有う珠す条じようの言いたいこともわかる。でも、やはり俺おれには譲ゆずれないものがある。

「有う珠す条じよう、この一件は俺おれの仕事だ」

「由ゆ星せい。君という奴やつは……。しかし彼かれはこの店の従業員なんだし──」

　有う珠す条じようが食い下がってくる。そこへ、二人の女子が立ちはだかった。

「ごちゃごちゃうるさいわね！　セイちゃんが決めたことなら、あんたは黙だまって従っていればいいのよ！　ただの脳筋のくせに、もっともらしい屁へ理り屈くつを述べるんじゃないわよ！」

　氷雨ひさめはいつにも増して怒いかりを露あらわにしていた。有う珠す条じようの割り切り方が気に入らないのだろう。表情こそ変わらないが、それはリヴも同じようだ。

「コクウェンを見つけたのは、ワタシ。ワタシはユセイのために見つけた」

　怒いかり顔の女優と、真顔のギャル。二人に睨にらまれ、さすがに有う珠す条じようもたじろいでいた。

　室内が緊きん張ちよう感に包まれる。そんな中、ちょいちょいと真ま奈なが俺おれの服を引っ張ってくる。

「ユセイくん、七つの激情……ってなに？」

「七つの激情とは『嫌けん悪お』、『強ごう欲よく』、『嫉しつ妬と』、『憤ふん怒ぬ』、『色欲』、『傲ごう慢まん』、『憂ゆう鬱うつ』のことだ。この七つは、アンクースが人間に転生する時に持ってしまった激しい感情で、自分以外の人間に対して向けられるんだ。非常に危険で、人間を傷つける元になる」

「じゃあリヴちゃんと氷雨ひさめちゃんも持ってるの？」

「今回は理解が早いな。ああ、二人とも七つの激情のうち一つずつを持ってるよ」

「おー、すごーい。なんかかっこいいね」

　本当にちゃんと理解しているのかいないのか、真ま奈なの感想はやっぱりズレている。

「かっこいいわけじゃない。危険なものだって言ったろ」

　一応、注意しておいた。すると氷雨ひさめが自ら補足し始める。

「でも心配しないで。危険って言っても、ヒメの激情は『傲ごう慢まん』だから。自分で言うのもなんだけど、せいぜい人当たりがキツくなる程度よ」

　間ま違ちがってはいないが、随ずい分ぶんと過小申しん告こくしたものだ。

「ワタシは……『憂ゆう鬱うつ』。一番、害がない」

　こっちは本当だ。能力だけなら、リヴは神さえ殺せるほどの危険な怪かい物ぶつ。それがいま、こうして一いつ緒しよにいられるのは、七つの激情が最も穏おだやかだったことによる。

「アンクースは必ず激情を一つ持ってる。ハートフォールするには、七つの激情のうちのどれを持ってるか突つき止とめて、対応する『七つの感かん慨がい』を与あたえる必要がある」

　リヴは淡たん々たんと説明を追加していた。真ま奈なが理解しているかどうかは気にしていない様子だ。

「七つの感かん慨がいは、七つの激情を抑おさえ込こめる。嫌けん悪おは『絶望感』。強ごう欲よくは『喪そう失しつ感』。嫉しつ妬とは『屈くつ辱じよく感』。憤ふん怒ぬは『疲ひ弊へい感』。色欲は『親愛感』。傲ごう慢まんは『敗北感』。憂ゆう鬱うつは『焦しよう燥そう感』。それぞれ与あたえると、激情を鎮しずめ、肉体から魂たましいを一時的に引ひき離はなせる」

「魂たましい……あっ、思い出した！　会長さんの時に見た。虹にじ色いろの玉みたいな……だよね？」

　真ま奈なが俺おれに確かく認にんしてくるので、うなずいておいた。そこへ横から氷雨ひさめが割わり込こんでくる。

「ヒメとリヴもね、定期的にセイちゃんから感かん慨がいを与あたえてもらって、魂たましいを肉体から離はなすの。それで激情を抑おさえ込こむのよ。与あたえられた感かん慨がいが小さければ、魂たましいは自動的に引ひっ込こむわ。身体からだの外にも出ないくらいよ。でも強い感かん慨がいを与あたえられると、魂たましいは身体からだから大おお幅はばに飛び出しちゃって、自分では元に戻もどせなくなる。そういう場合はセイちゃんに戻もどしてもらうしかないのよ」

「それって、戻もどさなかったらどうなるの？」

「しばらくして消失するわ」

　氷雨ひさめの声が冷たく響ひびく。その雰ふん囲い気きに気け圧おされたのか、それとも理解を超こえたのか、珍めずらしく真ま奈なが言葉を失っていた。代わりに、今度は有う珠す条じようが口を開く。

「消失する前に魂たましいを檻ケージに入れることができれば、アンクースの討とう伐ばつは完かん了りようとなる。ただ、肉体を物理的に破は壊かいするのに比べると、ハートフォールはやはり面めん倒どうな方法だよ」

　そう感じるのは本人の自由だ。しかし、有う珠す条じようの言い方が俺おれは気に入らなかった。

「面めん倒どうかどうかで語ることじゃないだろ」

「由ゆ星せい……。だが結果は変わらないじゃないか」

「結果が変わらないなら、せめて苦しまずに死ぬ方がいい」

「君は優やさしすぎる」

　有う珠す条じようが憐あわれむような目を俺おれに向ける。と、いきなり横から氷雨ひさめが抱だきついてきた。

「いいのよ、セイちゃんはそれで！　セイちゃんが優やさしくて、命の価値を知っていて、アンクースも人間として見てくれたからこそ、ヒメたちは殺されず、ここにいられるんだから！」

　いいや。命の価値は知らないさ。俺おれは今でもずっと死にたい──命を捨てたいと思っているんだからな。

「英えい雄ゆうの中で、こんな面めん倒どうな手順を踏ふむのは由ゆ星せいくらいだよ」

　有う珠す条じようが呆あきれたように微ほほ笑えむ。その態度が、さらに氷雨ひさめを焚たきつけた。

「あんたは本当にわかってないわね！　セイちゃんがどれだけ素す敵てきな人なのか。知ってる？　セイちゃんがあんたの学園に入ったのだって、すっごく優やさしかったからなのよ」

「その話はやめろ」

　俺おれは速そつ攻こうで止めに入った。が、すでに興味を引いてしまっていた。特に、ニコニコ笑え顔がおの女子が瞳ひとみをキラキラさせ、食いついてきている。

「聞きたい聞きたい聞きたーい！　教えて氷雨ひさめちゃん！　ねぇ、お願い！」

　俺おれは氷雨ひさめを睨にらんだ。が、むしろ彼かの女じよは嬉うれしそうな顔で話し始めるのだった。

「ふふっ……あれは高校受験の日のことだった。セイちゃんは第一志望の高校に向かうためバスに乗っていたのよ。でもその日はあいにくの大雪で、街中の道が雪で埋うまっていた。バスはノロノロ運転で、ちっとも進まない。受験生は誰だれもが焦あせっていたわ。このままだと試験に間に合わないんじゃないかって」

　聞くに堪たえない。俺おれは部屋から出て行こうと思った。が、なぜかリヴに止められてしまう。

「ユセイも黙だまって聞く」

　小さな身体からだに反して、力の強い奴やつだ。おかげで続きを聞かされるハメになった。

「その時、ふいに降車ボタンが押おされ、バスが停とまった。そこは何もない住宅街だったわ。試験会場はまだまだ遠く先にある。それなのに、一人の学生が出口から降りて行った」

「わかったー、それって氷雨ひさめちゃんでしょ？　トイレに行きたかったのかな？」

　真ま奈なは見事なおとぼけを発揮していた。そのせいで氷雨ひさめの眉み間けんにシワが寄る。

「違ちがうわよ！　セイちゃんに決まってるでしょ。もちろんセイちゃんだって試験会場じゃないのはわかってたわ。じゃあ、なぜ降りたのか？　それはね、ゆっくり走るバスの窓から見つけてしまったから……一匹ぴきの子こ猫ねこを。寒い雪道の端はしに、まるで置き去りにされたようにうずくまる小さな命。セイちゃんはそれを見つけて、慌あわててバスの降車ボタンを押おしたのよ」

「えっ……じゃあユセイくんはその子を？」

「そう。セイちゃんは子こ猫ねこを助けるために受験を放り出したの。そして一日中、その子の世話をしていた。おかげで第一志望の高校には行けず、有う珠す条じよう学園に入ることになったのよ」

　最悪だ。ツインテール女子が潤うるんだ瞳ひとみで見つめてくる。だから嫌いやなんだ。

　と思っていたら、急に真ま奈なは何かを思いついたような顔になる。

「でも、なんで氷雨ひさめちゃんはその話を知ってるの？　一いつ緒しよにいたの？」

「ううん。一いつ緒しよにはいなかったけど、見てたのよ。コレで」

　氷雨ひさめが左目を光らせる。しかしその色は青ではなく、緑だった。

「色違ちがいのいりゅーじょん……？」

「違ちがうわよ！　これがヒメの第二能力。特定の人物の様子を離はなれたところからでも覗みることができるの。千里眼みたいなものね。それでセイちゃんのことを見張ってたのよ」

　これに関しては、俺おれも言っておくことがあった。

「お前、それは本当に使うなって言ったよな？」

「だってヒメはスマホで連れん絡らくできないし……だから様子を見ようと思って。そうしないとセイちゃんはすぐに浮うわ気きするから……」

　氷雨ひさめがちらりと真ま奈なの方を見る。と、彼かの女じよは過去最大に瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「なにそれなにそれ？　やっぱりいりゅーじょんだよね？　さすが氷雨ひさめちゃん！　すごいなー。いいなぁー。あっ、そうだ。教えて教えて！　わたしもユセイくんのこと見たい！」

　真ま奈なが迫せまってくる。その圧力はかなりのものだった。氷雨ひさめが俺おれの後ろに隠かくれたほどだ。

「ね、ねぇ、セイちゃん……この子、大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「……さあな。俺おれはお前も似たようなものだと思ってるけど」

「ひどい！　ヒメは計算高いから暴走はしないわよ！」

「より悪質だな」

　いずれにしろ、俺おれが迷めい惑わくをこうむるという点では変わらないんだよ。










　　　　　Ⅴ




　レストランアルゴーは午後十時で閉店となる。それまで、ウェイターの汐しお沢ざわの様子を窺うかがうことにした。もちろん彼かれがアンクースだった場合は、七つの激情も知る必要がある。

　だから俺おれは氷雨ひさめを連れ出し、三階通路から一階フロアを覗のぞくことにしたのだが。

「うーん、やっぱり見づらいわねぇ。サングラス、取ってもいいかしら？」

「ダメだ」

　コンタクトとサングラスで隠かくしているにもかかわらず、青い光が漏もれているのだ。ここからでも一階の客に気づかれる恐おそれがある。

「だって遠いし、人も多いし、誰だれの声なのかもわかりにくいし……疲つかれちゃった……」

　氷雨ひさめは一階フロアを視みるのをやめ、通路の柵さくに背を預けながら床ゆかに座すわり込こむ。その横に、俺おれも同じようにして腰こしを下ろした。すると彼かの女じよがそっと手を重ねてくる。

「どうした？」

　氷雨ひさめはサングラスを外し、こっちを見つめていた。左目の光が眩まぶしくて、俺おれは目を閉じる。

「ふふっ……やっぱりセイちゃんはいいなぁ。ヒメに触ふれても少しも変なことを考えない」

「なんの話だ？」

「わかってるくせに。普ふ通つうはヒメを見ただけで、男も女もロクなことを考えないんだから」

　氷雨ひさめはなまじこの能力を持つせいで、心を読まないうちは他人と距きよ離りを縮められない。しかし逆に、心を読んでしまうがゆえに他人を遠ざける結果にもなっていた。

「それで……真ま奈なは大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

「ええ、とってもいい子よ。純じゆん粋すいで素す直なおで、セイちゃんのことも……ううん、これはダメ」

「そうか。まあ詳くわしい内容まで訊きくつもりはないけど」

　アンクースは七つの激情に影えい響きようされるため、酷ひどい性格になることが多い。その点から考えると、真ま奈なは当てはまらないように思えるが。

「それじゃ、セイちゃんとイチャイチャできたし、再開するわね」

　してないけどな。と反論する前に、氷雨ひさめは一階フロアを覗のぞき込こんでいた。そして──。

「セイちゃん……いたかも」

「本当か？　どんな感じだ？」

「『人間はゴミを食う害虫だ』。『生きる価値のない奴やつが多すぎる』。『どれだけ殺してもわいてくる』。『殺したい。誰だれでもいい。今すぐ殺してやりたい』…………」

　国語の教科書でも音読するように、感情のない声で氷雨ひさめが読み上げる。聴きこえてきた心の声なのだろう。その言葉はどれもが過激で、憎ぞう悪おに満ちていた。

「あの若いウェイターの声だったか？」

「間ま違ちがいないわ」

「最悪だな……。もし彼かれがアンクースだった場合、七つの激情は『嫌けん悪お』だ」

「でも納なつ得とくだわ。だって連続殺人犯なんでしょ？　嫌けん悪おの激情を持つアンクースは理由もなく人間そのものを憎にくみ、殺したくなる。そりゃ殺人鬼きにもなるわよ」

「アンクースじゃなければ激情も持たず、事件も起こさなかったかもしれないけどな……」

　思わず口が滑すべった。氷雨ひさめが厳しい眼まな差ざしを俺おれに向けてくる。

「セイちゃん、それは言わない約束でしょ。ヒメだって、前世？　のことを思い出すたびに、なんでこんな風に生まれちゃったんだろって思うわ。でもね──」

　真しん剣けんな力強い瞳ひとみが、まっすぐ見つめてくる。放たれる光が少しだけ眩まぶしい。

「ヒメはセイちゃんと出会えた。だから自分がアンクースだったことに感謝してるわ」

　たぶん、今まで俺おれが出会ったアンクースの中で、氷雨ひさめが誰だれよりも普ふ通つうの人間らしかったと思う。元怪かい物ぶつだったことを簡単には受け入れられず、能力を持て余し、苦しんで、悩なやんで、それでも希望を見つけて、人間として必死に生きようとしていた。

　そんなところだけは、心の底から尊敬しているよ。

「やーん、セイちゃんにほめられちゃったぁ。よーし、ヒメもやる気になったわ」

　勢いきおい込こんで氷雨ひさめは一階フロアに視線を戻もどす。しかしその瞬しゆん間かん、動きが止まった。

「ヤバっ……目が合ったかも」

「早く引ひっ込こめ！」

「もう遅おそいわ……。『なんだ、あの光？』、『女？　白しら雪ゆき氷雨ひさめだ！』『なにしてる？』」

　心の声を読み上げながら、氷雨ひさめは柵さくに背を向け、ゆっくりとしゃがみ込こんでくる。

「セイちゃん、どうしよう？」

「奴やつは自分が見張られていることに気づいたのか？」

「確信はしてないと思うけど。『もしかしてオレのことを──』までは聴きこえた……」

　どうやらこれ以上は近づかない方が得策だ。と、俺おれは立ち上がる。その時だった。

「いかがなされましたか？」

　目の前に若いウェイターが現れた。汐しお沢ざわだ。随ずい分ぶんと素す早ばやいじゃないか。

「いえ、ちょっと食後の運動でもと思って……」

「申し訳ありません。彰あきら様のご友人であっても、あまり自由に店内を歩き回られると……」

　汐しお沢ざわの雰ふん囲い気きは、表面的には変わらないように見えるが。

「そうですね。じゃあ帰ります」

　俺おれは彼かれに背を向け、氷雨ひさめを連れて歩き出す。瞬しゆん間かん、風がうなった。

「──くっ！」

　氷雨ひさめの身体からだを抱だきかかえ、横に飛ぶ。しかしわずかに遅おくれた。肩かたに激痛が走る。

「セイちゃん！」

　わかっている。切られたのだろう。それにしても、想像以上に攻こう撃げき範はん囲いが広かった。

　振ふり向むくと、汐しお沢ざわは悪あく辣らつな笑えみを浮うかべていた。その両りよう腕うでの肘ひじから先が変形し、鋭するどい刃は物もののようになっている。肌はだの色も緑に変わり、まるでカマキリの前足のようだ。

「お客様、簡単には帰れませんよ」

「セイちゃん、こいつヤバい」

　緊きん急きゆう事態とあって、氷雨ひさめも遠えん慮りよなく能力を使っていた。

「ヤバいのは見ればわかる」

「違ちがう。こいつ……『もう人間は手て当あたり次し第だいに殺してやる』って」

　覚かく醒せいしたか。できればハートフォールで討とう伐ばつしたいが、それには準備が必要だ。特に『絶望感』を与あたえるには、ある程度の環かん境きようを整える必要がある。

「セイちゃん、もうハートフォールは無理よ」

　かもしれない。だが、仮にボディークラッシュをするにしても、簡単にはいかなそうだ。

「なんだ、お前ら……？　その光はどういうことだ？」

「別になんでもない」

「ウソをつけぇぃッ！　答えろ！　なんなんだ、お前らは！」

　汐しお沢ざわの顔が次し第だいに歪ゆがんでいく。どうするべきか。走って逃にげても風の刃やいばに追いつかれるだろう。俺おれだけならともかく、氷雨ひさめを襲おそわせるわけにはいかない。

「あんたこそ……自分が何をしてるのかわかってるのか？」

「くくっ、わかってるさ。オレは人間どもを切り刻むために生まれてきたんだ！」

　汐しお沢ざわが腕うでを振ふり上あげる。ちょうどその時──、

「由ゆ星せいっ！」

　大声と共に、通路の向こうに銀ぎん髪ぱつの男が現れた。有う珠す条じようはその手に巨きよ大だいな剣けんを握にぎりしめ、駆かけてくる。汐しお沢ざわは一いつ瞬しゆんだけ硬こう直ちよくした。が、すぐにカマキリのような腕うでを振ふる。まだ距きよ離りがあったので、有う珠す条じようは甘あまく見みていたのだろう。

「ぐはっ──」

　いくつもの風の刃やいばを食らって後ろに吹ふっ飛とんだ。

「油断するな！」

　声をかけると、銀ぎん髪ぱつのマッチョはすぐに起き上がってきた。自じ慢まんするだけあって、身体からだは傷ついていないようだ。

「お前まで、いったいどうなってやがる……」

　汐しお沢ざわは動どう揺ようしていた。でも絶望と言えるほどの精神ダメージは与あたえられていないか。

　と思ったら、汐しお沢ざわがこっちに走ってくる。俺おれは氷雨ひさめを後ろに隠かくし、待ち構えた。

　しかし奴やつは直前で横に飛び、柵さくを越こえて一階のフロアへ落ちて行く。

「しまった！」

　一階フロアは、大勢の客で賑にぎわっていた。そんな中、汐しお沢ざわが能力を使う。風に乗った刃やいばが室内に吹ふき荒あれ、壁かべを、床ゆかを、テーブルを──人を切りつける。おかげで、辺りは一気にパニック状態だ。客たちは悲鳴や怒ど号ごうを上げながら、我先にと店から飛び出して行った。

　すぐに有う珠す条じようが大階段へ向かった。俺おれも柵さくを越こえ、下に飛び降りようとしたが、

「ユセイくん！」

　声をかけられた。通路の向こうに真ま奈ながいる。リヴも一いつ緒しよだ。

「なにしに来た？」

「えっとー、冒ぼう険けんかな？　あっ、でもユセイくんが帰ってこないから心配もしてたし」

　真ま奈なは相変わらずだ。俺おれも今さら咎とがめる気はない。ただ、少しだけじっとしていてほしい。ここにいれば安全のはずだから。

「リヴ……真ま奈なのことを頼たのむぞ」

「ワタシは手伝わなくていい？」

「ああ、有う珠す条じようもいるしな。お前らは絶対にここを動くなよ」

　三階通路に真ま奈な、リヴ、氷雨ひさめを残し、俺おれは階段を駆かけ下りた。




　有う珠す条じようは巨きよ大だいな剣けんを構え、一階フロアの中央を睨にらんでいた。その隣となりに並ぶと、汐しお沢ざわが不快なノイズ混じりの声で話しかけてきた。

「お前らはいったい何者だ？」

　少し離はなれた場所に立つウェイターの姿は、もう巨きよ大だいなカマキリと言っていいくらいに変へん貌ぼうしていた。こちらに向けられる目も、不気味な複眼だ。

「僕ぼくは有う珠す条じよう彰あきら。君を討とう伐ばつする者──英えい雄ゆうだ！」

「英えい雄ゆう……？　そういうことか。だが動くなよ？　大勢の人間が死ぬぞ」

　一階フロアには、多くの人が血を流し倒たおれていた。この状じよう況きようで奴やつがまた能力を使えば、確実に被ひ害がいが拡大する。こうなると、迂う闊かつに動くわけにはいかない。

「由ゆ星せい……僕ぼくが飛とび込こむ。君は援えん護ごを」

　有う珠す条じようが小声で提案してくる。だけど賛同できない。

「一か八かすぎる。あいつが能力を使う方が早い」

「君の神器を使え。他に方法はないんだ」

「簡単に言うなよ。一回十年だぞ」

「不死が十年延のびるのと、周りにいる人間の命。君にとって、それほど難しい選せん択たくか？」

　他ひ人と事ごとだと思いやがって。けれど実際、他に良いい案があるわけでもない。

　俺おれはポケットから『麻あさ袋ぶくろ』を取り出し、右手を突つっ込こむ。外から見ると拳こぶしが入る程度の大きさの袋ふくろだが、中は無限の空間が広がっているような感覚を受ける。

　──力を貸せ！

　念じながら、広げた手を握にぎる。と、何かを摑つかんだ。そのまま、袋ふくろから腕うでを引ひき抜ぬく。

　俺おれの右手が握にぎっていたモノ。それは、一本の笛だった。細く、長さは二十センチもない。材質は竹のよう。牛うし若わか丸まるが橋の上で吹ふいていそうな笛だ。

　いったい、どんな効果があるというのか。だが、この状じよう況きようで出てきたのだから、今の俺おれの要求に叶かなったアイテムなのは確かだ。

「由ゆ星せい、いけるか？」

「たぶん問題はない」

　笛なら吹ふけばいいのだろう。と、俺おれが腹をくくったと同時に、有う珠す条じようが走り出す。

　ウェイター姿の怪かい物ぶつがカマキリのような両りよう腕うでを振ふる。風が唸うなり、刃やいばが生まれた。

　俺おれは笛に口を当て、思いきり息を吐はき出す──直後、疾しつ風ぷうが室内を駆かけ巡めぐる。

　その疾しつ風ぷうが、怪かい物ぶつの生み出した風の刃やいばをかき消した。

「なんだ!?　どういうことだ──」

　自らの能力を相そう殺さいされ、汐しお沢ざわは驚きよう愕がくしていた。そこへ有う珠す条じようが突つっ込こむ。敵を目がけて、巨きよ大だいな剣けんを振ふり下ろす。捉とらえた。だが──、

　ギャイィン、という不快な金属音が響ひびく。

　有う珠す条じようの剣けんは、怪かい物ぶつの細い腕うでに受け止められていた。さらに奴やつは剣けんを受け止めたまま、もう一方の腕うでを振ふる。その寸前で、俺おれは笛を吹ふいた。

　疾しつ風ぷうが風の刃やいばを相そう殺さいし、有う珠す条じようは俺おれの隣となりまで飛とび退のいてくる。

「むぅ……奴やつの身体からだは鋼鉄のようだ。由ゆ星せい、何か他の武器は出せないか？」

「俺おれの『パンドラの袋ふくろ』が使えるのは、一日に一回だ」

「では、どうする？　僕ぼくの『ラミアソード』が通じないとなると、もうお手上げだぞ！」

　だからこそ頭を使えと言いたいところだが、俺おれにも良いい考えがあるわけじゃない。向こうの能力は防げても、奴やつにダメージを与あたえられないのでは意味がない。

　しばらく無言で睨にらみ合あう。決め手を欠くのは、向こうも同じか。いや、そう思っていただけだ。あの虫のような眼めがどこを見ているかなんて、正直なところ把は握あくしていなかった。

　そして俺おれは、奴やつが思っていた以上に賢かしこかったことを知る。

「そういえばお前ら……女がいたな」

　汐しお沢ざわがニヤリと笑い、有う珠す条じようが階段の方を振ふり向むく。隙すきができた。奴やつが動く。

　行かせるかよ──俺おれはカマキリの怪かい物ぶつに向けて走り出した。が、待っていましたとばかりに奴やつが両りよう腕うでを振ふるった。

「──ッ」

　笛を吹ふくしかなかった。するとその隙すきに、汐しお沢ざわは信じられない跳ちよう躍やく力を見せ、一気に三階の通路まで飛び上がった。

　しかし、あそこで待つのはリヴだ。あの程度の奴やつに後おくれは取らないはず──。

　焦あせる気持ちを抑おさえ込こみ、俺おれは走った。階段を駆かけ上あがり、三階の通路にたどり着く。

　そして目に飛とび込こんできたのは──奇き妙みような光景だった。

「どういうことだ……？」

　リヴが犬耳としっぽを生やしている。半分ほど本気になったということだ。髪かみも乱れているし、攻こう撃げきを受けて反はん撃げきしようとしたのだろう。

　氷雨ひさめは表情こそ険しいものの、普ふ段だんと変わったところはない。

　そして真ま奈なは……首をかしげていた。少し緊きん張ちようしているようだが、かろうじて笑え顔がおのままだ。

　彼かの女じよたちは三人とも無事のようだった。でも肝かん心じんの怪かい物ぶつの姿が見当たらない。

「あいつはどこに行った？」

　リヴに視線を向けてみるが、相変わらずの無表情のまま、こちらもこてりと首を横に倒たおす。

「氷雨ひさめは？　何が起きたんだ？」

「ヒメにもわからないわ。人型のカマキリみたいのが襲おそってきて、リヴが髪かみを少し切られて、反はん撃げきしようとしたんだけど……いきなり目の前で消えちゃったのよ」

「消えた？　どういう意味だ？」

「そのままの意味よ。パッと、電気が消えるみたいにいなくなったの」

「どこへ行ったのか、氷雨ひさめの能力で特定できないか？」

「あっ、そうだったわ。やってみる」

　氷雨ひさめの左目が緑色に光る。この能力なら、目の前にいない者の姿も見られるはずだが。

「あれ？　おかしいわね……。見えないわよ、あのカマキリのウェイター」

「なんでだ？　遠すぎるのか？」

「それはないわ。だってブラジルロケの時、日本にいるセイちゃんの姿を観察してたし」

　こいつは人のプライバシーをなんだと思っているのか。

「今までに覗みようとして見えなかったことはあるか？」

「見えなかったのは、覗みようとしたその人が……死んでた時よ」

　考えられなくもない。とはいえ、可能性がゼロではない、という程度の話だ。それなら、まだ何かしらの能力を使って隠かくれている可能性の方が高い。

「とにかく油断はするな。あいつを探すぞ」

　リヴと氷雨ひさめ、後ろに控ひかえていた有う珠す条じように声をかける。と、真ま奈なの姿が目に留まった。彼かの女じよは少しぼうっとしたような笑え顔がおで俺おれを見つめていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、平気……。さっきね、目の前で大きな虫さんが消えちゃったんだよ」

「ああ、らしいな。どんな感じだったか、詳くわしいことは覚えてるか？」

「瞬しゆん間かん移動のマジックみたいだったよ。ハッ！　もしかして、わたしがやったのかも」

「……なに言ってんだ？」

「無意識にやったんだよ。ほら、こんな感じで……いっつ、いりゅーじょーん」

　真ま奈ながニコニコ笑え顔がおで言った。次の瞬しゆん間かん、まるで全身にぬるい泥どろを塗ぬられたかのような感覚を味わった。そして同時に、視界が飛んだ。
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　我に返ると、俺おれは浜はま辺べにいた。見覚えのない場所だ。海は底が見えそうなほど透すきとおり、遠く水平線まで続いている。足元の砂は真っ白。青い空は高く、雲は一つもない。そして背後には草木の生おい茂しげる森がある。

　綺き麗れいな場所だった。旅行会社のパンフレットに載のっている南の島を思い出す。

「ユセイくん……」

　真ま奈ながすぐ隣となりに立っている。かと思えば、彼かの女じよはいきなり抱だきついてきた。

「やったー、できたー、成功だよ！　瞬しゆん間かん移動マジックだよ！」

　真ま奈なはツインテールを振ふり回まわしながら、大はしゃぎしていた。よほどマジックが成功したのが嬉うれしかったのか──って、ちょっと待て。

「落ち着け。一回、落ち着いて俺おれの話を聞いてくれ」

　彼かの女じよの両りよう肩かたに手を置き、少し強ごう引いんに動きを止めた。

「どうしたの、ユセイくん？」

「まず訊きいておくが、ここはどこだ？」

「さあ？」

「それじゃもう一つ訊きく。これはお前がやったんだな？」

「……たぶん。うん、そうだよ。わたしのいりゅーじょんだよ！」

　真ま奈ながニコニコ笑え顔がおで答える姿を見ていたら、俺おれはなんだか嫌いやな予感がしてきた。

「いいか？　根本的な質問をするぞ。お前が普ふ段だん、いりゅーじょんだの、マジックだのって言ってるやつだけど、ちゃんと自分の意思でやってるんだよな？」

「そうだよ。わたしがやろうと思ってやってるよ。ほら、見てて」

　真ま奈なはハンカチを取り出し、自分の片手を隠かくす。それから、すぐにサッと引く。と、その下から巨きよ大だいな蒸籠せいろが出現した。

「いっつ、いりゅーじょーん！」

　手品が成功し、彼かの女じよが決まり文句を口にする。ここまでの一連の流れを、俺おれは瞬まばたきもせずに見ていた。だが、どんな仕し掛かけになっているのか全くわからなかった。

「なあ、教えてくれないか。その手品って、どんな仕組みになってるんだ？」

「えっ？　仕組みってどういう意味？」

「タネだよ。手品の仕し掛かけがあるはずだろ」

「ないよ」

「ないはずないだろ」

「だって『タネも仕し掛かけもありません』って言うよね？」

「それはお決まりの口上だ。本当は仕し掛かけがあるけど、ないって言うわけで……。だってそれなら、どうやってハトとか蒸籠せいろが出てくるんだ？　どこから？」

「えー？　そんなのわからないよ。出てきてほしいって思ったら出てくるんだもん」

「じゃあ紙を食べたりしたのは？　瞬しゆん間かん移動したのは？」

「こんないりゅーじょんがしたいって思ったら、大たい抵ていのことはできちゃうんだよ」

「タネも仕し掛かけもないのにか？」

「うん、だってマジックってそういうものでしょ」

「違ちがう。本当にタネも仕し掛かけもない手品があったら、それこそ〝魔法マジツク〟だろ」

　俺おれの言葉に、真ま奈なは笑え顔がおのまま首をかしげる。どうやら理解できていない様子だ。

　ということは──そうか。俺おれの嫌いやな推測が当たったというわけだ。

　間ま違ちがいない。真ま奈なは無意識に、何かしらの能力を使っている。アンクースとしての。

　となると考えるべきは、これからのことだ。真ま奈ながアンクースだと確定すれば、当然アテナは討とう伐ばつするように言ってくるだろう。そうなったら俺おれは──。

「ユセイくん……大だい丈じよう夫ぶ？」

　声の方に視線を向けると、ニコニコ笑え顔がおのツインテール女子と目が合った。すると彼かの女じよは、肉まんを半分に割って差し出してくる。

「はい、あげるから元気出してね」

　断る気力もなく、それを受け取ってしまった。思った以上に熱い。けれど真ま奈なは嬉うれしそうな顔で、残りの半分にかぶりついていた。この暑い中、よく食べられるものだ。

「それにしても、ここはどこなんだ？　というか真ま奈な、元の場所に戻もどれないのか？」

「ほふぇ？　どうやって？」

「いや……お前のマジックなんだよな？　それなら元の場所にも戻もどれるはずだろ」

「そっか。やってみるね」

　真ま奈なは肉まんを片手に、集中したような顔をする。が、しばらく待ってみても何も起きない。やがてその顔が段々と難しそうになっていき──、

「うん、できない」

　ツインテール女子はぱっと明るい笑え顔がおに戻もどり、言い切った。

「冗じよう談だんじゃないぞ。どうやって帰るつもりだ？　ここは日本でもないのに」

「どうしてわかるの？」

「太陽が出てるだろ。俺おれたちはさっきまで何をしてた？」

「えっと、手品にはタネも仕し掛かけもないっていう話をしてて──」

「その前だ。レストランにいただろ。あの時がもう午後七時に近かった。それなのにここでは太陽がほとんど真上にある」

「わかったー、太陽を動かすいりゅーじょんでしょ」

　すべてそれで説明するつもりか？　というか、その仕組みも説明できていないんだが。

「どうしろってんだよ……」

　疲つかれてしまい、俺おれはその場に座すわり込こんだ。砂がかなり熱いが、もう気にする余よ裕ゆうもない。

　しばらく静かな波音だけが鼓膜をなでていた。そこへ、歌が聞こえてくる。草むらで昼ひる寝ねにでも誘いざなうような、穏おだやかなメロディー。歌っているのは真ま奈なだ。

「本当に好きだな、歌うの」

「うん……歌うと、落ち着くんだよ。嫌いやなことがあっても、悲しいことがあっても、歌うと気分がリセットされるの」

　そんなことを言う彼かの女じよだが、ニコニコ笑え顔がおは普ふ段だんと少しも変わらない。こんな子でも悲しんだり、嫌いやな思いをしたりすることがあるのだろうか。

　真ま奈なについてなんとはなしに思いを巡めぐらせていた。その時だった。

　突とつ然ぜん、背後の森から一人の男が姿を現した。ボロボロの服を着て、髭ひげと髪かみが伸のび放題。顔は日焼けで真っ黒になり、やつれていた。だが、見覚えのある顔だ。

「汐しお沢ざわか……？」

「お前たちは──。お、お願いだ……助けてくれ……」

　奴やつがかすれた声で訴うつたえてくる。さっきまで人間を殺しまくろうとしていた怪かい物ぶつとは思えないほど弱々しい。態度や雰ふん囲い気きもそうだが、完全に人間の見た目に戻もどっているのはどういうことなのか。アンクースは一度覚かく醒せいした後に能力を使えば、必ず元の怪かい物ぶつの姿に近づく。そして人間の見た目に戻もどるにはある程度の時間が必要なのだが。

　汐しお沢ざわの姿を見失ってから、まだ三十分も経たっていないはずだ。なのに、なぜ人間の姿に戻もどっているのか。それに、髭ひげや髪かみが伸のびまくっているのもおかしい。

「あんた、ここに来てどのくらいになる？」

「10日以上……もう数えてない……」

「10日だって？」

　俺おれは、やつれきった男の瞳ひとみを覗のぞき込こんでみた。虚うつろで焦しよう点てんも合っていない。正気を保つギリギリの状態のようだ。でも噓うそをついていないのはわかる。

「おい……お前のせいだろ……いい加減にしろよ……元の場所に帰してくれ……」

「残念ながら、俺おれにも帰り方はわからないよ」

　言ってやると、汐しお沢ざわは膝ひざから崩くずれ落おちてしまった。その表情は悲しんでいるようだったが、涙なみだは出てこない。かすかに開いた口の奥おくから、呻うめくような声が漏もれ聞こえてくる。

　彼かれは、これ以上ないほど絶望的な雰ふん囲い気きに包まれていた。そして身体からだからは、七色に光る玉が飛び出してこようとしている。

　後は檻ケージを投げて、魂たましいを捕とらえればハートフォールは完かん了りようとなるが。

「くそおおおぉぉぉ──」

　汐しお沢ざわがいきなり絶ぜつ叫きようし、森の中へ走って行ってしまった。逃にげられたかと思ったが、彼かれはすぐに何かを引きずりながら戻もどってくる。それは木の幹を横に並べて縛しばったものだった。

「イカダか……？」

「お前らは乗せねぇ！　ここで死ね！　オレは……オレは……逃にげてやる……くくっ……」

　叫さけぶ汐しお沢ざわの顔に、破は滅めつ的な笑えみが浮うかんでいた。魂たましいが引ひっ込こんだことを考えると、まだ希望が残っているようだ。

　そして彼かれは、イカダで海へと繰くり出だした。

　波は穏おだやかで、イカダは順調に島から離はなれていく。案外、行けるものだな。と思っていたら突とつ然ぜん、ゴンッ、という大きな音を立て、イカダが止まった。

　それは奇き妙みような光景だった。イカダはまるで前方に壁かべでもあるかのように、同じ場所に留とどまり続けていたのだ。

「ンだよおおぉぉ──またかよおおぉぉッ！」

　絶ぜつ叫きようしながら、汐しお沢ざわが前方に腕うでを叩たたきつける。見る限りそこには何もないはずだが、衝しよう撃げき音は確かに聞こえていた。

「どういうことだ……」

　汐しお沢ざわの言動から推測すると、島から少し離はなれた場所には、どうやら見えない壁かべがある。彼かれは何度も脱だつ出しゆつを試みては、その壁かべに阻はばまれたといったところか。

　しかし訳がわからない。ここは通常の空間ですらないということなのか？　そんな場所に連れてくるとは、いったい真ま奈なの能力はどういうものなんだ？

　考えている間に、汐しお沢ざわが戻もどってきた。泳いできたせいで全身がびしょ濡ぬれになっている。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　声をかけてみるが、もうまともな返事はなかった。

「お前らのせいだお前らのせいだお前らのせいだお前らのせいだ……」

　ぶつぶつ言いながら、彼かれが睨にらみつけてくる。その腕うでがカマキリに似たものに変わっていく。

「真ま奈な、逃にげろ！　走れ！」

　後ろの女子に声をかけると同時に、俺おれは汐しお沢ざわと距きよ離りを詰める。

　目の前で、風がうなった。脇わき腹ばらに痛み。でも浅い。

　ひるむことなく、俺おれは汐しお沢ざわの顔面を殴なぐった。想像以上に軽い感かん触しよく。そして奴やつは、かなり遠くまで吹ふっ飛とんで行く。

　しばらくして汐しお沢ざわは立ち上がってくるが、見た目の変化も中ちゆう途と半はん端ぱなままだった。

　もう能力を使う元気もないか。それなら後はダメ押おしをするだけだ。

「お前がどれだけ傷つけても無む駄だだ。俺おれは死なない」

「ウソを……つくな……」

「そう思うなら、好きに攻こう撃げきしてみろ。ほら、さっきの傷も、もう治りかけてるぞ」

　脇わき腹ばらに受けた傷は、実際すでにふさがりかけている。

「あっ……あぁ……」

　汐しお沢ざわの表情が一気に崩くずれていく。泣いているような、笑っているような、苦しんでいるような、不思議な顔。それは間ま違ちがいなく絶望の表情だった。

　身体からだから七色の光の玉が勢いよく飛び出している。もう自然には引ひっ込こまないレベルだ。もちろん戻もどしてやることも可能だが、さすがに俺おれもそこまで甘あまくはない。

「これでハートフォールだ」

　五百円玉ほどの大きさの檻ケージを投げる。と、それが一いつ瞬しゆんのうちに光の玉を吸すい込こんでしまう。

　直後、汐しお沢ざわは糸の切れた操あやつり人形のように倒たおれ込こんだ。

　砂の上に横たわる彼かれは、安らかな顔をしていた。見ていると、なぜか胸むねの奥おくがざわめく。この男のしたことを許せるわけじゃないが、やはり考えてしまう。これで良かったのかと。

　だけど結局、同情はエゴでしかない。それもわかっている。

「ユセイくん……大だい丈じよう夫ぶ？」

　いつの間にか、側そばに真ま奈ながいた。笑え顔がおは控ひかえめだけど、瞳ひとみは相変わらずキラキラしている。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ。俺おれはな……」

　彼かの女じよの瞳ひとみに見つめられるのに耐たえられず、俺おれは目をそらした。




　いったい、どうやって帰ればいいのか。方法を考えながら島を探たん索さくしているうちに夜がやってきてしまった。

「冒ぼう険けん、楽しかったねー」

　真ま奈なは満足そうに言うが、島は三十分もあれば一周できるくらい狭せまいし、森の中でも特に発見はなかった。おかげで食料はおろか、飲み水さえ確保できていない状じよう況きようだ。

「見て見て、ユセイくん！」

　真ま奈なが楽しそうな声を上げて指さす先。そこを見ると──、

　夜の海がキラキラ光っていた。まるで空にある星がすべて落ちたんじゃないかと思えるほど、無数の光の点が水面で煌きらめいている。

「わー、綺き麗れいだねー。そうだ、行ってみようよ！」

　彼かの女じよが俺おれの手を引いて走り出す。海に向かって、どんどん加速していく。そして波なみ打うち際ぎわまできたところで──さすがに俺おれは足を止めた。

「わっ！　っとっとっととと──」

　手が離はなれ、反動で真ま奈なはバランスを崩くずした。そして、バシャーンと派手な音を立て、頭から海の中に突つっ込こんでしまう。さすがに少し悪い気がした。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　声をかけると、真ま奈なはすぐに起き上がってきた。海面で煌きらめく光が彼かの女じよのシルエットを浮うき上あがらせる。その光景は幻げん想そう的で、なんだかこの世のものではないように見えた。

　ただ、真ま奈なはやっぱり真ま奈なのままで──、

「あはははは、だいじょーぶ！　水も温かいし、気持ちいいよー」

　そう言うと今度は、自ら海へ飛とび込こんでいった。

　しばらくのあいだ、楽しそうにはしゃぐ声が波音と混じりあって聞こえていた。こんな状じよう況きようだっていうのに、彼かの女じよは本当に楽しんでばかりだ。

　俺おれには、とてもあんな風な生き方はできないだろう。別に、したいとも思わないけれど。

　でも、なぜだろうか。彼かの女じよと一いつ緒しよにいると、少しだけ頰ほおが緩ゆるんでしまうのだ。

「まったく、敵かなわないよな……」

「あー、ユセイくん、いま笑ったでしょーっ！」

　どんな視力をしているのか、真ま奈なが遠くで叫さけぶ。かと思えば、すごい速さで泳いできた。

　海から上がり、彼かの女じよがすぐ目の前まで歩いてくる。髪かみも、顔も、服も、手足もびしょ濡ぬれになっている。不思議と潮の香かおりは感じず、シャボン玉の匂においが鼻をくすぐった。

「ねぇ、ユセイくん……一つ訊きいていい？」

　真ま奈なが静かに言葉を紡ぐ。鼻先に吐と息いきの熱を感じた。

「なんだ？」

「今も死にたいって思ってるの？」

「ああ……」

　本当は、少しだけ忘れていた。彼かの女じよといると、そういうことを考えるのが馬ば鹿からしくなってくるのだ。でも、それは一時的なもので、根本的な死への想おもいが消えるわけじゃない。

　だから俺おれは──、

「今この瞬しゆん間かんも、死にたいと想おもってるよ」

　言葉を吐はき出だした。

　彼かの女じよのニコニコ笑え顔がおをわずかに曇くもらせてしまったかもしれない。暗くてよく見えないけれど、そんな気がした。だけど、やっぱり想像しづらいな。どんな困難に出会っても、どうしようもない悲しみに出会っても、椿つばき真ま奈なという女の子は楽しそうに笑いながら、軽いステップで目の前の壁かべを飛とび越こえていく。そんな気がする。

「大だい丈じよう夫ぶだよ……」

　真ま奈なが優やさしく囁ささやいた。それから彼かの女じよは、そっと俺おれの胸にもたれかかってくる。たぶん雰ふん囲い気きに流されたんだと思う。俺おれは拒きよ否ひするどころか、彼かの女じよの肩かたを抱だいていた。

「何が大だい丈じよう夫ぶなんだ？」

「ユセイくんも、わたしも……不安なことも、心配なことも、全部、何もかもが、きっと大だい丈じよう夫ぶになるから──」

　その言葉は途と中ちゆうで波音にかき消されてしまう。次の瞬しゆん間かん、視界が飛んだ。
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　気づけばレストランアルゴーの三階通路にいた。あの島に飛ばされる前にいた場所だ。

「ユセイ！」

「セイちゃん！」

「由ゆ星せい！」

　近くにいたリヴ、氷雨ひさめ、有う珠す条じようが次々に声をかけてきた。さらに、

「ユセイくん……？」

　すぐ側そばで聞こえた声の方に目をやると、顔を真っ赤にした真ま奈なと目が合う。

「せ、セイちゃん……なにしてんの……？」

　氷雨ひさめが、信じられないといった顔でこっちを見ている。それでようやく把は握あくした。俺おれの両手が、ツインテール女子の肩かたに置かれていることに。

「いやー、きゃーきゃー、ユセイくんってばー」

　真ま奈なは両手で顔を覆おおうと、ツインテールを振ふり回まわし始める。さっきまでとは、随ずい分ぶんと対応が違ちがうじゃないか。

「はっきりさせておくが、先にくっついてきたのは真ま奈なの方だからな」

　最低限の言い訳はしておいた。しかしそんなものが通じるはずもなく、俺おれは罪人のごとく、ツインテールのムチでバシバシと叩たたかれまくっていた。

「セイちゃん、ヒメは心配してたのよ！　なのにひどいわ！　浮うわ気き者！」

　その上、氷雨ひさめまで飛びかかってくるのだから堪たまったものじゃない。危あやうく腰こしが折られるところだった。が、今は文句よりも状じよう況きようの把は握あくの方が先だ。

「リヴ、俺おれたちが消えてからどのくらい時間が経たった？」

　髪かみの解ほどけたギャルに尋たずねる。と、彼かの女じよはいつもと変わらず抑よく揚ようのない声で答えた。

「十秒くらい」

「なるほど……そういうことか」

　これで汐しお沢ざわが向こうの島で何日も過ごしていた理由がわかった。

「どういうこと、セイちゃん？」

「浦うら島しま太た郎ろうだよ」

「亀かめを助けてたの？」

「違ちがう。向こうで、俺おれたちはだいたい八時間ほどを過ごしたんだ。けど、こっちでは十秒しか経たってなかったんだろ？」

「ちょっと、今の話、ホント!?」

　やけに氷雨ひさめが食いついてきた。計算が絡からむ話は苦手なはずだが。

「そんな長い時間、二人で何してたのよ！」

　何もしてない。が、弁解したところで氷雨ひさめは信じないだろう。あいにくもう一人の当事者は、まだツインテールを振ふり回まわしているような状態だ。

「その話はまた今度だ。とりあえず今日はもう休ませてくれ」

　俺おれはどうにか真ま奈なと氷雨ひさめを落ち着かせ、ようやく一息をつく。と、横から声をかけられた。

「由ゆ星せい、どうやら君は上う手まくやったようだな。さすがだ」

　有う珠す条じようの視線は、少し離はなれた通路の床ゆかに向けられていた。そこにボロボロの格好のウェイターが横たわっている。汐しお沢ざわの亡なき骸がらだ。

「たままた運が良かっただけだ……」

　確かに問題の一つは解決することができた。だけど、それより遥はるかに大きな問題が残されている。果たして俺おれはどうすればいいのか。答えはまだ見つかっていない。
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　全員が一息ついた後の帰り道。氷雨ひさめと別れ、リヴとも別れ、気づけば真ま奈なと二人で歩いていた。でも疲つかれているのか、珍めずらしく彼かの女じよは大人しい。そして最後の分かれ道に差しかかった。このＴていー字じ路ろを右に行けば、すぐ真ま奈なの住むマンションがある。俺おれの家は左の方向だ。

　そう思っていたら、真ま奈なが立ち止まり、こっちを向いた。

「ユセイくん、今日のことなんだけど……」

　いつものニコニコ笑え顔がおは変わらない。けれど彼かの女じよは妙みように歯切れが悪かった。

「何か言いたいことでもあるのか？」

「えっとね……ううん、やっぱりいい。じゃあまた明日ね！　がんばっていこー」

　最後はいつものように明るい声を上げ、真ま奈なは弾はずむような足取りで去っていく。その後ろ姿が妙みように気になり、俺おれは少しのあいだ、彼かの女じよがいなくなったあとの闇やみを見つめていた。

「織お田だ由ゆ星せいよ」

　ふいに名前を呼ばれた。視線を移すと、すぐ側そばに和装の少女が立っている。

「アテナか……。相変わらず突とつ然ぜん現れるな。なんの用だ？」

「椿つばき真ま奈なのことじゃ。やはりアンクースだったよ。しかも最悪のな」

　アテナが告げてくる。それは、すでに俺おれもある程度、覚かく悟ごしていたことだったが。

「最悪ってことは……Ａランクのアンクースだったってことか？」

「いや、あえてランクをつけるなら、Ａの上じゃ」

「Ａの上？　じゃあＳってことか？」

「なぜＡの上がＳなのかは知らんが、理解としてはそれでも良いい」

　ランクの分け方なんてどうでもいいが、Ａの上があったことには驚おどろいた。俺おれが知る限り、神話ブラックリストには載のっていなかったはずだ。

「どんな怪かい物ぶつなんだ？」

「詳しよう細さいどころか、真の名すら不明。我らは『九きゆう尾びの不死鳥』と呼んでおる」

「九きゆう尾びの不死鳥？　でも不明ってのはどういうことだ？　神様のくせにわからないのかよ？」

「つまり、あやつは神に等しき存在とも考えられておる怪かい物ぶつということじゃ」

「……それって本当に怪かい物ぶつなのか？」

「九きゆう尾びの不死鳥は世界を焼やき尽つくし、消しよう滅めつさせ、また創造する。人間に災わざわいをもたらす点では、怪かい物ぶつという定義も間ま違ちがいではない。実際、人間界はすでに二回ほどあやつに滅ほろぼされておる」

「……冗じよう談だんだろ？　別に人間は滅ほろんでないじゃないか」

「再び創造されたからな。百万年前に一度、二万年前にもう一度。人間界は完全に消しよう滅めつさせられ、再生された。以前とは、何もかもが違ちがう状態になってな」

「どういうことだよ……？　意味がわからない」

「ちょうどよい。もうすぐわかりやすい例が通る」

「通るって何が──」

　尋たずねた時には、もう和装の少女の姿は影かげも形もない。代わりに、道の向こうから誰だれかが近づいてくる。そして、街灯の明かりがその上品ぶった姿を照らし出した。

「あんたは……」

　悪い夢でも見ているのか。俺おれは確かに奪うばったはずだ。彼かの女じよ、『綾あや藤ふじ美み華か』の魂たましいを──。

「どうしてここいる？」

　俺おれが声をかけると、綾あや藤ふじはびくりとし、不ふ審しん者でも見るかのような顔を向けてくる。

「あの……いま私に話しかけましたか？」

「あんた以外に誰だれがいる？」

「すみません。私、急いでいるので」

　綾あや藤ふじの反応が、俺おれには理解できなかった。騙だますつもりなのかと思ったが、彼かの女じよの瞳ひとみを見る限り、何かを装よそおっていたり、噓うそをついているようには感じられない。

「……俺おれが誰だれだかわかってるよな？」

「私たち、初対面ではないのですか？」

「俺おれは織お田だ由ゆ星せい。有う珠す条じよう学園の二年だ」

「そういうことですか。でもすみません。生徒会長を務めているとはいえ、すべての生徒を知っているわけではないので」

　まるで話がかみ合わない。俺おれか、彼かの女じよが記き憶おく喪そう失しつにでもなったかのようだ。

　いずれにしろ本人には説明できそうになかったので、俺おれは綾あや藤ふじを解放した。

「……どうじゃった？」

　彼かの女じよが去ってすぐに現れた和装の少女は、場にそぐわぬ笑えみを浮うかべていた。

「綾あや藤ふじ美み華か──のように見えた。けど、あいつは死んだはずだよな？」

「うむ。お前が綾あや藤ふじから抜ぬき取とった『ヒズ』の魂たましいは、しっかりと天界の牢ろう獄ごくに入れられておるよ。だが、それとは別に人間としての綾あや藤ふじ美み華かが蘇よみがえった」

「あんたが生き返らせたんじゃないのか？」

「死んだ人間を生き返らせることは、神にとっても禁きん忌き。アレは九きゆう尾びの不死鳥の仕業じゃ。奴やつは、生命を消しよう滅めつさせ、創り変え、復活させる」

「創り変える……？　つまり違ちがうものになってるのか？」

「察しがいい。アレは外見こそ綾あや藤ふじ美み華かじゃが、中身──魂たましいそのものがまるで違ちがう。記き憶おくも、趣しゆ味み嗜し好こうも、前の綾あや藤ふじ美み華かとは別人じゃよ」

「つまり俺おれのことも覚えてないってことか」

「お前以外のことは、わりと覚えているようだったがな」

「だからなんだ？」

「本来はもっと変わるものなのじゃ。外見も性別も、周りの人間関係も含ふくめ、あらゆるものが創り変えられる。恐おそらく今回は一人だけだったので、限定的な変化に抑おさえられたのじゃろう。要するに、人間である椿つばき真ま奈なの意思が働いたということじゃな」

　何を言っているのかさっぱり理解できない。だが、重要な点は一つだけだ。

「あれを真ま奈ながやったって言うのか？」

「まだ覚かく醒せいもしておらんし、自覚はないようじゃがな」

「いったい、九きゆう尾びの不死鳥ってのはなんなんだよ？」

「さてな。いつどこで生まれたのかわからず、死が訪おとずれるのかも定さだかでない。過去に幾いく人にんもの英えい雄ゆうが討とう伐ばつしようとしたが、傷つけるどころか、ほとんど触ふれることさえできなかったよ」

「そんなのが、なんで転生して人間になった？」

「二万年前、神々が総力を挙げ、九きゆう尾びの不死鳥を天界の牢ろう獄ごくに閉とじ込こめた。だが、それすら己おのれの意思だったのかもしれぬ。実際、奴やつは転生擬ぎ人じん化によって、安々と牢ろう獄ごくを抜ぬけ出だしおった」

「……でも、本当なのか？　本当に真ま奈なが、その九きゆう尾びの不死鳥が転生した姿なのか？」

「すでにお前も体験したはずじゃ。不死鳥の最も強大な能力──世界の創出を」

「創出……。もしかして、あの島のことか……？」

「うむ。不死鳥はあらゆるものを創り出す能力を持つ。砂すな粒つぶ一つから、無限の広さを持つ世界そのものまで。今はまだ覚かく醒せい前で大した力は発揮しておらんが、本来はこの世界をそっくりそのまま創り変えるほどの能力を持っておる」

「世界を創り変えるって……そんなのどうやってわかるんだよ？」

「わからぬよ。我ら神でさえな。もしかしたら、すでに我らも創り変えられた結果なのかもしれぬ。確かめるすべはないが。ただ、人間界が創り変えられたのは確かく認にんしておる。わらわがこうして応身になって降臨しておるのも、人間界と天界との繫つながりを変えられたせいじゃ」

　目の前の少女の姿が妙みような説得力を持っていた。確かに、俺おれたちの知る神話では、神と人間の繫つながりはもっと密接なものだった。だが、今はそれが現実に起きた出来事だったと信じる者はまずいないだろう。それくらい、神と人間の繫つながりは薄うすくなっている。

「かつて天界と人間界の距きよ離りはもっと近しいものだった。降臨するのも容易で、力を割さくこともなかった。だが、今は応身を一体、降臨させるだけでも、とてつもない労力を要する。おかげで神が人間界で使える力は限定的なのじゃ」

「それで俺おれたちにアンクースを討とう伐ばつさせてるのか？　力がないから」

「力はある。ただ、おいそれとは使えぬというだけじゃ」

「じゃあ、あんた自身が九きゆう尾びの不死鳥を討とう伐ばつすることはないのか？」

「それは本当に最終手段じゃ。後の影えい響きようを考えるなら避さけたい。そもそも、覚かく醒せいしきった九きゆう尾びの不死鳥が相手では、我らとて危あやういかもしれぬ。だからこそ今、お前がやるのじゃ」

「俺おれに何をやれと──」

「殺せ。椿つばき真ま奈なを。一刻も早く」

　一いつ瞬しゆん、意識が空白を生んだ。全身が震ふるえているのに気づいた。恐おそれのせいじゃない。これはたぶん──怒いかりだ。

「殺す？　悪人でもないのにか？　しかも覚かく醒せいすらしてないのに……？」

「今回は例外中の例外。相手は人間界を滅ほろぼすほどのアンクースじゃからな」

「アンクースだとしても──人間として生きられるはずだろ！　リヴや氷雨ひさめのように！」

「そやつらの時とは次元が違ちがう。全人類、人間界の存亡がかかっておるのじゃぞ」

「……だとして、俺おれが簡単にやると思うか？」

「ふむ、ではお前が最も望むものを与あたえてやる。Ａランクのアンクースを討とう伐ばつするごとに、不死の期間を千年間、引く約束じゃったな。ならば今回は一万年を引いてやる。どうじゃ？　椿つばき真ま奈な──九きゆう尾びの不死鳥を討とう伐ばつすれば、お前はすぐにでも死ぬことができるぞ」

　それは俺おれがずっと願い、求めてきたものだ。そのために、死ぬために、俺おれは生きてきた。矛む盾じゆんしているようだが、真実だ。そして、今もその想おもいは変わっていない。けれど──、

「ふざけるなよ？」

「拒きよ否ひするのか？　やはり死にたいとうそぶいていただけか」

　自分でも訳がわからない。感情が定まらない。俺おれはいったい、どうしたんだ？

「よい。お前がやらぬと言うなら構わん。すでに、お前も知らぬ世界中の英えい雄ゆう、数十人を呼び出した。あと二日もすれば、この地に集つどうじゃろう。覚かく醒せい前の椿つばき真ま奈ななら、それで殺せる。言っておくが、奴やつらは遠えん慮りよせんよ。いかにあの女おな子ごが苦しもうがな」

「そんなことは絶対に許さない……」

「わらわは恩情を与あたえてやっているつもりじゃ。せめてお前の手で始末をつけられるように」

　真ま奈なの顔が思おもい浮うかぶ。いつも子供の頃ころのまま、ニコニコ笑っている顔だ。それが苦しみに歪ゆがむなんて──考えたくもない。

「ハートフォールは……可能なのか？」

「人間に転生した以上、七つの激情は持っておる。だが、お前の手には負えぬじゃろうな」

　アテナがそう言うってことは、やはり真ま奈なが持つ七つの激情はアレなんだろう。なんとなく予感していたよ。だけど本当にそうなら、俺おれには……。

「まあよい。いずれにせよ椿つばき真ま奈なはあと二日で死ぬ。これだけは確定した未来じゃ」

　もう選せん択たくの余地はなかった。たとえどんな方法であろうと、他の奴やつに任せるよりはマシだ。

「わかった。あいつは……真ま奈なは……俺おれが殺やる」

　答えると、この日一番の冷たい風がふきつけ、和装の少女は闇やみに溶とけていった。
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　なんでだろうか、今さら思い出すなんて。

　──あれは小学四年生の夏が始まる頃ころのこと。

　近くの神社で行われる祭りは、地域の人間に梅つ雨ゆより早く夏の訪おとずれを知らせる。

　その日は、子供たちの話題も祭りのことばかりで、同級生はお互たがいに誘さそい合い、神み輿こしを担かついだり、縁えん日にちに繰くり出だしたりしていた。

　一方、俺おれはというと、毎年のように家に引きこもるのが常だった。でもこの年の祭りの日だけは、隣となりに住む女の子があまりにしつこく誘さそうので根負けしてしまったんだ。

　相手はもちろん椿つばき真ま奈な。

　そんなわけで俺おれは生まれて初めて縁えん日にちに行った。とはいえ、感動的な体験があったわけじゃない。綿あめとか、焼きそばとか、金魚すくいとか、テレビかなんかで見た屋台が本当に存在していることを知っただけだ。でも彼かの女じよがすごく楽しそうだったのは覚えている。動きにくい浴衣ゆかたを着ているにもかかわらず、飛とび跳はねていたほどだ。

　一通り屋台を見て回り、やがて俺おれたちは神社裏の石段に二人並んで腰こしを下ろした。

　気づけば真ま奈なは肉まんを食べていて、俺おれはその横で変な羽根型の髪かみ飾かざりをイジっていた。せっかくだからと彼かの女じよに促うながされ、くじ引き屋に五百円を払はらった報ほう酬しゆうだ。たぶん外れなんだろうけど、食べる気にも遊ぶ気にもなれない俺おれにとって、ちょうどいい結果だったと思う。

　やがて帰る時間が近づいてきた。その頃ころになって、真ま奈ながつぶやくように言った。

「わたしね、明日引ひっ越こすんだよー」

　突とつ然ぜんの告白だった。さすがに驚おどろいたけど、俺おれは大げさな反応をしなかった。

「そうか……」

「うん。でも、大だい丈じよう夫ぶだからね」

　真ま奈ながニコニコ笑え顔がおで言う。別れを惜おしむ雰ふん囲い気きでもなく、あっさりとしたものだった。

「何が大だい丈じよう夫ぶなんだ？」

「ユセイくんだよ。困った時は、わたしが鳥になってびゅーんと飛んできてあげるからね」

　どこから出したのか、突とつ然ぜん現れた白いハトが真ま奈なの手から放たれ、飛び立っていった。

「いっつ、いりゅーじょーんだよ」

「別に俺おれは困らない。だから気にしなくていい」

「じゃあ約束だからね」

「人の話を聞いてるのか？　なんの約束だよ？」

「ユセイくんとまた会うこと！　それで、また冒ぼう険けんしようね。マジックもいっぱい見せてあげる。楽しませて、笑え顔がおにしてあげる。だから、絶対にまた会おうね。約束！」

　そう言った時の真ま奈なには、普ふ段だんとは違ちがう真しん剣けんな雰ふん囲い気きがあった。笑え顔がおこそ変わらないけど、彼かの女じよは俺おれに言い聞かせるような、説得するような、とにかく強い意志を感じさせた。

　今にして思う。もしかしたら、彼かの女じよはなんとなく予感していたのかもしれない。

　俺おれが死のうとしていることを。

　だけど死について語るには、当時の二人はまだ幼すぎたのだ。

　その後、どんなやり取りをしたのか、もう詳くわしいことは忘れてしまった。ただ、俺おれが手に持っていた羽根型の髪かみ飾かざりを真ま奈なに渡わたしたことだけは覚えている。

　彼かの女じよは嬉うれしそうに、瞳ひとみをキラキラさせて礼を言っていた。

　それが真ま奈なについて覚えている最後の記き憶おくだった。

　あの日、月が綺き麗れいな夜に再会するまでは──。
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　土曜日。天気はあいにくの雨だ。でも、隣を歩く真ま奈なの足取りは弾んでいる。

　放課後、彼かの女じよから冒ぼう険けんに行こうと誘さそわれ、俺おれは断らなかった。なぜなら──、




　俺おれは今日、椿つばき真ま奈なを殺そうと思っている。




　正確には魂たましいを奪うばうのだが、結果は変わらない。だからせめて最さい期ごくらいは彼かの女じよに付き合うことにしたのだ。けれど今日は、朝から最悪の土ど砂しや降ぶりだった。

　最初に訪おとずれた遊園地も、ほとんど人がいなかった。元々、近くの人間しか来ないような小さな遊園地だ。大雨の中、わざわざ来るほどの場所じゃない。

　おかげで、雨の影えい響きようを受けない観覧車にも並ばずに乗れた。

　ゆっくりとゴンドラが上がっていく。街を一望できるはずだったが、雨のせいで正直、眺ながめは良くない。それでも真ま奈なは目をキラキラさせ、街の景色を楽しんでいた。

「わー、すごーい！　ぱちぱちー。たまやー」

「花火じゃないんだぞ」

「あっ、アレ！　ユセイくん、小学校だよ！　だよね？　わたしたちの学校だよね？」

「そうだな。でも真ま奈なは卒業してないだろ」

「そんなことないよー。ちゃんと夢の中で卒業したもん」

「便利な夢だな」

「ユセイくんも、よく夢の中に出てくるよ。だから、わたし寂さびしくなかった。夢の中のユセイくんは、普ふ段だんよりも笑うし、積極的で、どんな感じかっていうと……きゃーきゃー」

　真ま奈なは自分で言っておきながら、真っ赤になった顔を両手で隠かくしていた。それはいいが、この狭せまいゴンドラの中で、ツインテールを振ふり回まわすのはやめてほしい。

「それで、他に行きたい場所はあるのか？」

「あるよー。いっぱいある！　ありありありさん百匹ぴきの大行進だよ！」

　意味はわからないが、とにかく真ま奈なのテンションが上がりまくっていることは理解した。




　それから俺おれたちは、小学校だったり、公園だったり、駄だ菓が子し屋だったり、河か川せん敷しきだったり、真ま奈なが行きたいと言った場所を片かたっ端ぱしから訪おとずれた。彼かの女じよは冒ぼう険けんのつもりだったようだが、子供の頃ころの生活範はん囲いなんて狭せまいものだ。すべて見て回るのに、半日もかからなかった。

　そして最後に、近所の神社に立ち寄ることになった。

　ここも祭りがない時は閑かん散さんとしている。今日は雨ということもあり、境けい内だいには人気がない。

　殺やるならここだ。

　本当は『心理篭絡ハートフオール』を試ためそうと思っていた。でも、いくら考えてみても俺おれにはわからない。真ま奈なにあの感慨を与あたえるために、いったい何をすればいいのか。そして……もう時間切れだ。

　少し先を歩く彼かの女じよの背中を見つめ、俺おれは拳こぶしを握にぎった。すると急に真ま奈なが振ふり向むき、微ほほ笑えみかけてくる。

「一いつ緒しよに綿あめ食べたよね？」

「……俺おれは食べてない」

「えぇー？　食べたよー。わたし、ちゃんとユセイくんにあげたの覚えてるもん」

「だったら俺おれが忘れてるだけだな」

「でも縁えん日にちに行ったことは覚えててくれたんだね」

「俺おれは別に記き憶おく力が悪いわけじゃない」

「じゃあじゃあ、コレは覚えてる？」

　彼かの女じよが自分の頭を指さす。そこには、虹にじ色いろに輝かがやく羽根型の髪かみ飾かざりがついている。

「……一応、覚えてる」

「さすがユセイくん！　でもどうかな？　わたし、似合ってる？」

　真ま奈なが期待するような顔で訊きいてくる。俺おれは「似合ってるよ」とだけ答えた。すると彼かの女じよは心から嬉うれしそうな顔をし、頰ほおを染め、またツインテールを振ふり回まわしていた。

　それからも、色々な話をしながら境けい内だいを巡めぐり、やがてどちらともなく二人の足が止まる。

　そこは、神社の裏側の狭せまい道に出るための石段だった。

　雨なので、座すわるわけにはいかなかったけど、真ま奈なはしばらくその場所を見つめていた。

　また何かくだらないことでも考えているのか。そう思っていたら、雨音に混じり、静かな声が語りかけてきた。

「いいよ……ユセイくんの好きにして」

　普ふ段だんの真ま奈なからは想像できないほど落ち着いた声だった。

「どういう意味だ？」

「ユセイくんのしたいこと、わたしにしていいよ」

　その瞬しゆん間かん、理解した。彼かの女じよは俺おれが何をしようとしているのか、気づいているのだと。

「どうしてわかった？」

「わかるよ。だってユセイくんのことだもん。ううん、違ちがう……いりゅーじょんだよ」

　振ふり向むいた真ま奈なは、いつものニコニコ笑え顔がおをしていた。

「……すまない」

「仕方ないよね。わたし、アンクースだもんね。怪かい物ぶつさんだもんね」

「自覚があったのか？」

「最近ね……よく変な夢を見てたんだ。わたしは大きな鳥になって、高い空を飛んでるの。だけど、そのうち自分が自分じゃない気がしてきて……自由に動けなくなって……なんか、身体からだが他の誰だれかに取られちゃったみたいな感じかな……。それでね、『お前は怪かい物ぶつだ』って声が聞こえて……下に見えてた街や人が燃えてて──」

　真ま奈なが言葉に詰つまる。そのニコニコ笑え顔がおが、一いつ瞬しゆんだけ悲しみに染まりかけた。

「アハハ、ダメだね。これじゃ、ユセイくんもやりづらいよね？」

「俺おれはまだ何かするとは──」

　突とつ風ぷうが傘かさを吹ふき飛とばした。俺おれの傘かさも、真ま奈なの傘かさも、遠くへ飛んでいく。そして二人は、あっという間にずぶ濡ぬれになった。

　けれど彼かの女じよは少しも気にすることなく、いつもの笑え顔がおのまま、優やさしく言葉を紡つむいだ。

「大だい丈じよう夫ぶ……ユセイくんはきっと大だい丈じよう夫ぶだよ」

「なんで──」

　なんでそんなことを言うんだ？

　なんで笑っていられるんだ？

　なんで……なんで、俺おれのことを気にかけるんだよ？

「あの時とは違ちがうんだよね……これで本当のお別れ……なんだよね？」

　真ま奈なからは幾いく度どとなく、様々な問いかけをされてきた。でも、これほど残ざん酷こくな問いかけはあっただろうか。

　俺おれは麻あさ袋ぶくろを取り出し、右手を突つっ込こんだ。最後の望みを託たくし、何かを握にぎった。だけど──思いとは裏腹に、嫌いやな感かん触しよくが手に伝わった。

「ユセイくん、一つだけお願いがあるの……」

「……なんだ？」

「約束してほしい」

「どんな？」

「生まれ変わったら……もし、また出会える日があったら……」

　大おお粒つぶの雨が降りつけ、真ま奈なの顔を濡ぬらしていた。笑え顔がおはいつもと変わらないはずなのに、頰ほおを滑すべり落おちる雨あま粒つぶが、まるで涙なみだのように見えて──。

「今みたいに……わたしと仲良くしてあげて」

　囁ささやくように吐はき出だした声が雨音に溶とける。

　叩たたき付つける雨が、吹ふき付つける風が、体温を奪うばっていく。

　頭はいつになく冷たく、でも胸むねの奥おくは煮にえたぎるほど熱くなっていた。

　俺おれはいったいどうすれば──。

　ゴトリッ。と、重たい音が足元から聞こえた。

　自分でも気づかないうちに右手を引ひき抜ぬき、握にぎっていた得物を地面に落としたらしい。

　それはヒグマでさえ両断しそうなほど、大きくて鋭するどい一本の刀だった。

　その刀を拾おうとした。けれど腕うでに力が入らない。そして気づいた。

　もうダメなのだと……。無理なのだと……。

　このいたいけな少女を殺すことが、俺おれにできるわけがないのだ。

　どんな罰ばつを受けても、これまでの言動を糾きゆう弾だんされても、できないものはできない。理り屈くつじゃない。感情でもない。もっと深く、存在の奥おく底そこから、否定している。

「真ま奈な、頼たのむ。逃にげてくれ……」

　吐はき出した声は、自分でもわかるくらいにかすれていた。

[image: ]

「ユセイくん……？」

　彼かの女じよは事態がのみ込こめないらしく、不思議そうな顔をする。その時だった。

「まさか、とは思いましたけれどね」

　声が聞こえてくる。そちらを見ると、妙みような格好をした奴やつが立っていた。

　そいつは顔まで含ふくめ、全身を鉄の鎧よろいで覆おおっている。あれはいわゆる西洋甲かつ冑ちゆうというものだ。騎き士し気取りか。手には細長い剣けんまで持っている。しかし五百年前のヨーロッパの戦場ならともかく、現代の日本の片かた隅すみでするような格好じゃない。

「……何者だ？」

「あえて訊ききますか？」

　兜かぶとの奥おくから聞こえるのは、姿とは裏腹に品の良さそうな声だった。男か女かはわからない。だが一つだけわかることがある。こいつは、俺おれと同類だ。

「なんの用だ？」

「あなたに用はありませんよ、織お田だ由ゆ星せいさん。しかし、事情は聞いていましたが、まさか本当にあなたが裏切るとは思いませんでした」

「裏切る？　俺おれが何を裏切ったっていうんだ？」

「それはね──私の期待ですよ！」

　言い終わるが早いか、騎き士しが地を蹴けった。一いつ瞬しゆんで間合いが詰つまる。

　俺おれは反射的に足元の刀を摑つかむが、わずかに遅おくれた。

　ヒュンと、雨を切きり裂さき、細さい剣けんがしなる。狙ねらうは──真ま奈なか！

　その前に、どうにか身体からだをねじ込こむ。と、左ひだり肩かたに鈍にぶい痛みが走った。

「ぐぁ……くそッ！」

　刀を振ふるったが、すでに騎き士しは間合いの外に退いていた。

「ユセイくんッ！」

　悲鳴を上げる真ま奈なに、俺おれは心配ないとだけ伝えた。

　奴やつの攻こう撃げきのせいで、左半身は血まみれだ。しかしこの程度の傷ならすぐにふさがる。

「随ずい分ぶんと短気な野や郎ろうだな」

「アテナ様より、早さつ急きゆうにかたをつけろとの要よう請せいですので」

「真ま奈なを……殺すっていうのか？」

「私が殺すのはアンクース、九きゆう尾びの不死鳥です」

　心のない冷たい一言だった。わかっている。俺おれだってそうだ。自分と関係ない人間なら、きっと同じような対応を取っているだろう。でも──、

「やらせるわけにはいかない」

　刀を構える。このアイテムがどんな効果を持つのかわからないが、真ま奈なを護まもるためには戦うしかない。

「織お田だ由ゆ星せいさん。ガッカリですよ。少なからず、私はあなたに好意を寄せていました。いえ、敬愛と呼ぶ方が正しいでしょうか」

「俺おれはお前のことなんて知りもしない」

「ええ、そうでしょう。所しよ詮せん、私は数多あまたいる英えい雄ゆうの一人。ここ数年、世界で最も優すぐれたアンクース狩がりの英えい雄ゆうと称しようされるあなたとは比べるべくもない」

「くだらない称しよう号ごうだ。欲ほしけりゃくれてやる」

「残念ながら、私があなたを殺しても──もちろん、あなたが死なないのは存じあげていますが──私の勇名が上がるわけではない。ですが、そこのアンクースを討とう伐ばつできたなら……」

「お前は自分の顕けん示じ欲を満たすためにアンクースを討とう伐ばつしてるのか？」

「人間のあらゆる行こう為いには、必ずモチベーションが存在する。では、あなたはなんのためにアンクースを討とう伐ばつしているのですか？」

　自分が死ぬため──そうだったな。俺おれの動機も他人に自じ慢まんできるほど崇すう高こうなものじゃない。

「織お田だ由ゆ星せいさん。やめませんか？　私たちが揉もめたところでなんの得もない。それどころか、そこのアンクースを生かしておけば、世界が滅ほろびるのですよ」

　背後から押おし殺ころした悲鳴が聞こえた。真ま奈なだ。自分がどんな存在なのか、彼かの女じよは知ってしまった。最悪だ。

「ユセイくん、わたし──」

「黙だまってろ」

　どんな質問も提案も聞きたくない。今の俺おれにはどうせ答えなんて出せないんだ。

「最後の確かく認にんです。引ひき渡わたしてはくれないのですね？」

「勲くん章しようが欲ほしいなら俺おれを殺すんだな」

　来るなら来い。刀を構えて待つ。しかし、騎き士しの方は完全に臨戦態勢を解いてしまった。

「では、諦あきらめます」

「……どういうことだ？」

「私は自分の能力を過大評価するほど思い上がってはいません。すべての英えい雄ゆうは神から『加護』と『神器』、二つの能力を与あたえられていますが、その中でもあなたが持つ能力は、どちらも最高レベルに優すぐれている。アテナ様にどれほどの寵ちよう愛あいを受けたのかと疑いたくなるほどに」

「不死のことか？　こいつは加護じゃなくて呪のろいだ」

「パンドラの袋ふくろもです。不意打ちならともかく、私一人では、勝ち目はないでしょう」

　騎き士し姿の英えい雄ゆうは剣けんを鞘さやに納め、こっちに背を向けた。完全に立ち去る気のようだが。

「他の奴やつらはいつ来る？」

「一両日中に。少なくともあと二人は」

　立ち去る騎き士しの姿は雨あま靄もやに隠かくれ、すぐに見えなくなった。
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　冷たい雨は夜になっても降り続いていた。

　浜はま辺べの砂は泥どろに似た感かん触しよくで、足に絡からみつくようだ。まるで前に進むのを拒こばむがごとく。打ち付ける雨に頭を冷やされると、色々な思いが巡めぐってくる。

　果たして本当にこれで良かったのか。

　もちろん真ま奈なを死なせたくないという気持ちに噓うそはない。

　でも俺おれは、自らの死を望んでいる人間だ。一人でひっそりと、誰だれにも迷めい惑わくのかからない形で死ぬのが理想だとはいえ、最悪、隕いん石せきが落ちてきて死ぬことだっていいと思っていた。

　それは、他人から見れば破は滅めつ願望とも受け取られかねない。

　もし、九きゆう尾びの不死鳥が人間界を消しよう滅めつさせ、結果として自分も死ねるのなら、俺おれにとっては願ってもないことだろう。

　だからこそ、自分のためだからこそ、真ま奈なを助けたんじゃないか──そう思ってしまう。

「ユセイ……」

　声が聞こえた方を見ると、暗くら闇やみの中に派手な格好の女子が浮うかび上あがってくる。その横には長い黒くろ髪かみの女子もいた。

「リヴ……氷雨ひさめ……」

「セイちゃん、風か邪ぜ引いちゃうわよ？」

　氷雨ひさめが自分の傘かさを差し出してくる。でも俺おれは首を横に振ふる。

「心配ない。それよりホテルの部屋、取ってくれて助かったよ。ありがとうな」

「セイちゃんのためだもの。あそこはヒメの行きつけだから安心して」

　視界の端はしに見えているリゾートホテル。真ま奈なはいま、あの一室にいる。彼かの女じよの家はもちろん、俺おれの家も身を隠かくすには不安だったので、氷雨ひさめに用意してもらったのだ。

「真ま奈なちゃんはシャワーを浴びてるところよ」

　氷雨ひさめの言葉に、俺おれは「そうか」と一言だけ応じ、もう一人の女子に視線を向けた。真顔のギャルだ。こちらは傘かさも差さずにずぶ濡ぬれになっている。

「九きゆう尾びの不死鳥について何かわかったか？」

「すごく強くて死なない鳥……ぱにゅ」

　情報はそれだけだった。けれど仕方ない。相手は神でさえ正体の摑つかめない怪かい物ぶつなのだ。

「セイちゃん、真ま奈なちゃんのことだけど……ヒメたちみたいに見み逃のがしてもらえないのかな？」

「アテナはダメだと言っていた。覚かく醒せいすら待たずに殺させる気だ」

「そんな……でも、まだ本当に脅きよう威いになるかわからないでしょ？」

「存在自体が認められないらしい」

「それってなに……？　生まれてきたのが間ま違ちがいってこと？」

　氷雨ひさめの言葉に力がこもった。彼かの女じよも少し前まで似たような境きよう遇ぐうで悩なやんでいたからだろう。

「ヒメね……聞いちゃったのよ。リヴから、真ま奈なちゃんのこと」

「なんの話だ？」

　リヴに尋たずねる。と、表情は変わらないものの、その灰色の瞳ひとみがわずかに揺ゆらいだ。

「マナマナの人生……。六歳さいの時に母親と死別。ユセイの隣となりの家に引ひっ越こしてきた……」

「ああ、小学校に入る少し前だ。そして小学校四年の時にまた引ひっ越こして行ったよ」

「父親が再さい婚こんしたから。継まま母ははとなった女には、二人の連れ子がいた。マナマナはその人たちと仲良くしようとした。でもすぐに父親が死んだ。そしてマナマナは家を追い出された」

「初めて聞いた……」

「それからは、マナマナは厄やつ介かい者扱あつかいだった。親しん戚せき中をたらい回し。最近になって、外国から母方の祖母が帰ってきて、ようやく保護者を得た」

「なんで……あいつは何も……」

「いろんなことがあった。それでもマナマナは明るく生きてた。どんなに苦しくても、辛つらくても、あの笑え顔がおのまま、ずっと楽しそうにしてた」

　リヴの淡たん々たんとした口調のせいだろうか、その話はすごく非現実的に感じられた。いつもニコニコの笑え顔がおだったあの子が、そんな過か酷こくな人生を送ってきたなんて、とても思えなかったのだ。

　すると、俺おれの心を読んだわけでもないのだろうが、氷雨ひさめが口を開いた。

「真ま奈なちゃん、よく言ってたそうよ。『笑え顔がおにしてあげたい人がいる。約束してるんだ』って。セイちゃんのことよね？　たぶん、それがあの子の希望になってたんだわ……」

　なんだってそんなに俺おれのことを気にかけるんだよ。生きる理由もないから死のうとしている最低な人間でしかないのに。

「俺おれは誰だれかに希望を与あたえられるような人間じゃない。英えい雄ゆうだって……本当は向いてないんだ」

「じゃあ、真ま奈なちゃんを助けてあげないの？」

「俺おれにどうしろって言うんだ……？」

「ヒメは、セイちゃんの味方よ。セイちゃんが決めたことなら、命いのち懸がけで力になるわ」

　氷雨ひさめにそこまでの負担を強しいるつもりはない。

　ただ、俺おれが馬ば鹿かげた逆転劇を多少なりとも妄もう想そうしていたのは事実だ。

「一つだけ……考えてることがある。でも、たぶんアテナは認めないだろうな」

「ハートフォール」と、リヴがつぶやく。

「ああ。真ま奈なに七つの感かん慨がいを与あたえる。そして出てきた魂たましいは身体からだに戻もどす。それで定期的に激情を抑おさえられれば、アンクースの能力を暴発させずに済むかもしれない」

「マナマナの激情は七つのうち、どれ……？」

　リヴの問いに、俺おれはわからないふりをした。が、普ふ段だんから人の心を読んでいる奴やつにはバレバレだった。

「恐おそらく『色欲』ね」

「なぜそう思う？」

「セイちゃんだってもうわかってるでしょ。色欲の激情を持つアンクースは、人間を性的に支配、あるいは傷つけることで欲求を満たすようになる。真ま奈なちゃんは、まだその段階には達してないけど、見てればわかるわ。そのうちセイちゃんを傷つけてでも独どく占せんしようとする」

「氷雨ひさめ……真ま奈なの心を覗のぞいた時、何を聴きいた？」

「乙女おとめ心を他人に教えるわけにはいかないわ。ただ、彼かの女じよはとっても純じゆん粋すいで、素す直なおで、ヒメにとっては強力なライバル──いえ、仲間なのかも……」

　氷雨ひさめが寂さびしそうに微ほほ笑えむ。それは彼かの女じよが俺おれのことをよく理解している証しよう拠こだ。

「本当に真ま奈なの激情が色欲なら、俺おれには最も厄やつ介かいなタイプってことになるな」

「セイちゃんは誰だれも好きにならないし、愛することもないものね」

　そう、俺おれは近いうちに死ぬのだ。そんな人間が、誰だれかに想おもいを寄せたり、心を通わせたりすることなんてあり得ない。

「『色欲』には、『親愛感』を与あたえてやる。それで魂たましいを肉体から離はなすことができる」

　わざわざリヴが口にし、じっと見つめてくる。

「知ってるだろ？　俺おれには無理だ」

「マナマナは愛情を欲ほしがってる。与あたえてあげられるのはユセイ以外にいない」

「愛情だって？　自分でも理解してないものを他人に与あたえてやれるわけがない」

　なんとなく知っていた。随ずい分ぶんと前から。そう、たぶんあの日だ。子供の頃ころ、真ま奈なが引ひっ越こすと言い出した祭りの日、真ま奈なが再会を約束してきた、あの時から……。

　俺おれはあいつが何を求めているのかわかっていたんだ。

　でも、他人からどんな想おもいを寄せられようと、それが好意だろうと悪意だろうと、俺おれには不要だった。だから知らないふりをして、気づかないふりをして生きてきた。なのに──。

「無理なんだよ……俺おれには。愛情なら、他の奴やつが与あたえてやればいい」

「誰だれがやるって言うの？　セイちゃん以外に、この世界の誰だれが真ま奈なちゃんに愛情を与あたえてあげられるって言うのよ？　一方的じゃダメなのよ！　あの子が本当に求めている愛情を与あたえてあげないといけないの！」

　氷雨ひさめの叱しつ責せきに似た言葉は、叩たたき付つける雨よりも激しい。

　彼かの女じよの頰ほおには、傘かさをさしているにもかかわらず、雨あま粒つぶが流れていた。

「ヒメだってね、本当はこんなこと言いたくないんだから……」

　濡ぬれた黒真しん珠じゆの瞳ひとみも、曇くもり空ぞらのような瞳ひとみも、俺おれをじっと見つめていた。もう何も言おうとはせず、ただ見つめるだけだった。

「わかった……少し話してくる……」
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　リゾートホテルの最上階。一番奥おくの部屋のドアを開けてから、俺おれはノックをするべきだったと後こう悔かいした。

「ふわわわ──ゆ、ユセイくん!?」

　真ま奈なは、どうやら着き替がえの途と中ちゆうだったらしい。だが一応大きめのＴシャツを着ていたので、俺おれが見てはいけない部分は見ていない──と思う。

　とはいえマナー違い反はんなので、すぐに部屋から出て着き替がえが終わるのを待った。

「あのー、もう入っていいよ」

　呼ばれてドアを開けると、ジャージ姿の真ま奈なが出で迎むかえてくれた。怒おこってはいないようだが、かなり顔が赤くなっている。

「悪かった。まだ着き替かえてるとは思わなくて」

「えっとね、リヴちゃんが服を持ってきてくれて、せっかくだから、早着き替がえのいりゅーじょんを試ためしてて……」

　この状じよう況きようで随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがあるじゃないか。だけどこう見えて、内心では不安を感じているのかもしれない。何しろ彼かの女じよが頼たよりにできる人間は、この世界のどこにもいないのだ。

「とりあえず、ここにいれば安全のはずだ……」

　俺おれは安心させようとした。だが──ふと妙みような気配を感じた。部屋の中じゃない。テラスの方からだ。しかしカーテンのせいで外が見えない。

「ユセイくん、どうしたの？　早着き替がえのいりゅーじょん、見れなくてガッカリした？」

　とぼけたことを尋たずねてくる真ま奈なを背中に隠かくし、俺おれはポケットを探さぐる。麻あさ袋ぶくろはあるが。

「しくじったな」

　今日はすでに一回、使ってしまっている。刀はどこに置いたか。確か、初めにこの部屋に来た時に──あった。窓の横に立てかけてある。

　行けるか？

　そう思った瞬しゆん間かん、ズドンと、巨きよ大だいな風船でも破は裂れつしたかのような音と共に、目の前で爆ばく発はつが起きた。

「くっ──」

　俺おれはとっさに真ま奈なの身体からだに覆おおいかぶさった。爆ばく風ふうがガラスや壁かべの破は片へんを飛ばし、身体からだに突つき刺ささってくる。けど、これくらいなら平気だ。

「真ま奈な！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「わー、びっくりどっきり！　爆ばく破はいりゅーじょん？」

　事態を把は握あくしていないようだが、無事で何より。

　爆ばく発はつはテラスで起きたのだろう。広い部屋の奥おく側が半分ほど吹ふき飛とんでいた。荒あれた風が雨を呼よび込こみ、残り半分の部屋内を濡ぬらしている。

　そこに少女が立っていた。ゴスロリファッションのせいか、幼く見える。しかし不気味だ。彼かの女じよは腕うでに自分とよく似た人形を抱だき、スカーフのようなもので目元を隠かくしていた。

「……何者だ？」

「英えい雄ゆう」

　と、少女が抱だく人形が答えた。それにしても、西洋甲かつ冑ちゆうの次は腹話術のゴスロリ少女か。

「英えい雄ゆうってのは、インパクト重視で選ばれてるのか？」

　尋たずねてみるが、ゴスロリ少女は答えない。これじゃ交こう渉しようの余地もなさそうだ。俺おれの刀は吹ふっ飛とばされたっていうのに。

　しかも相手は一人じゃなかった。部屋に空いた大穴の下方から、新たな侵しん入にゆう者がやってくる。どうやら十六階にあるこの部屋まで、外がい壁へきをよじ登ってきたらしい。

　現れたのは、武者鎧よろい姿の何者か。放たれる空気は重じゆう厚こうで威い圧あつ的。まるで戦国時代に大暴れしていた武将のようだ。顔を仮面（頰ほお当て）で隠かくしているが、恐おそらくこっちは男だろう。

「西洋甲かつ冑ちゆうの騎き士しに続いて、今度は日本の武士かよ。あんたも英えい雄ゆうなのか？」

　声をかけてみるが、答えはない。フシューフシューと、荒あらい呼吸音が聞こえるのみ。俺おれも人のことは言えないが、英えい雄ゆうってのはコミュ障に適性があるのか？

　だが、仕事はしっかりこなすタイプらしい。武士はどこに隠かくしていたのか、背中から槍やりを取り出してきた。その先せん端たんには、日本刀と同じくらい長くて鋭するどい刃やいばが光っている。

「滅めつ私し奉ほう公こう……」

　やっと武士が喋しやべった。低く濁にごった声。やはり男か。しかし嫌いやなことを言ってくれる。こいつも交こう渉しようの余地なしだ。

「二対一は卑ひ怯きようじゃないか？」

　武士道精神を刺し激げきするつもりで言ってみた。が、想定外のところから声が返ってくる。

「いえ、三対一ですよ」

　部屋に空いた穴の上の方から飛とび込こんできたのは、西洋甲かつ冑ちゆうの格好をした奴やつだった。

「随ずい分ぶんと早かったな」

「この二人はたまたま近くにいたようですので。さて、織お田だ由ゆ星せいさん。いくらあなたでも、三人を相手にしながら、そこのアンクースを護まもることはできないと思いますよ」

「俺おれは別にお前らとやり合うつもりはない」

「じゃあ逃にげますか？　確かに私たちは、スピード勝負が苦手そうな格好をしていますが」

　俺おれは一いつ瞬しゆんだけ背後を確かく認にんした。真ま奈なと、さらに後ろにはドアがある。彼かの女じよを逃にがすだけの時間なら稼かせげるだろう。だが──。

「ウソつき野や郎ろうが……」

　こいつは俺おれと似たタイプだ。吐はき出す言葉に真実を混ぜる割合が極きよく端たんに低い。わざとらしく逃とう走そうを意識させたのは、罠わなを張っているからだ。用意したのは三人じゃないんだろ？

　廊ろう下かからも気配を感じる。真ま奈なを追いやったところで仕留める気だったな。

「さすがですね。しかしどうしますか？　前門の虎とら後門の狼おおかみでしたっけ？　進むも退くも無理なら、諦あきらめるしかないのでは？」

「誰だれが虎とらだって？」

　俺おれは後ろに隠かくれていた真ま奈なを抱かかえ上あげた。

「ひゃっ──ゆゆゆ、ユセイくん!?」

「ちょっとだけ目を閉じて我が慢まんしててくれ」

　そう言ってからすぐに俺おれは指笛を鳴らし、走り出す。

　前方、三人の英えい雄ゆうたちに向かって。

「なにをっ──」

　騎き士しは驚おどろいたせいで反応が遅おくれた。一方、武士は即そく座ざに槍やりを突つき出だしてくる。

　避さけた。が、首に痛み。血が噴ふき出だす。深くはない。そのまま、スピードは落とさず。

　騎き士しに向かう。ようやく剣けんを抜ぬくところだ。その腹に思いきり蹴けりを入れつつ──、

「いけぇッ！」

　外に向かって真ま奈なを放り投げた。

「ふわわわあぁぁ、いやっほおぉぉ──」

　轟とどろく悲鳴──と思いきや、わりと楽しそうな声と共に、ジャージ姿の女子が夜空に舞まう。

　直後、金色の光が闇やみ夜よを横切った。それは巨きよ大だいなトラックくらいの大きさがあり、狼おおかみのようなシルエットをしている。

　その光が空中で真ま奈なをキャッチした。

　タイミングはバッチリ。氷雨ひさめが覗のぞいていたおかげだろう。

　しかし英えい雄ゆう側も、ゴスロリ少女が人形を投げようとしていた。俺おれがその腕うでを摑つかむ。と──、

「ひぇっ」

　妙みように可愛かわいらしい声を漏もらし、彼かの女じよは人形を足元に落とした。

「伏ふせろ！」

　誰だれかの声が聞こえた。と思った時には、激しい光が視界を埋うめ尽つくす。

　身体からだ中を激しく叩たたかれたような衝しよう撃げき。

　そして──爆ばく風ふうに意識ごと飛ばされた。
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　気づくと、海の上にぷかぷかと浮うかんでいた。それほど時間は経たっていないように感じる。けれど、いつの間にか雨は上がり、空には星が煌きらめいていた。

　暗い水平線の先に小さな明かりを見つけ、俺おれはどうにか浜はま辺べまで泳いでいく。

　それから、近くの川に架かかる橋の下に向かった。もしもの時は、ここで落ち合うようリヴに言っておいたのだ。

　橋の下は静かだった。上に並ぶ街灯だけが、申し訳程度の明かりを届けている。

「真ま奈な……」

　呼びかけるが、返事はない。まだ来ていないのか。いや、そんなわけがない。

「ユセイくん？」

　不安になりかけたところで、彼かの女じよの声が聞こえてきた。

　そっちを見ると、壁かべのような橋きよう脚きやくに隠かくれ、真ま奈なが顔だけを出している。

「何やってるんだ？」

「そのぉ……リヴちゃんが着き替がえを持ってきてくれるって言って……」

「リヴはいないのか？　まあ、いい。少し休もう」

「うん、それでね……わたし、ちょっぴり変かもだけど、わざとじゃないよ、違ちがうよ」

　真ま奈なは必死に弁明しながら、橋きよう脚きやくの裏から出てくる。

　暗いので、はっきりとは見えない。でも、服がボロボロになっているのはわかった。上も下も、あちこちが破れ、肌はだが露ろ出しゆつしている。

「きゃー、きゃー、ユセイくんってば、そんなに見たらダメだよー」

　両手で顔を覆おおい、真ま奈ながツインテールを振ふり回まわしている。そこまで恥はずかしがることなのかと思うが、とりあえず元気なようで安心したよ。

「もう見ないから、落ち着いてくれ」

　俺おれは橋きよう脚きやくにもたれかかり、そのまま地面に腰こしを下ろした。もちろん、真ま奈なの方には視線を向けないようにして。すると彼かの女じよも静かになり、隣となりに座すわってきた。

　寒さのせいか、お互たがいの温ぬくもりを求めるように、自然と距きよ離りが近くなる。

「ユセイくん……濡ぬれてる？」

「ああ、海水浴をしてきた」

「いいなー、わたしも一いつ緒しよに泳ぎたかった。あっ、でも寒くなかった？」

　真ま奈なが俺おれの手を握にぎってくる。その温ぬくもりが、冷えた身体からだに染しみわたっていくようだ。

「これは恥はずかしくないのか？」

　何気なく言ってしまってから失言だったと気づいた。

　一いつ瞬しゆんで真ま奈なの顔が真っ赤に染まる。しかし彼かの女じよは重ねた手を離はなそうとしない。そしてじっと俺おれの顔を見つめてくる。わずかな明かりに照らされ、その瞳ひとみがキラキラ光っていた。

　俺おれたちはお互たがいに黙だまったまま、見つめ合っていた。川のせせらぎだけが聞こえる。そんな時間が少しだけ流れ、やがて彼かの女じよが口を開いた。

「ユセイくん……なんでわたしを助けてくれるの？」

　彼かの女じよにしては珍めずらしく、真しん剣けんな問いかけだった。だから俺おれもちゃんと答えたかったのだが。

「さあな……なんでだか」

　自分でもよくわからない。理り屈くつで説明しようと思えばできるのだろうけど、そんな段階はもうとっくに通り過ぎている気がする。

　だから、彼かの女じよが納なつ得とくしやすそうな理由を話しておくことにした。

「借りがあるんだよ」

「借り？　わたし、ユセイくんに何か借りてた？　ステッキ？　シルクハット？」

「逆だ。それにマジックは関係……ちょっとあるか。小三の時のことだよ。俺おれのいた教室が泥どろだらけになるって事件があったろ」

「あっ、覚えてる！　確かユセイくんがいりゅーじょんしたんだよね！」

「違ちがう。でもまあ、俺おれたちは別々のクラスだったし、勘かん違ちがいするのも仕方ないか」

「勘かん違ちがい？　えっと……あの時、わたしのクラスは体育をしてて、着き替かえて戻もどってきたら、隣となりのユセイくんの教室が泥どろんこドロドロになってたんだよね？」

「そうだ。けど、アレは手品じゃないし、そもそも俺おれはやってない」

　真相は単純だ。俺おれのクラスの担任教師が五時間目の授業を自習にして、その間にクラスの悪ガキどもが、教室内で泥どろ団子を投げ合った。それだけだ。

　当然、教師たちは大激げき怒どで、犯人捜さがしをした。しかし泥どろ遊びに加わっていた奴やつらはだんまりで、そのうち誰だれかがこう言った。『織お田だくんが一人でやりました』と。

　当時の俺おれは友達もいないし、大人しくて何を考えているかわからないような子供だった。だからスケープゴートにちょうど良かったのだろう。

「あれれ？　でも、ユセイくんが掃そう除じしてたよね？　どういうこと？」

　今さら真相を話したところで意味もないし、重要なのはそこじゃない。

「掃そう除じは、お前がやってくれただろ」

「そうだった！　わたしもやったよね。いりゅーじょーんって！」

　真ま奈なは泥どろだらけの教室から俺おれを追い出すと、中で何かをしていた。といっても五秒ほどだ。そして次にドアを開けた時には、教室内の泥どろはすっかりなくなっていた。

　あの時は本当に手品だと信じた気がする。俺おれもまだ純じゆん粋すいだったんだと思う。それに、教室が一いつ瞬しゆんで綺き麗れいになった不可思議さより、掃そう除じの手間が省けた嬉うれしさの方が勝っていた。

「そんなわけで、借りがあるんだよ」

　俺おれはわざわざ恥はずかしい過去を思い出してまで説明してやった。なのに、このツインテール女子ときたら、ニコニコ笑え顔がおのまま首をこてりと横に倒たおすのだ。

「えっ？　結局、何を借りたんだっけ？　ほうき？」

「……もういい。今のは全部、忘れろ」

「えへへ……いいのかな？　でも、ユセイくんって本当に不思議な人だね」

「お前に言われたらおしまいだよ」

「あー、ひどーい。わたし、変だってよく言われるけど、不思議とは言われないよ」

　無意識に表情筋が緩ゆるんだ。真ま奈なといると、本当に緊きん張ちよう感が抜ぬけてしまう。

　おかげで、近づいてくる何者かの気配を察知するのも遅おくれた。

「そんなことしてる場合なのかしら？」

　声をかけてきたのは氷雨ひさめだ。すでに手が届きそうなほどの距きよ離りにいた。

「ひどいわ、セイちゃん！　ヒメをパシらせといて、何をイチャイチャしてるのよ！」

　舞ぶ台たい用のよく通る声が橋きよう脚きやくに反はん響きようする。身を隠かくしているってことを忘れたのか？

「いっ──いいい、イチャイチャ？　きゃー、イチャイチャー、イチャイチャ──」

　真ま奈なが両手で顔を覆おおい、ツインテールを振ふり回まわし始める。それは痛いから離はなれてやれというのに。しかし何をそんなに刺し激げきされたのか、『イチャイチャ』という単語を一人で連発している。ちょっと怖こわい光景だ。氷雨ひさめの顔も引きつっているぞ。

「で、お前は何しに来たんだ？」

　俺おれは女優様に声をかけてみた。すると氷雨ひさめはようやく我に返り、大げさな反応を見せる。

「そんな言い方はないでしょ！　ヒメ、二人のために夜道を駆かけてきたんだから！」

　そう言って、彼かの女じよが差し出してきた二つの袋ふくろ。布製の方には真ま奈なの服が、ビニールの方には飲食物が入っていた。

「助かったよ。でもリヴはどうした？」

「さっきね、セイちゃんのピンチを覗みせてあげてたのよ。そしたらキレちゃって。一気に本覚かく醒せいよ。だから今は元の姿に戻もどるまで隠かくれてるわ」

　確かに、ホテルを脱だつ出しゆつする時に見たリヴの姿は、完全に怪かい物ぶつの姿に戻もどっていた。

「あの状態じゃ、人前に出るわけにいかないな」

「本人は気にしてなかったけどね。真ま奈なちゃんの部屋に入ろうとして、ヒメが止めたのよ。そんなデッカイ身体からだで入れるわけないでしょって。で、代わりにヒメが来てあげたってわけ」

「感謝してるよ」

　俺おれは改めて氷雨ひさめに礼を言っておいた。そこで後ろから服をちょいちょいと引っ張られる。

「あのぉ……ユセイくん。わたし、着き替かえた方がいいのかな？」

　真ま奈なはどうにか落ち着いたらしい。まだ少し頰ほおは赤くなったままだけれど。

「ああ。この裏側に回って着き替かえてくるといい」

「えっ？　ここで早着き替がえするんじゃないの？」

「頼たのむから、裏できちんと着き替かえてくれ。時間はかかってもいいから」

「はーい、それじゃぱぱぱーっといってきまーす」

　真ま奈なは勢いよく橋きよう脚きやくの裏へと走っていった。それを見届けてから、俺おれはもう一人の女子に声をかける。

「氷雨ひさめ、有う珠す条じようの様子はわかるか？　ちょっと気になることがある」

「マッチョ貴族？　ええ、覗みれるわよ。ちょっと待ってね……」

　すぐに氷雨ひさめの左目が緑色の光を放ち始めた。

「覗みえたわ。アルゴーのオーナー室？　みたいな部屋ね。変な格好の人たちが一いつ緒しよにいるわ」

「変って、どんな格好だ？」

「えっとね、昔の人？　戦う感じの。あと、ファンタジーっぽい……？」

「もっとちゃんと説明しろ。詳くわしく」

「ああっ、もう！　だったら自分で見てよね！」

　氷雨ひさめが俺おれの前に膝ひざをつく。顔を近づけてくる。息が混ざり合うほど近くに。彼かの女じよが放つ光が眩まぶしくて、目を閉じる。そして俺おれの額に、氷雨ひさめの額が触ふれた。

　頭の中に映像が流れてくる。まるで監かん視しカメラで見ているような映像だ。真ん中に映っているのは、銀ぎん髪ぱつのマッチョな男。どこかの部屋にいる。

「どう、セイちゃん？　覗みえてるかしら？　変な格好の奴やつら、いるでしょ？」

　氷雨ひさめは額を合わせた相手に、自分の能力を共有させることができる。この場合、遠くの映像を俺おれが覗みられるようにしているわけだ。声や音は聞こえないが、これで充じゆう分ぶん。

「ああ、確かく認にんした。こいつらは英えい雄ゆうだ」

「セイちゃんを襲おそった？」

「ていうかお前、さっき俺おれが襲おそわれた時にこいつらを覗みてなかったのか？」

「だってヒメは基本、セイちゃんアップで覗みてるんだもの。さっきも、セイちゃんが真ま奈なちゃんを抱かかえてる映像を覗みてて。それをリヴにも覗みせてたら、途と中ちゆうでいきなり走り出して……ホント、忙せわしなくて困る子よね」

「困るのはお前だよ……」

　危なかった。氷雨ひさめはちゃんと状じよう況きようを把は握あくしていると思っていたが、さっきはリヴの嗅きゆう覚かくに救われただけだったのか。下手したら、真ま奈なを海の中に落としていたところだ。まあ、それはそれで問題なかったような気もするが。

　しかし、あれだけの爆ばく発はつが起きたのに全員が無事とは、さすがは英えい雄ゆうといったところか。しかも、そんな奴やつらがさっきよりも増えている。

「マントの奴やつ……サングラスの奴やつ……二人ほど増えてるな」

「でもセイちゃん、なんでみんな顔を隠かくしてるのかしら？」

「たぶんお互たがいに顔バレしたくないんだろ」

「英えい雄ゆうって、自意識過か剰じようなんじゃない？　あっ、もちろんセイちゃんは違ちがうわよ」

「俺おれも目立つのは嫌きらいだ。今日のことでよりそう思ったよ。顔を知られていれば、それだけ不意打ちを受ける危険が増す」

　改めて彼かれらの姿を見たら、さっき味わった感覚が蘇よみがえってくる。本気の実力がどれほどなのかわからないが、どいつも簡単に倒たおせるほど甘あまい相手ではなかった。

「全部で五人……いや、有う珠す条じようもいれて六人だな」

「えっ？　あの銀ぎん髪ぱつマッチョも敵なの？」

「あいつも英えい雄ゆうの一人だ。当然、アテナからの指示は受けてるだろ」

「ひどい……セイちゃんを裏切るなんて……」

「初めから有う珠す条じようが味方だとは思ってない。それに今回に関しては、裏切ったのは俺おれの方だ」

「味方だと思ってないって……じゃあヒメたちは？」

　そう問いかけてきた時、俺おれは目を閉じていたので、氷雨ひさめがどんな顔をしていたのかわからない。ただ、両手をぎゅっと握にぎられた。

「お前たちが俺おれを裏切る理由はない……とは思ってる」

「セイちゃんもたいがい自信家よね」

「まあ裏切ったとしても驚おどろかないけどな」

「ふふっ、セイちゃんってば、本当に意地悪。でもいいわ。嬉うれしいことも言ってくれたし、少しだけヒメが譲ゆずってあげる」

「『傲ごう慢まん』の激情を持つお前が何を譲ゆずってくれるって言うんだ？」

「真ま奈なちゃんのこと」

　俺おれの両手を握にぎる氷雨ひさめの手に、さらに力がこめられた。

「どういう意味だ？」

「本当はルール違い反はんなのよ。最低のことだとも思うわ。ヒメにとってもマイナスだし……」

「何を言ってるのか、さっぱりわからない」

「真ま奈なちゃんのセイちゃんに対する気持ちよ」

「……心を読んだ時のことか」

「ええ。純じゆん粋すいで、素す直なおで、良い子だったわ。ちょっと考えてることが奇き想そう天てん外がいなところはあるけれどね。だけど、それはあくまで心の表面的な部分。ヒメの能力は、さらにその奥おく底そこの声まで聴きくことができるのよ」

「前に言ってたな。自分でさえ気づかない、深層心理に近い声だったか？」

「正直、怖こわかったわ。あんなに深くて、暗い奥おく底そこに潜ひそむ声を聴きいたのは初めてだった……」

「何を聴きいたんだ？」

「セイちゃんへの想おもい……。彼かの女じよの心の奥おく底そこには、セイちゃんに対する色々な想おもいが詰つまっていた。だから思ったの。真ま奈なちゃんがアンクースなら、七つの激情は『色欲』だろうって」

「……それなら、俺おれにはもうどうすることもできない」

「ねぇ、本当に少しもダメ？　ちょっとだけ想おもいに応えてあげるの。それも無理なの？」

「仮に俺おれがあいつに『親愛感』を与あたえることができたとしても、ちょっとじゃ済まない。感かん慨がいは永続的に与あたえてやらないといけないんだからな。つまり俺おれは、なんとも思ってない相手に、噓うその愛情を与あたえ続けることになるんだぞ」

「残ざん酷こくだとは思うわよ。でも……」

「いくら話しても無む駄だだ。俺おれは真ま奈なに愛情を与あたえることはできない！」

　少しだけ声に力がこもってしまった。その瞬しゆん間かん、氷雨ひさめが見せていた映像が途と切ぎれた。

　目を開けると、すぐ近くに彫ちよう刻こくのように整った顔がある。瞳ひとみの光は消えていた。しかし氷雨ひさめは俺おれの方を見てはいなかった。その視線の先は──、

　振ふり返かえったところに、真ま奈なが立っていた。

　いつの間にか着き替がえも終わったらしい。真っ白なワンピースが、妙みように似合っている。表情はいつものニコニコ笑え顔がおだが、少しだけ雰ふん囲い気きが暗く感じた──のは明かりのせいか。

「真ま奈なちゃん、もしかして今の聞いてた？　でも気にしないで。セイちゃんの求愛行動なんて小学生と変わらないんだから」

　好きな子にこそ意地悪するって言いたいのか。でも残念ながら、俺おれは小学生になるよりも前から今に至るまで、誰だれに対しても好意なんて抱いだいたことはない。

　と、言いたいところだったが、氷雨ひさめの努力を無にするわけにもいかないので、黙だまって相手の反応を待ったのだが。

「ねぇねぇ、今のって、『ゴーストイリュージョン２』のクライマックスのシーン？　氷雨ひさめちゃんが透とう視しマジックで爆ばく弾だんの位置を見つけるところでしょ？　でしょ？　でしょ？」

　真ま奈なは興奮した様子でまくしたてていた。その内容は俺おれにはさっぱりだが、どうやらこっちの話は聞かれていなかったらしい。

「そ、そうよ。セイちゃんがどうしてもやってほしいって言うんだもの」

　氷雨ひさめが上う手まいこと合わせていた。だが、おかげで真ま奈ながさらに食いついてくる。

「やりたいやりたいやりたーい！　わたしも氷雨ひさめちゃんの透とう視しマジックやりたーい！」

　お前がやる方なのかよ。と、ツッコミそうになった。でも面めん倒どうな展開になるのは嫌いやだし、ここは氷雨ひさめに任せておこう。

「そうね……付き合ってあげてもいいんだけど、あいにく時間がないわ。ヒメはこれから新たな隠かくれ家がを用意しに行かないといけないのよ」

　氷雨ひさめが俺おれにウインクしてくる。これはありがたい配はい慮りよだ。根本的な解決にはならないが、一時的にでも真ま奈なを隠かくせるなら上等。その間に何かしらの解決法を見つけられれば──。

「じゃあ、ヒメは準備が整ったらまた来るからね」

　氷雨ひさめが去って行き、俺おれは真ま奈なと橋の下で二人きりになった。

　辺りは不気味なほど静かだった。俺おれはもちろん、真ま奈なもまるで口を開く気配がない。と思ったら、いつの間にか彼かの女じよは眠ねむっていた。相変わらず寝ねつきのいい奴やつだ。

　とはいえ、俺おれも黙だまっていると疲ひ労ろう感が一気に押おし寄よせてきて、眠ねむ気けが…………。
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　ぼんやりとした視界の中に真ま奈ながいた。いや、でもこれは本当に真ま奈なだろうか。真ま奈なのようにも見えるし、そうじゃないようにも見える。瞳ひとみはキラキラ光っていて、ツインテールはどこまでも長く、風にたなびき、七色の大きな髪かみ飾かざりが輝かがやいていて……。

　その姿が、なんだか巨きよ大だいな鳥のように見えた。

「ユセイくんは……わたしのこと、どう思ってる？」

　真ま奈なの問いかけ。それに対して、俺おれは正直に答えた。そう、正直だった──はずだ。

「俺おれはなんとも思っていない」

「なんで？　こんなにわたしが想おもってるのに？　なんであなたはなんとも思わないの？　なんで応えてくれないの？　なんでわたしの……わたしの……わたしのものにならないの？」

　透すきとおった音色を響ひびかせていた声が、濁にごり澱よどんでいく。ニコニコだった笑え顔がおが暗くら闇やみにのみ込こまれていく。

『噓うそつき！』

　咆ほう哮こうに似た声を放つと、彼かの女じよは俺おれに対して信じられないほど凶きよう暴ぼうな牙きばを剝むき──。

「ハッ！」

　目が覚めた。悪夢を見ていたらしい。全身にぐっしょり汗あせをかいている。

　辺りはまだ明るくなり始めたばかりのようだ。

　俺おれはとりあえず立ち上がり、周りを見回してみた。そこで気づく。

「真ま奈な……？」

　彼かの女じよの姿がない。俺おれが意識を失う前は、すぐ近くにいたはずだ。

「ユセイくん……」

　声が聞こえ、振ふり返かえった。瞬しゆん間かん──視界が赤い炎ほのおで埋うめ尽つくされた。

　全身が熱い。とてつもなく痛い。息が……できない。これは、炎ほのおか。

「ぁがっ……げっ……」

　叫さけぼうにも声が出ない。地面に転がり、必死に火を消そうとするが、なかなか消えない。

　死ぬ。死なないはずなのに死ぬ。そう感じた。その時──、

「愚おろか者ものが！」

　誰だれかの声が聞こえたと思ったら、衝しよう撃げきに身体からだが吹ふき飛とばされた。

　一秒もなく、今度は全身に冷たさを感じる。水の中だとすぐにわかった。

　沈しずむ。今度は水のせいで息ができない。溺おぼれる。

　俺おれは必死に光の見える方へ泳ぎ──水面から顔を出した。

「プハッ──ハァハァハァ……」

　川の中にいた。ちょうど真ん中あたりだ。上には橋がある。

　岸の方を見ると、和装の少女がいるのを見つけた。そちらに向かって、全力で泳いだ。

　水から上がると、アテナが冷たい視線を送ってくる。

「まさかこれほど愚おろかとは思わなんだよ」

「随ずい分ぶんとキツいモーニングコールだな」

「ほれ、見よ。アレがお前の招いた悪夢じゃ」

　アテナは俺おれの言葉を無視し、指を差す。十メートルほど離はなれたところにある河か川せん敷しきのグラウンド内。そこに一羽わの鳥がいた。いや、これを鳥と言っていいものか。

　大きさは、学校の体育館ほど。その毛は七色に輝かがやき、長いしっぽは九つもあった。

「九きゆう尾びの不死鳥……か？」

「覚かく醒せいしたようじゃな。いや、お前が覚かく醒せいさせたのじゃ」

「……かもしれない。だけど、思ったよりも大人しいな」

　恐きよう竜りゆうと見み間ま違ちがえそうなほど巨きよ大だいな鳥は、羽を休めているようだった。ほとんど動くこともなく、ただ空を見上げている。あまり危険そうな感じはしないが。

「今さっき殺されかけたくせによく言えたものじゃ」

「誰だれが殺されそうになったって……？」

「炎ほのおに包まれておったじゃろ。わらわが蹴けりを入れて川に落とさねば、どうなっておったか」

「そいつはどうも。けど、そもそも俺おれは死なないんじゃないのか？」

「相手が九きゆう尾びの不死鳥では、どうなるかわかったものではない。仮に死なんでも、消しよう滅めつさせられ、創り変えられておったかもしれぬ」

　それはつまり、俺おれが俺おれでなくなるということか。少し考えただけで怖おじ気けが走る。

「でも実際にどうなるかは、あんたら神様連中にもわからないんだろ？」

「九きゆう尾びの不死鳥が蘇よみがえった、この先のことはな」

　ふいに巨きよ大だいな七色の鳥が、顔をこちらに向けた。目が合った。瞳ひとみがキラキラと光っている。

　それで妙みように納なつ得とくしてしまった。千の言葉よりも説得力がある。やっぱりアレは真ま奈ななのだ。

　どれだけ見つめ合っていただろうか。やがて七色の鳥は、空に向かって声を上げた。

　透すきとおった綺き麗れいな鳴き声だった。まるで歌うかのように、メロディーを奏かなでていた。そうして鳥は飛び上がり、遥はるか遠くの空へと飛んで行った。

　一転して、重い沈ちん黙もくが場を支配する。

　アテナが俺おれのことを睨にらみつけてくる。出会ってから、ここまでの怒いかりを感じたことはない。

「これで人間界はおしまいじゃ」

「まだわからないだろ」

「だといいが。とりあえず英えい雄ゆうたちにはギリギリまで無む駄だな抵てい抗こうをしてもらうよ」

「俺おれにもやれってか？」

「もうよい。お前には何も頼たのまぬ」

　そう言うと、アテナが俺おれの肩かたに手を置く。

　直後、身体からだの内側を掃そう除じ機で吸われるような不快感を味わった。

「今、お前の不死を解いた」

「……本気で言ってるのか？」

「もはやお前はなんの役にも立たぬ。英えい雄ゆうにも値あたいせん。不死の加護も解いたし──」

　アテナの瞳ひとみから感情が抜ぬけ落おちたのがわかった。そして少女は俺おれに向けて、神とは思えぬ言葉を放った。

「早はよう死ね」

　言葉は胸むねの奥おく底にまで響ひびき、いつまでも消えなかった。

　気づけば、俺おれの前には誰だれの姿もなくなっていた。

　少しずつ脳みそが回り始める。目の前で起きた出来事を理解していく。

　真ま奈なが覚かく醒せいした。俺おれは彼かの女じよに殺されそうになった。そしてアテナが現れ、不死の『呪のろい』を解いてくれた。

　もう俺おれの元には何も残っていない。

　この世への未練もない。

　死への障害は、すべて取とり払はらわれたのだ。

「ははっ……」

　なんだか笑ってしまう。こんな形で、こんなタイミングで、こんなに簡単に望みが叶かなうとは。

　でも──これでいいんだ。真ま奈なを気にしてやる必要もなくなった。俺おれはしくじり、すべてを失った。ずっと思おもい描えがいていた理想どおりの状態になれたのだ。

　だから俺おれは……死に場所を探しに行くことにした。
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　街の外れに建つ十二階建ての古いマンションは、完全な廃はい墟きよになっていた。

　屋上に出ると、やけに空が狭せまく感じた。太陽が眩まぶしい。

　低い柵さくを乗のり越こえ、縁ふちに立つ。

　下を覗のぞき込こむと、地面が遠くに見える。

　待ち望んでいた死が、そこにある。たった一歩、空中へと足を踏ふみ出だすだけで、この胸にくすぶっている『想おもい』と決着がつけられる。

　それのに──。

「なんでだよ……」

　足が動かない。膝ひざが震ふるえている。

　まさか今さら怖こわいなんて言わないよな？

　この瞬しゆん間かんを待ち望んでいたはずなのに。

「動けよ……」

　三年前は、あんなに軽かろやかに飛んだじゃないか。

　あの時と今とで、何が違ちがうって言うんだ？

　過去の経験を思い出したおかげか。少しだけ身体からだが軽くなった。

　ふわりと、気持ちごと、今なら遠くの空にまで飛んでいけそうな気がする。

　俺おれは、最後の一歩を踏ふみ出だそうとした。が──、

「ユセイ！」

「セイちゃん！」

　二つの声に身体からだを硬こう直ちよくさせられ、思わず後ろへ倒たおれ込こんだ。

「ハァハァ……」

　なぜか呼吸が乱れている。全身が震ふるえ、汗あせが噴ふき出だしてくる。

　なんだっていうんだ？　なんだって邪じや魔まをするんだ？

　再び立ち上がろうとすると、

「やめて、セイちゃん！」

　柵さく越ごしに抱だきしめられた。伝わる温ぬくもりが、俺おれからまた何かを奪うばっていく。

「氷雨ひさめ……離はなせよ」

「いやよ！　離はなしたらセイちゃん、死んじゃうもの！」

「これは俺おれの問題だ。お前には関係ない」

「あるわ！　大アリよ！　ヒメだけじゃない。リヴもよ。ほら、何か言って！」

　派手な格好のギャルが、俺おれの顔を覗のぞき込こんでくる。目が合った。相変わらず表情は変わらないが、瞳ひとみは激しく揺ゆらいでいる。悲しんでいるのか、怒おこっているのか。

「ユセイの好きにすればいい……」

　その言葉は本心のように聞こえた。だからこそ氷雨ひさめは怒おこったのだろう。

「リヴ！　ふざけたこと言わないで！」

「ふざけてない。別にワタシはユセイを止める気はない」

「どうして？　セイちゃんは死ぬ気なのよ！」

「別にいい。ユセイが死んでも、どこへ行っても、ワタシは見つける。エリュシオンでも、タルタロスの奥おく底そこでも、必ず見つける。側そばにいる。ずっと……。だから、死んでもいい」

「リヴ……あなた……」

　氷雨ひさめは言葉を失っていた。俺おれもなんと言っていいかわからなかった。

　ただ、リヴの強い想おもいだけは、これ以上ないほど感じた。

「わかったよ……もう大だい丈じよう夫ぶだ。だから氷雨ひさめ、離はなしてくれないか」

「本当に？　死なない？」

「ああ、とりあえずはな」

　氷雨ひさめに解放され、俺おれは柵さくを乗のり越こえて屋上の地面に座すわり込こんだ。なんだか力が抜ぬけて、うなだれてしまう。

「セイちゃん、もう死ぬ気はなくなったのよね？」

「いいや。根本的な気持ちは変わってない」

「どうしてよ？」

「さあな……どうしてだろ……」

　もう自分でもよくわからない。なんで俺おれは死のうとしているのだろうか。死んで何がどうなるというのか。わからない。

　けれど、それは生きていることに関しても同じだ。理由がない。俺おれが生き続けることに、どんな意味があるというのか。

　俺おれはいったい──、

「どうすればいい……？」

　地面に問いかけても、答えなんて返ってくるはずがない。けれど上から返事が降ってきた。

「マナマナを助ければいい」

　顔を上げると、真顔のギャルと目が合った。

「なんで真ま奈なを助ける？」

「ユセイがそうしたいから」

「別に俺おれはそんなことは思ってない」

「じゃあ、マナマナが殺されてもいいの？」

　真ま奈なが死ぬ？

　彼かの女じよの苦しんだ顔が思おもい浮うかぶ。辛つらそうな顔が思おもい浮うかぶ。

　全身が粟あわ立だった。感情が昂たかぶってくる。でもそれを、無理やり抑おさえ込こんだ。

「俺おれには関係のないことだ」

「セイちゃん！」

　氷雨ひさめが両手でぴしゃりと、俺おれの頰ほおを挟はさむ。顔を近づけてくる。と思ったら、直前で加速し、そのまま額を衝しよう突とつさせた。ほとんど頭ず突つきだ。

「っつぅ……なにするんだ？」

「セイちゃんのバカ……」

　氷雨ひさめの左目が緑色の光を放っていた。そして映像が俺おれの脳内に流ながれ込こんでくる。

　映し出されたのは、一人の女の子だった。

　白いワンピースを着て、長いツインテールを風になびかせていて──でも映像は斜ななめ後ろからで、顔はよく見えない。

　彼かの女じよは浜はま辺べに座すわり、海を見つめていた。

「真ま奈なか……？」

「そうよ。今の真ま奈なちゃんの姿よ」

「覚かく醒せいしたはずなのに、人間の姿に戻もどってるな……」

「きっと本覚かく醒せいじゃなかったのよ。もしくは短い時間で元の姿に戻もどれる能力なのかも」

　そもそも九きゆう尾びの不死鳥がイレギュラーな存在だ。他のアンクースと並べて語ること自体が間ま違ちがいなのかもしれない。

「けど、あいつは何してるんだ？　こんなところで……」

「わからないの？　困ってるに決まってるじゃない！　怪かい物ぶつの能力が覚かく醒せいし始めて、激情が溢あふれ出して、前世の記き憶おくが蘇よみがえってきて、苦しくて辛つらくて……でもどこにも行けず、誰だれにも頼たよれなくて、これからどうすればいいのかわからなくて……」

　氷雨ひさめが涙なみだを流しているのがわかった。けれど俺おれには何も言えない。

「ヒメも同じ境きよう遇ぐうだったからわかるわ！　不安で怖こわくて堪たまらないのよ！　どうしたら、この苦しみが取れるのか、わからないの！」

　覗みえている映像が動く。まるでカメラを動かしているかのように。

　映像は、浜はま辺べに座すわる女の子を正面から捉とらえる。

　間ま違ちがいなく真ま奈なだ。少し寂さびしそうだけれど、いつもの笑え顔がおは変わらない。

　しかし唇くちびるをかすかに動かして……何をしているのだろうか？

「あっ」

　気づいた。わかる。真ま奈なが何をしているのか。

　歌っているのだ。

　音は聞こえない。声も聞こえない。でも、真ま奈なの歌声が聞こえてくるようだった。

　やがて、彼かの女じよの唇くちびるが動きを止める。

　そして、しばらくしてまたわずかに動いた。

　歌っているわけじゃない。何かをつぶやいたのだ。

『わたしって、どこ行っても邪じや魔ま者になっちゃうな……』

　その声が、俺おれにははっきりと聞こえた。聞こえるはずもないけれど、真ま奈なの声が、あの透すきとおった声が、確かにそう言っていたのだ。

　ふいに、彼かの女じよの瞳ひとみから涙なみだが零こぼれ落おちた。

　初めて見た。まさか、あいつが泣くなんて……。だって、いつもニコニコ笑っていて、本気で落おち込こむところさえ見たことはなかったのに。

　真ま奈なの瞳ひとみからは、とめどなく涙なみだがあふれ続ける。表情は今にも崩くずれ落おちてしまいそう。それでも彼かの女じよは必死に、笑え顔がおを留とどめようとしていた。いつもの、あのニコニコ笑え顔がおを。




　なんで俺おれはわからなかったのか。

　──真ま奈なも人並みに寂さびしさを感じたり、悲しんだりするのだと。

　なんで俺おれは気づけなかったのか。

　──あいつが俺おれに付きまとっていたのは、寂さびしさの裏返しなのだと。

　なんで俺おれは決めつけていたのか。

　──こいつは、深く考えずいつも楽しそうに笑っていられる奴やつなんだと。




　俺おれはとんでもなく馬ば鹿かで、偉えらそうで、独りよがりの人間だった。

　そんな奴やつが、何をわかった気になって、自ら命を捨てようとしていたのか。

　これじゃただの笑い話だ。

「氷雨ひさめ……ありがとう」

「えっ、セイちゃん？」

　立ち上がり、見上げると、空の広さを感じることができた。

「リヴもありがとうな」

　彼かの女じよの羽う毛もうのような髪かみをなでてやる。と、真顔のギャルも少しだけ表情を和やわらげた──ように見えた。そして彼かの女じよは首を横に振ふりながら言う。

「まだ終わってない」
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　そうだ。まだだ。俺おれはまだここで終わるわけにはいかない。仮に今日、死ぬにしても──、悔くいを残したままでは死ねない。

「それじゃ行ってくるよ」

　俺おれが決意を口にすると、リヴと氷雨ひさめ、二人の目にも力がこもる。

「ワタシも行く」

「ヒメもよ」

　ありがたい申し出だ。でも、受け入れるわけにはいかなかった。

「ダメだ。英えい雄ゆうと敵対する可能性がある。そうなればまた二人は討とう伐ばつの対象になってしまう」

　アンクースとしての脅きよう威いがなくなり、俺おれが責任を持つことを条件に、リヴと氷雨ひさめは許されている状態なのだ。ここで英えい雄ゆうと戦えば、間ま違ちがいなく脅きよう威いとみなされる。

「でもセイちゃん、ヒメは──」

「頼たのむよ。今の俺おれにはそこまでの余よ裕ゆうはないんだ」

　少し卑ひ怯きようだったかもしれない。だけど、他に二人を大人しくさせられる方法はなかった。

　リヴと氷雨ひさめに別れを告げ、俺おれは走り出す。

　あいつが待つ場所へ。
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　あいにくと休日で、街は人で溢あふれていた。俺おれがその隙すき間まを縫ぬうように走っていると──、

「織お田だ由ゆ星せいさん。どこへ行くのですか？」

　道のど真ん中に、西洋甲かつ冑ちゆう姿の英えい雄ゆうが立ちはだかった。隣となりにはゴスロリ少女もいる。

「お前ら、ここがどこだかわかってるのか？」

　行ゆき交かう人たちは異様な気配を察し、距きよ離りを取り始めていた。しかし騎き士しは遠えん慮りよなく剣けんを抜ぬく。おかげで周りから「警察だ」、「通とおり魔まだ」という悲鳴まじりの声が聞こえ始める。

　ここでやり合うわけにはいかない。と、俺おれは方向転てん換かんし、狭せまい裏道や公園を駆かけ抜ぬけた。だが、騎き士しもゴスロリ少女も、離はなれずについてくる。

　しばらくして、どうにか浜はま辺べまではたどり着いた。でも、真ま奈なのいる場所はまだ先だ。砂の上は走りにくいが、仕方ない。このまま──と思ったところで、

「由ゆ星せいッ！」

　目の前に、巨きよ大だいな剣けんを持った銀ぎん髪ぱつの男が立ちはだかった。

「有う珠す条じよう……やっぱり俺おれの邪じや魔まをしに来たのか？」

「それは、君が何をするつもりなのかによるな」

　背後からガチャリガチャリという音が追いついてくる。挟はさまれたか。

「さすがです、有う珠す条じようさん。では、協力して英えい雄ゆうの役目を果たしましょう」

　有う珠す条じようがわずかに騎き士しの言葉に反応した。確かに英えい雄ゆうの自負があるなら、お前が正しいよ。

「なあ、有う珠す条じよう。確かに俺おれとお前は意見が合わない時もあった──」

「ご託たくはいい！　由ゆ星せい、何をするつもりかだけを答えろ！」

「……真ま奈なを助ける」

「ならば問題ない！　行け！」

　有う珠す条じようが、俺おれの後方の二人に剣けん先さきを向ける。信じられない。

「……なんでだ？　なんで俺おれの味方をするんだ？」

「どういうことですか、有う珠す条じようさん？」

　騎き士しも驚おどろき問いかける。けれど有う珠す条じようはそれには答えず、再び俺おれに視線を向けてくる。

「僕ぼくは由ゆ星せいの宿敵であり、永遠のライバル。そして──最も絆きずなの強い人間だ！」

　まさか、この状じよう況きようでそんな言葉をもらえるなんて思わなかった。

「有う珠す条じようさん！　神の意志に逆らうと言うのですか!?」

「僕ぼくは神よりも友を信じる。由ゆ星せい、行け！」

　もう言葉は出てこなかった。一度だけ有う珠す条じようにうなずき、俺おれはその横を走はしり抜ぬけた。




　浜はま辺べは走りにくく、思うように進めない。それでも少しずつ学校に近づいていき──、

　見つけた。白いワンピースを着た少女。

　彼かの女じよはまるで世界に一人だけ取り残されたように、砂すな浜はまに座すわっていた。

「真ま奈な！」

　声をかけると、ツインテールの少女が振ふり向むく。信じられないといった顔で見つめてくる。

「ユセイ……くん……？」

　真ま奈なが立ち上がり、ゆっくりと歩いてくる。

　そしてあと一歩。手を伸のばせば届く距きよ離りまで近づいた。

　その瞬しゆん間かん──風が空間を切きり裂さいた。

　ドンという音。浜はま辺べを揺ゆらす衝しよう撃げき。息をのみ、ブルっと彼かの女じよが震ふるえる。

　どこからか飛んできた槍やりが真ま奈なの身体からだを貫つらぬき、杭くいのように地面に突つき刺ささっていた。

　ワンピースの白が、じんわりと赤い血に染められていく。

「真ま奈なアァッ！」

　声を上げると、呪じゆ縛ばくから解けたように足が動いた。

　一歩、前に進み、彼かの女じよを抱だきとめようとした。

　けれど真ま奈なは倒たおれてこない。槍やりに貫つらぬかれた身体からだは、空中に張り付けにされているように動かなかった。

「ぅえぁ……ゆせ……くっ、ふ……」

　真ま奈なが唇くちびるを震ふるわす。その端はしから大量の血が流れ出してくる。

「いい。話すな。待ってろ」

　早く治ち療りようしないと。そう思って、ポケットに手を突つっ込こむ。麻あさ袋ぶくろがある。ここから、俺おれがいま望んでいるアイテムが出てくるはずだ。

　しかし突とつ然ぜん、トラックにはねられたような衝しよう撃げきを受け、身体からだが吹ふっ飛とばされた。

　起き上がって見ると、真ま奈なの横に武者鎧よろい姿の奴やつが立っている。

「お前か……ふざけやがって」

　真ま奈なを救おうと、俺おれは走り出す。武士は迎むかえ撃うつ構えを見せる。

　そこへ、声が響ひびいてきた。

　透すきとおった綺き麗れいな鳴き声。それがメロディーを奏かなでるように響ひびき続ける。

　真ま奈なの身体からだが強きよう烈れつな光に包まれていた。眩まぶしくて見ていられないほどだ。

　やがて光が収まり、再び目を開けると、真ま奈なのいた場所には一羽わの巨きよ大だいな鳥が立っていた。

　七色の羽を輝かがやかせ、九つのしっぽを風に遊ばせている鳥。

「不死鳥……」

　武士がつぶやく。そう、これこそが真ま奈なの覚かく醒せいした姿だった。

　九きゆう尾びの不死鳥は巨きよ大だいな羽をはばたかせ、砂を巻き上げながら上じよう昇しようしていく。その時、なぜかぬるりとした感触に身体が包まれた。まるで温かな泥どろの中に潜もぐったようだった。

　武士も同じように感じたのか、身体からだの異変を確かめていた。しかし周りの景色も、俺おれにも、なんの変化もない。

　と思っていたら、武士が槍やりを拾い、不死鳥に向けて投げようとしている。

「させるかよ！」

　俺おれは武者鎧よろいの身体からだに体当たりをかまし、奴やつを吹ふっ飛とばした。でも正直なところ、こっちの方がダメージは大きかったかもしれない。何しろ、相手は岩のように硬かたいのだ。

「油断大敵……」

　起き上がった武士は、俺おれを敵として認にん識しきしたのか、槍やりの先せん端たんを向けてきた。そこには、日本刀並みに長く鋭するどい刃やいばがある。アレに突つかれても、斬きられても終わりだ。死ぬ。

　背筋を冷たいものが流れた。これまでは、どんな状じよう況きようでも恐きよう怖ふなど感じなかったのに。

　俺おれは死ぬのが怖こわいのか？　いや、そうじゃない。だけど、今はまだ死ねないのだ。

「一殺多生」

　武士がつぶやく。と同時に、地を蹴けった。一いつ瞬しゆんで間合いが詰つまる。槍やりが突つき出だされてくる。

「ッつ！」

　こめかみに鋭するどい痛みが走った。温ぬるい水すい滴てきの感かん触しよくが頰ほおを伝う。でも気にしている場合じゃない。

「一いつ気き呵か成せいいぃッ！」

　叫さけびながら、武士は休む間もなく槍やりを繰くり出だしてくる。突つき──横に薙なぎ──振ふり下ろし──斬きり上げ──無む軌き道どうに振ふり回まわす──。それを、俺おれはどうにかよけ続けていたが、

「ハァハァ……」

　次し第だいに息が上がってきた。足が重い。追おい詰つめられていくのを肌はだで感じる。

　このまま逃にげているだけじゃ、真ま奈なを救うことはできない。そう思った時だった。

「しまっ──」

　砂に足を取られ、バランスを崩くずした。

「好機到とう来らい！」

　槍やりが振ふり下ろされてくる。先せん端たんの長い刃やいばが頭上に迫せまり──ダメだ、よけられない！

　刹せつ那なに脳が判断を下し、俺おれは麻あさ袋ぶくろに手を突つっ込こんだ。そして──、

　ドゴンッ。と、鈍にぶい衝しよう突とつ音が聞こえた。右みぎ腕うでに衝しよう撃げきと重みを感じる。

　俺おれが麻あさ袋ぶくろから引ひき抜ぬいたのは、棒状の得物。ソレで、振ふり下ろされた槍やりを受け止めていた。だけど、このアイテムはなんだ？

　全体の色は赤黒く、生物の内臓にも見える。それが剣けんをかたどっていた。しかもドクドクと、心臓の鼓こ動どうのように鳴動している。刃やいばに相当する部分もあるが、感かん触しよくは硬かたいゴムのようで、鋼はがねの刃やいば並みの切れ味があるとは思えない。まさに肉の塊かたまりだが。いったいこれは──。

「魔ま刀とう……」

　武士のつぶやきが聞こえた。知っているのか。ただ、雰ふん囲い気きから察するに、あまり歓かん迎げいできる代しろ物ものじゃないらしい。確かに、握にぎっているだけで体内から精気が抜ぬけていくようだ。代わりに、熱くて汚きたない何かが身体からだに流ながれ込こんでくるのを感じる。

　よく見てみると、柄つかの辺りが融とけた蠟ろうのようになり、俺おれの右手と一体化し始めている。手を離はなそうとしても、できない。すでにこの気味の悪い剣けんに侵しん食しよくされかけているようだ。

　だが──たとえそうだとしても、俺おれにはもうコレを使う以外の道はない。

　決意し、武士に向かって武器を構える。と、明らかに相手の気配が変わった。

「心頭滅めつ却きやく……」

　静せい寂じやく。波音だけが一定のリズムで響ひびく。

　一、二、三……そして──武士が突つっ込こんでくる。

　リーチが長い分、向こうの方が有利。それなら一か八か。いや、長年の経験による直感だ。

「ハアァッ！」

　相手の間合いに入る直前。俺おれは思いきり剣けんを振ふり下ろした。すると、全身の気力が吸われるような、なんとも言えない嫌いやな感覚を味わった。同時に、動物の断だん末まつ魔まの叫さけびのような音を響ひびかせ、赤黒い剣けんが巨きよ大だい化しながら目標へ向かって伸のびていく。

　ソレが武士に襲おそいかかる光景は、もはや斬きったとは到とう底てい言えない。肉の塊かたまりが鬼おにの形となり、殴なぐりかかったように見えた。

　そして武士は波なみ打うち際ぎわまで吹ふっ飛とんでいき、もう起き上がってくることはなかった。
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　見上げれば、そこには七色の鳥に姿を変えた真ま奈ながいる。彼かの女じよはまるで初めて自由を得たかのように、楽しそうに空を飛び回っていた。

「こっちの気も知らずにな……」

　でもなぜだろうか、頰ほおが緩ゆるんでしまう。身体からだはとてつもなく疲ひ労ろうしているのに、あいつの元気な姿を見ていると、少しだけ力が湧わいてくる。

　波なみ打うち際ぎわで横たわる武士の様子を窺うかがっていると、いつの間にか英えい雄ゆうたちに囲まれていた。騎き士しとゴスロリ少女に加え、仮面とマントを着けた男、サングラスの男までいる。

「彼かれは死んだのですか？」

　騎き士しが尋たずねてくるので、俺おれは首を横に振ふって答えた。

「生きてるよ。そっちこそ有う珠す条じようはどうした？」

「心配ありません。しばらく遠くの海を泳いでもらっているだけです」

　生きてるなら上等だ。けれど、あいつにも借りができてしまった。いつか返さないとな。

　ただ、その前にやることがある。と、俺おれは赤黒い剣けんを構えた。

　その時──俺おれと、英えい雄ゆうたちの間に、巨きよ大だいな炎ほのおの塊かたまりが降ってきた。人が丸ごとのみ込こまれそうなほど大きく、触ふれるだけですべてを灰にしてしまいそうな迫はく力りよくがある。

「なんだ、これ……」

「消しよう滅めつと再生の火ですよ」

　空を見上げると、まるで流れ星のように、無数の火球が降り注いでいた。

　火球は空を飛ぶ七色の鳥から放たれている。

「アレがどんな意志を持っているのかは不明です。しかし九きゆう尾びの不死鳥は、世界を焼き、再び創り変えようとする。それだけは事実なのです」

　火球が街へと降り注ぐ。炎ほのおは巨きよ大だいな柱のように立たち昇のぼり、どんどん広がっていく。家を、ビルを、道を、あらゆるものを焼いていく。

「真ま奈な！　やめろッ！」

　俺おれはありったけの声で叫さけんだ。けれど、反応は全くない。不死鳥の姿は遥はるか彼方かなたにあって、とても声が届いているとは思えなかった。

　火球は俺おれたちの周りにも次々と降り注ぎ、あっという間に辺りは火か炎えんだらけになっていた。熱を感じる。まるでサウナの中のようだ。英えい雄ゆうたちの姿も揺ゆらめいて見えた。

「織お田だ由ゆ星せいさん……協力してください」

「協力？　何をだ？」

「九きゆう尾びの不死鳥を討とう伐ばつするのです」

　四人の英えい雄ゆうは空を見上げ、決意したような雰ふん囲い気きを放っている。そうだな。たぶんそっちの方が正しいと思うよ。だけど──、

「悪いが、やらせない」

「なぜです？　このままでは、今の世界が、人々が消えてしまうんですよ！」

「ああ、わかってる。だからこいよ、英えい雄ゆうども。世界を護まもってみせろ」

　俺おれは改めて剣けんを構えた。すると、騎き士しからは戸と惑まどいの気配が伝わってくる。

「『鬼臓キワタの大た刀ち』……あなたは、それがどういう武器か知っているのですか？」

「あいにく、説明書は捨てるタイプなんだ」

「鬼おにの臓物から造られたと伝わる魔ま刀とう。それ自体が意思を持ち、大た刀ちを持つ者に寄生する。一振ふりで寿じゆ命みようの一割を喰くい、大た刀ちは成長する。振ふるごとに、また残りの寿じゆ命みようの一割を喰くい、寄生も深まっていく。そして最後には使い手の寿じゆ命みようと身体からだを完全に奪うばってしまう。絶大な力を与あたえるが、それ以上のリスクが伴ともなう凶きよう悪あくな武器です」

「そいつは良かった。ちょうど、うんざりするほどの寿じゆ命みようを与あたえられていたんだ」

　これが普ふ通つうの武器と違ちがうことなんてとっくにわかっていた。何しろ俺おれの右みぎ腕うではもう肘ひじの辺りまで、この肉の塊かたまりのような剣けんと同化しているし、感覚もないのだ。自由に動かすこともできない。腕うでが動くのは唯ゆい一いつ、敵を倒たおそうという意思を持った時のみ。

「今のあなたは不死ではない。その大た刀ちを十数回、振ふるだけで命は尽つきるのです！」

「それなら、お前らを倒たおしても、盆ぼん栽さいをいじる時間くらいは残りそうだな！」

　俺おれの意思に反応したのか、鬼臓キワタの大た刀ちが勝手に動く。右みぎ腕うでが引っ張られる。ちょうどいい。と、俺おれはそのまま英えい雄ゆうたちに先制攻こう撃げきを加えようと思った。

　だが、騎き士しは横のゴスロリ少女に顔を向け、「お願い」と口にした。

　彼かの女じよが手に持っていた人形を俺おれの方へ放り投げてくる。

「まずい！」

　よけようとするが、わずかに遅おくれた。足元で爆ばく発はつが起き、下から突とつ風ぷうが巻き起こる。

　身体からだが浮うき上あがった。随ずい分ぶんと高く。どこまでも遠く。街を一望できるくらいに。

　しかし目に飛とび込こんできたのは地じ獄ごくのような光景だった。そこかしこで炎ほのおの柱が立たち昇のぼり、竜たつ巻まきが発生し、暴れ回っている。高さを誇ほこっていた建物群も、橋も、道路も、学校やレストランアルゴーも、浜はま辺べも、どこもかしこも赤い炎ほのおにのみ込こまれている。

「そんな……」

　正直、ショックだった。覚かく悟ごしたつもりだったが、実際にこの光景を見ると考えてしまう。

　本当にこれで良かったのだろうか、と。俺おれはいったいなんのために──。

　次し第だいに重力に引かれ、落下していき、硬かたい水面に叩たたき付つけられた。




　海の中へ沈しずむ。深く深く、どこまでも堕おちていく。音が消え、静かな水の世界。生なま温ぬるくて心ここ地ち好よい。もう身体からだは動かない。このまま眠ねむってしまえば、きっと楽になれる。

　薄うすれゆく意識の中、ぼんやりと水面の方を見ていた。光がキラキラ光っていて綺き麗れいだ。

　ふいに、水面の上を七色の何かが横切った気がした。

　歌が聞こえる。静かで、厳おごそかで、祈いのるような歌だった。でも、どこか寂さびしげで、助けを求めるような、そんな歌にも聞こえた。

『ユセイくん……』

　声が聞こえた。懐なつかしくて優やさしくて、透すきとおった音色の声だ。

　おかげで意識が戻もどった。全身に力が戻もどる。足を動かす。必死にもがく。右みぎ腕うでは重く動かないが、それでも無理やり泳ぎ続けた。光の差す方を目指して──。

「ぷはぁッ……ハァハァ……」

　どうにか海面から顔を出し、辺りを見回す。と、驚おどろくほど近くに七色の巨きよ大だいな鳥がいた。

「真ま奈な……だよな？」

　声をかけるが、反応はない。まん丸い目で、じっと俺おれの目を覗のぞき込こんでくる。

　もしかして……心配してくれたのか？

「俺おれは大だい丈じよう夫ぶだ」

　そう言ってやると、七色の鳥は一度、全身を震ふるわせ、それから再び空へ羽ばたいていった。
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　苦労して岸に戻もどると、英えい雄ゆうが一人だけ待ち構えていた。黒いマントと、蝶ちよう型の仮面をつけた男だ。

「他の奴やつらはどこに行った？」

「もちろん、九きゆう尾びの不死鳥を討とう伐ばつへ」

「お前は行かないのか？」

「小生は、あなたを食い止める役目を買って出ました。織お田だ由ゆ星せい殿どの、何しろあなたの勇名は我々の間では畏い怖ふの対象ですからね。万に一つの可能性も最大限の警けい戒かいに値あたいする」

　丁てい寧ねいな口調で言うと、マントの男は仰ぎよう々ぎようしく礼をした。今さらだが、やはり英えい雄ゆうってのは、奇き妙みような人間にしか務まらないらしい。

「お前の相手をしている暇ひまはない」

　俺おれは無視して歩き出そうとするが、

「申し訳ないのですが、織お田だ殿どの。あなたにはここでじっとしていてもらいます」

　マント男がステッキのようなものを手に構え、行く手を阻はばんでくる。

「そんなもので俺おれが殺せると思ってるのか？」

「ご心配なく。小生は、怪かい物ぶつ以外の命を奪うばうつもりはありませんので」

　男がマントをはためかせる。と、その姿がすうーっと消えていった。まるで景色に溶とけるかのように。

「どこへ行った……？」

「小生はここにおります。まだ一歩も動いてはいませんよ」

　声は確かに同じ場所から聞こえてくる。要するに、透とう明めい化したってことか。

「いい神器をもらってるな」

「お褒ほめの言葉ありがとうございます。ですが透とう明めい化は加護。小生の神器はコレです！」

　気配が近づいてくる。と思った次の瞬しゆん間かん──、

「ぐぁっ」

　背中に痛みが走る。吹ふっ飛とばされはしないが、鉄パイプで叩たたかれたくらいの衝しよう撃げきはあった。奴やつが持っていたステッキか。しかし神器というわりには──。

「えっ……」

　なぜか急に力が抜ぬけ、俺おれは砂の上に膝ひざをついていた。

「この神器は、打たれた者の肉体を痺しびれさせ、眠ねむ気けを誘さそい、やがて意識を失わせるのです」

　気配が近づいてくる。それに合わせて、俺おれは飛とび退のく。衝しよう撃げきは……こない。かわしたか。そう思った瞬しゆん間かん──バチンと腿ももを叩たたかれた。

「ぁぐっ……く……」

　打だ撃げきの痛みだけでも、骨が折れたかと思うほどだ。加えて、その後に襲おそってくる脱だつ力りよく感がとてつもない。こんな攻こう撃げきを何度も受ければ、いずれ意識を奪うばわれるのは確実だ。

　反はん撃げきしないと。そう思い、俺おれは相手の攻こう撃げきを予測し──、

「この野や郎ろうッ！」

　右みぎ腕うでに動けと命じる。と、どうにか大た刀ちを振ふることができた。しかし手ごたえはない。

「小生の姿が見えないのでは無む駄だな抵てい抗こうですよ！」

「うっ──」

　また予想外のところから打だ撃げきを受けた。奴やつがどこにいるのか、目視はもちろん、気配ですら正確に把は握あくできない。

　俺おれは勘かんだけを頼たよりに右みぎ腕うでを振ふる。だが、当然のごとく捉とらえることはできなかった。大た刀ちが上げる断だん末まつ魔まの叫さけびのような音だけが虚むなしく響ひびく。

「隠かくれてないで出てこい！」

　闇やみ雲くもに右みぎ腕うでを振ふる。そのたびに全身の血を抜ぬかれ、代わりに熱いヘドロを流ながし込こまれるような感覚を味わっていた。やがて腕うでの動きも、俺おれの意思とタイミングがズレてくる。

「織お田だ由ゆ星せい殿どの、最後の忠告です。無む駄だな抵てい抗こうはもうおやめなさい」

「黙だまれ。本気で俺おれを止めるつもりなら……息の根を止めておけ」

　強がりを口にしたところで、身体からだのダメージは誤ご魔ま化かせなかった。眠ねむ気けのせいで頭が働かなくなっている。足も痺しびれて、もう力が入らない。

「仕方ありません。では、強制的に諦あきらめていただきます！」

「くそっ……」

　踏ふん張ばりが限界を超こえ、砂の上に膝ひざをついてしまった。次に打だ撃げきを受ければ、さすがに堪たえきれなそうだ。そして──、

「セイちゃん、前に飛んでぇーっ！」

　劇場に響ひびくような声が聞こえた瞬しゆん間かん、俺おれはほとんど無意識に身体からだを動かしていた。

　前に倒たおれ込こむように飛ぶ。と、頭の上を何かがかすめた。恐おそらく奴やつのステッキだろう。

「今度は右よ、セイちゃん！」

　指示に従い、横に転がった。直後、すぐ脇わきの砂が舞まい上あがった。

「邪じや魔まをするなァッ！」

　マント男の金切り声が聞こえた。そこで、俺おれは誰だれかに上半身を抱だき起おこされた。振ふり向むくと、青い光が視界いっぱいに飛とび込こんでくる。眩まぶしくて、思わず顔をそむけた。

「氷雨ひさめか……」

「セイちゃーん、ほめてほめてぇ」

　この状じよう況きようで飛びついてくるんだから、なかなかいい根こん性じようをしてるよ。そこはほめてやる。ただ、あまり力を込こめられると痛い。

「あ、ごめんなさい──って、危ない！」

　氷雨ひさめに抱だきつかれたまま、また砂の上を転がった。衝しよう撃げきを受け、痛みがさらに増す。

「っつぅ……」

「セイちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　あいつは少し距きよ離りを取ったから。ゆっくり立ち上がって」

　氷雨ひさめに抱かかえられ、俺おれはどうにか両足を踏ふん張ばった。

「来るなと言っただろ……」

「だってセイちゃんがピンチだったから」

「リヴは……来てないのか？」

　辺りを確かく認にんしてみるが、派手な格好の女子も、巨きよ大だいな金色の狼おおかみの姿も見当たらない。

「律りち儀ぎにセイちゃんの言いつけを守ってるわ。ヒメが一いつ緒しよに行こうって誘さそっても『ユセイが来るなって言った』ですって。ヒメの映像も覗みないのよ。たぶん拗すねてるわね、アレ」

「拗すねる？　あいつが？」

「リヴだって一応は感情を持つ人間なのよ？　いつもセイちゃんの役に立とうと頑がん張ばってたのに、こんな大事な時に『待て』をされたんだもの。そりゃ拗すねるわよ」

「そうか……すまない。二人には迷めい惑わくをかけたな」

「もう、謝あやまらないで。セイちゃんのためなら、ヒメはなんでもするんだから。リヴだってそうよ。まあ今は拗すねてるけど。それに今回は、セイちゃんのためだけじゃないしね」

「どういう意味だ……？」

「ヒメの熱ねつ烈れつなファンのためでもあるでしょ？」

　氷雨ひさめが空を見上げる。そこには、七色の鳥が飛んでいた。ほとんど点にしか見えないが、確かに彼かの女じよはあそこにいる。

『わたし、氷雨ひさめちゃんのゴーストイリュージョン、すっごく好きだよ』

　あいつの声が聞こえた気がする。感謝するよ、本当に。ありがとうな、氷雨ひさめ。

「そういうのは、声に出して言ってほしいんだけどなぁ」

「どうせ聴きこえてるだろ」

「セイちゃんの横着者！」

　ただ、できればやっぱり巻まき込こみたくはなかった。相手は英えい雄ゆうなのだ。戦えば、ただで済むはずがない。力を失った今の俺おれじゃ護まもってやることは──。

「心配ないわ、セイちゃん。ヒメだって勝算もないのに来たわけじゃないのよ」

　氷雨ひさめが顔を向ける先には、ただ浜はま辺べの景色が広がっているだけだ。しかし、彼かの女じよはそこに誰だれかがいるかのように語りかけた。

「自分の姿を隠かくすなんて卑ひ怯きような男ね。色々と考えてるみたいだけど、ヒメには通じないわよ」

「なるほど……サトリスですか。まさか、この状態でも思考を読めるとは思わなかった」

「視界に入っていれば、たとえ姿が見えなくても声は聴きこえる──みたいね」

「ほぅ、では結局、姿は見えていないのですね。ならば──」

　気配が近づいてくる。依い然ぜんとしてその姿は見えない。氷雨ひさめはどうするつもりなのか。と思っていたら、ふいに手を引かれた。

「さあ、セイちゃん、踊おどりましょう」

　俺おれの手を優やさしく握にぎり、氷雨ひさめは社交ダンスでもするかのようにステップを踏ふみ出した。

　彼かの女じよに導かれ、自然と身体からだが動いていく。本当にダンスをしているようだ。すぐ側そばで、目に見えない気配が動いているのを感じる。でも、攻こう撃げきが当たることはなかった。

「なぜだ！　なぜ、当たらない？　なぜ小生の先を行けるのだ!?」

「ふふっ、ヒメは、本人さえ意識しない心の奥おく底そこの声まで聴きけるのよ。あんたが次にどう動くかなんて、手に取るようにわかるわ」

「クソッ！　クソッ！　クソオォォッ!!」

　ヒュン、ヒュンと、風を切る音が聞こえる。マントの男が盛せい大だいにステッキを空ぶっている姿が目に浮うかぶようだ。とはいえ、相手の攻こう撃げきをよけることはできても、氷雨ひさめには反はん撃げきの手段がない。それなら、やはり俺おれがやるしかないか。

「セイちゃん、その武器……使うつもり？」

　踊おどりながら、氷雨ひさめが囁ささやきかけてくる。青い光が眩まぶしくて彼かの女じよの表情は見られないが、その声から戸と惑まどいと不安の感情が漏もれ伝わってきた。

「他に方法がないだろ」

「でも……ヒメ、ずっと見てたけど、セイちゃんの身体からだがその武器に──」

　氷雨ひさめのステップがわずかに乱れる。俺おれの右みぎ腕うでを見たのか。だったら動どう揺ようするのも無理はない。自分で見ても吐はき気けがするほど、俺おれの腕うではグロテスクに変質してしまっているのだ。

「心配なのはわかるが、今はどうやってあいつに攻こう撃げきを当てるかを考えてくれ」

「……それは任せて。その時になったらヒメが覗みせるから」

　氷雨ひさめはダンスのテンポを上げていく。空気を切る音が、少しずつ遠くなっていく。どうやらマントの男がついてこられなくなっているようだ。

　しばらくして、ふいに氷雨ひさめが動きを止めた。それから彼かの女じよは、自らの額を俺おれの額に合わせてくる。と、声が聴きこえてきた。

『なんで止まった？　疲つかれたのか？　ならばこのまま後ろから、まずは織お田だ由ゆ星せいを──』

　表面上は知的な雰ふん囲い気きを装よそおっていたが、マントの男は思った以上に浅はかだった。

『これで、終わりだアァッ！』

　心の叫さけび声ごえがすぐ近くで聞こえた。瞬しゆん間かん、俺おれは背後に向かって腕うでを振ふる。

　また精気が吸われる感覚を味わい、動物の断だん末まつ魔まの叫さけびのような音が耳をつんざく。赤黒い肉にく塊かいの大た刀ちは激しく蠢うごめきながら膨ふくらみ、のしかかるようにして、その身を地面にまで叩たたきつけた。

「ぐぇッ──」

　短い悲鳴と共に、かすかな手ごたえを得た。グロテスクな腕うでを引くと、砂の上にマント男の姿が出現する。どうやら気を失うと解かれるタイプの加護だったらしい。

　俺おれは氷雨ひさめの方へ視線を移した。すると彼かの女じよは、少し困こん惑わくしたような笑え顔がおで言う。

「ね、セイちゃんにはヒメが必要でしょ？」

「ああ、助かったよ。だけど、もう充じゆう分ぶんだ。あとは俺おれひとりでどうにかする」

「ダメ。セイちゃんはもう限界だもの。ヒメも一いつ緒しよに行くわ」

「聞き分けの悪いことは言わないでくれ」

「セイちゃんこそ、こんなところで意地になってどうするの？　もっと冷静に考えて。ヒメはもう英えい雄ゆうと敵対しちゃったのよ？　今さら大人しくしても意味ないでしょ。セイちゃんがそんな風に独りで頑がん張ばっても……その分だけ見返りがあるわけじゃないんだから！」

　氷雨ひさめの感情的な言葉が、胸に突つき刺ささった。確かに、俺おれは真ま奈なに悪いことをしたと思っていた。だから贖しよく罪ざいのつもりで、わざと独りで苦しもうとしていたのかもしれない。そうすれば赦ゆるしてもらえると勝手に決めつけて。

「……そうだな。こんなところで意地を張っても、なんの意味もない……」

　俺おれが本当にすべきことはなんなのか。それはあいつを、真ま奈なを助けることだろ？　たとえそれで氷雨ひさめやリヴに迷めい惑わくをかけたとしても──。

「セイちゃん、ヒメは迷めい惑わくだなんて思ってないわ。もちろんリヴだってそうよ。だって真ま奈なちゃんはヒメたちにとっても大切な……友達だもの」

　左目を光らせた氷雨ひさめが優やさしく微ほほ笑えむ。その笑え顔がおに、なんだか救われた気がする。

「ありがとう……氷雨ひさめ。それじゃ一つ頼たのんでもいいか？　リヴを連れてきてほしいんだ」

「何か考えがあるのね？」

「残りの英えい雄ゆうにもこの大た刀ちが通じればいいが、そうじゃない場合──」

　そこまで話したところで、俺おれは氷雨ひさめの首に腕うでを回し引き寄せた。

「せ、せせ、セイちゃん!?」

「ここから先は俺おれの思考を読まず、信じて聞いてくれ」

「えっ、そんな……セイちゃん、もしかして危険なことをするつもりじゃ……」

「いいから聞け──」

　氷雨ひさめの耳に囁ささやきかける。俺おれが想定している万が一の事態に備えて。

　用件が済むと、俺おれは彼かの女じよを解放し、改めてその黒真しん珠じゆのような瞳ひとみと見つめ合う。

「頼たのんだぞ」

　氷雨ひさめは何も言わず、一度だけ深くうなずく。そして、リヴがいるであろう場所へ向かった。

　それじゃ、俺おれも行くとするか……。
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　海岸の端はしにある高台は、下からだと崖がけのようにも見える。俺おれが階段を登っていくと、そこには三人の英えい雄ゆうが待ち構えていた。そのうちの一人、西洋甲かつ冑ちゆう姿の英えい雄ゆうが声をかけてくる。

「織お田だ由ゆ星せいさん……あなたはなぜ我々の邪じや魔まをするんですか？」

「言わなくたってわかるだろ」

「本気で彼かの女じよを助けるつもりだと？　この光景を見ても、そんなことが言えるんですか？」

　辺りの景色は、もう赤い炎ほのおに覆おおいつくされていた。確かに地じ獄ごくのような光景だ。

「それにあなただって……身体からだはもう限界のはずです。今すぐその大た刀ちを捨てた方がいい」

「あいにく、方法がわからないんだ」

「敵てき愾がい心しんを捨てるのです。鬼臓キワタの大た刀ちは、宿主が誰だれかを討うとうという想おもいを持つ限り、身体からだから離はなれることはない。寄生し続け、最後には命ごと奪うばい取とるのです。ここで戦うのを諦あきらめなければ、あなたは必ず死ぬことになる」

「そうか……でも、やっぱり引くわけにはいかないな」

「なぜです？　噂うわさどおり、あなたが自殺志願者だからですか？」

「ああ、そうかもしれない」

「巻まき込こまないでください！　あなたが死にたいのなら、一人で死ねばいい。他の人たちを、生きたいと願っている人たちを、日々、懸けん命めいに生きている人たちを巻まき込こまないで！」

　強きよう烈れつな非難だった。でも仕方ない。俺おれはずっとそんな風に生きてきたのだ。死ぬために、毎日を過ごしてきた。だけど──、

「今はまだ、俺おれも死ぬ気はない」

「だったらなぜ？　なぜ不死鳥を討とう伐ばつしない？」

「あいつも懸けん命めいに生きている一人だからだ！」

　わかっているさ。究極のエゴだ。

　俺おれは今まで、人間に危害を加えるからという理由で多くのアンクースを討とう伐ばつしてきた。なのに、人間を丸ごと滅ほろぼそうとしている彼かの女じよは許してほしい──なんて道理が通らない。

　だから、もう俺おれは悪人でも構わない。地じ獄ごくに送られて永遠に罰ばつを受けてもいいさ。

「決着をつけよう」

　俺おれの想おもいに右みぎ腕うでが反応する。大きく膨ふくれ上あがったソレは、もう腕うでにも大た刀ちにも見えない。赤黒く、脈打ち、化物の姿をかたどりつつある。

「私たちもここで引くわけにはいきません」

　騎き士しが細さい剣けんを構えた。その横で、さっそくゴスロリ少女が人形を放り投げてくる。

　だが軌き道どうは山なりで、スピードも遅おそい。これなら地面に落ちる前に払はらえる──と思ったが、人形は空中で爆ばく発はつした。

「ぐぅ──」

　危あやうく巻まき込こまれるところだったが、寸前で後ろに退いたおかげで被ひ害がいは最小限──いや、気配！　サングラスの男──、

「オラァッ、ぶっとびやがれ！」

　威い勢せいのいい言葉と共に繰くり出だされた拳こぶしが、俺おれの脇わき腹ばらに深々と突つき刺ささる。

「────ィッ」

　一いつ瞬しゆん、呼吸が止まった。ボキリと、骨の折れる音が確かに聞こえた。だけど、まだ痛みを感じるってことは、余よ裕ゆうがある証しよう拠こ──だろ？

「動けえぇッ！」

　思い念じ、叫さけぶ。断だん末まつ魔まの叫さけびのような音が聞こえ、俺おれは精気を抜ぬかれる感覚を味わいながら肉にく塊かいの大た刀ちを振ふり抜ぬく。しかしわずかに遅おくれ、サングラスの男を逃のがした。

　仕方ない。すぐに切きり替かえ、俺おれはそのまま走る──が、脇わき腹ばらに痛み。

「っつぅ」

　歯を食いしばるが、耐たえ切れずにバランスを崩くずした。倒たおれる。けどその前に、

「があぁっ！」

　倒たおれ込こみながら右みぎ腕うでを振ふり下ろす。騎き士しに向かって。肉にく塊かいの大た刀ちが伸のび──捉とらえた。

　巨きよ木ぼくが倒たおれるような衝しよう突とつ音が聞こえ、奴やつは崖がけの端はしまで吹ふっ飛とんでいった。

「やったか……」

　一いつ瞬しゆんそう思ったが、やはり甘あまい期待だった。騎き士しはすぐに立ち上がってくる。あまりダメージがあるようにも見えないが、さすがに無傷ってことはないよな？

「無む駄だですよ、織お田だ由ゆ星せいさん。あなたの攻こう撃げきで私を傷つけることはできない」

「まさか、お前も不死だとか言うんじゃないだろうな？」

「これは神器のおかげです」

「なるほど……。てっきり神器はその細さい剣けんだと思ってたが、鎧よろいの方だったか」

「『ヌアザの鎧よろい』。この鎧よろいには、どんな攻こう撃げきも通用しません」

「そんな上等なものを持ってるなら、なぜ最初から仕し掛かけてこなかった？」

「私が優すぐれているのは、あくまで防ぼう御ぎよ力のみ。不死のあなたと戦っても勝敗は着かず、いたずらに時間を消費するだけです」

「それで真ま奈なだけを殺そうとしたってか」

「ですが、今のあなたはもう不死ではない。邪じや魔まをすると言うなら……」

　正面で騎き士しが細さい剣けんを構える。サングラスの男は左側でファイティングポーズを取っている。さらに右側には、人形を手にしたゴスロリ少女。

　完全に包囲された。俺おれも構えを取ろうとするが、右みぎ腕うでは簡単には言うことを聞かない。まあいい。敵を叩たたこうという想おもいにさえ応えてくれれば。

「織お田だ由ゆ星せいさん……やはり退いてくれませんか？　今のあなたの姿は見るに堪たえない」

　人がせっかくやる気になってるってのに、騎き士しが水を差してくる。恐おそらく、できるだけ無む駄だな犠ぎ牲せいは増やしたくないとか考えているのだろう。

「その説得は二周遅おくれだ」

「鏡を持っていたら、あなた自身の姿を見せて差し上げたいですよ。もう、身体からだのほとんどが鬼臓キワタの大た刀ちに侵おかされています。顔も半分以上が……」

「今さら気にすることでもない！」

　仕し掛かけはこちらから。俺おれは走り出し、騎き士しへと向かっていく。

　そして一振ふりめで胴どうを捉とらえた。いや、奴やつはよけようともしなかった。仁に王おう立だちのまま、完全に俺おれの腕うでを、肉にく塊かいの大た刀ちを受け止めていた。

「くらいやがれ、この死にたがりがあぁぁッ！」

　横から飛とび込こんできたサングラス男が拳こぶしを繰くり出だしてくる。俺おれはとっさに反転し、身体からだの右側で攻こう撃げきを受けた。

　衝しよう撃げき。だが痛みはない。肉にく塊かいに侵しん食しよくされた部分は、もうなんの感覚もないのだ。

　今度はこっちの反はん撃げき──と見せかけ、俺おれは方向転てん換かん。反対側にいるゴスロリ少女へ向かう。

「しまった──逃にげて！」

　騎き士しが叫さけんだ。やっぱりこいつには攻こう撃げきが通じるようだ。とはいえ、簡単にやらせてくれるわけもなく──また人形が放られ、すぐ側そばで激しい爆ばく発はつが起きる。土つち埃ぼこりが舞まい、視界は不良。近づいてくる鎧よろいの音。間合いに入られた。

　ヒュン、という風を切る音が聞こえ、左ひだり肩かたに鋭するどい痛みが走る。が、左ひだり腕うではまだ動く。致ち命めい傷しようにはなっていない。

　土つち埃ぼこりが落ち着いてくる。視界が開け──その瞬しゆん間かん、まるで時が止まったような感覚の中、俺おれは周りの状じよう況きようを確かく認にんした。

　右にゴスロリ少女。また人形を放ろうとしている。左からはサングラスの男が拳こぶしを繰くり出だそうとしている。さらに、俺おれの背後から騎き士しが追つい撃げきしようとしているのがわかった。

　詰つんだか……。それなら、これが最後の悪あがきだ。

「うらああぁぁ──」

　もう身体からだはどうなってもいい──渾こん身しんの想おもいを込こめ、右みぎ腕うでに、混然一体となった鬼臓キワタの大た刀ちに、命じる。

　──好きに暴れやがれ！

　その想おもいに応えるように、断だん末まつ魔まの叫さけびのような音が轟とどろく。

　俺おれの右半身を支配する肉にく塊かいが、腕うでから先で巨きよ大だいな鬼おにの姿を形作る。

　鬼おにが暴れる。咆ほう哮こうし、腕うでを振ふり回まわし、狂くるった獣けもののように。周りのあらゆるものに、己おのれの肉体を叩たたきつけていく。

　大地はえぐられ、砂ぼこりが視界を隠かくす。

　衝しよう撃げきが身体からだの奥おく底そこから伝わってくる。精気が吸われ、意識が途と切ぎれてしまいそうになる。

　それを俺おれは必死で耐たえていた。

　やがて鬼おにの暴走が鎮しずまっていく。かすかに開けた視界の中に、ゴスロリ少女、サングラスの男、二人の倒たおれている姿が見えた。直後、腹にわずかな衝しよう撃げき……。

　見れば、俺おれの腹は一本の細さい剣けんに貫つらぬかれていた。

「私には通用しないと言ったでしょう」

　騎き士しが刃やいばを引く。と、身体からだからすべての力が抜ぬけ、俺おれは地面に膝ひざをついてしまった。

「あと……ひとりだった……のにな……」

「織お田だ由ゆ星せいさん、敗北を認めてください。そうすれば治ち療りようを許しましょう」

「治ち療りよう……して、どうなる……？」

「生きることができます」

　──生きるってなんだ？　なんのために生きる？　俺おれはなんのために生きてるんだ？

　考えていたら、少しずつ力が戻もどってきた。立ち上がることができた。

「冗じよう談だんじゃない……」

　西洋甲かつ冑ちゆう姿のふざけた英えい雄ゆうを、俺おれは真正面から見すえた。

「織お田だ由ゆ星せいさん。本当に死ぬ気ですか？」

「ああ、いつかはな……。だけど今じゃ……ない……」

「なぜですか？　何がそこまであなたを突つき動うごかすのですか？」

　一歩、一歩、もはやただの肉にく塊かいとなった右半身を引きずりながら、ゆっくり騎き士しへと近づいていく。すると、ここにきて怖おじ気けづいたのか、奴やつが後ずさりし始めた。

「俺おれは死なない……まだ死ねない……」

「なんで……そんなに彼かの女じよが、椿つばき真ま奈なが大切ですか……？」

「ああ……。俺おれがいま、この瞬しゆん間かん、生きてる理由はな──うっ、ゴホッゴホッ」

　咳せき込こみ、口から血が吹ふき出だしてくる。それでも騎き士しへ向かって手を伸のばす。

「ひっ、やめて！」

　相手は怯おびえた声を上げ、俺おれの手を払はらった。どうやら思った通りだ。こいつには甘あまさがある。

　騎き士しが後ろへ下がっていく。その距きよ離りを詰つめようと、俺おれも前へ進もうとする。が、バランスを崩くずして転んだ。足がもう動かない。だから立ち上がるのも諦あきらめ、這はいつくばって進んだ。

　大量の汗あせが吹ふき出だし、血だらけになり、泥どろにまみれ、全身は汚よごれまくっていることだろう。右半身はただの肉にく塊かいになっているし、鏡を見なくても、酷ひどい姿になっているのはわかる。

　それでも俺おれは前へ。左ひだり腕うでだけで騎き士しの元へと這はって行く。笑え顔がおを浮うかべながら。

「な、なんなんですか……あなたはいったい……」

　奴やつは戸と惑まどいを隠かくしきれなくなっていた。初めからなんとなくわかっていたよ。お前の覚かく悟ごには穴があると。俺おれと似ているからな。完全な悪人でもなければ──いや、たとえ悪人であっても、自らの手では殺したくないんだろ。

「やっとだ……」

　騎き士しの足元にたどり着くと、俺おれは奴やつの身体からだを登るようにして立ち上がった。

「捕つかまえた……ぞ。ハァハァ……やらない……のか？」

「えっ……あ、そうだ……」

　騎き士しが細さい剣けんを構えようとする。が、その腕うではなかなか持ち上がらなかった。

「それなら、こっちから行くぞ……」

　これが本当の本当に最後だ。失敗はできない。絶対にかわされるわけにはいかない。だから俺おれは騎き士しの背中に左ひだり腕うでを回し、残っている力を振ふり絞しぼり、強く引きつけた。そして囁ささやく。

「聞こえるか？　もし用意できてるなら……やれ……リヴ」

「な、なにをし、ぶぇッ──」

　騎き士しが言い終わらぬうちに、凄すさまじい衝しよう撃げきと圧力が、俺おれの全身にかかる。もちろん抱だきしめていた騎き士しの身体からだにもだ。

　抱だき合あうように密着し、倒たおれ込こんだ俺おれたちの上には、巨きよ大だいな金色の狼おおかみが圧のしかかっていた。

　その体たい軀くは、象よりも巨きよ大だいで、馬よりもしなやか。剝むきだした牙きばは鋭するどく、大きな口はあらゆるものを嚙かみ砕くだきそう。全身に纏まとうオーラは獰どう猛もうで、凶きよう悪あくだ。

「クアトカプトロス……」

　騎き士しがリヴの昔の名をつぶやく。確かに今の彼かの女じよは完全に覚かく醒せいし、かつて恐おそれられた怪かい物ぶつの姿になっているが。

「よくやった、リヴ……絶対に力を緩ゆるめるなよ……」

「グルルルゥ……」

　俺おれの言葉に彼かの女じよは唸うなり声で応じた。そして押おさえつける前足に、さらに力を込こめていく。

「織お田だ由ゆ星せいさん……どういうつもりですか……？」

　騎き士しの声が苦しそうに聞こえた。この状態なら、さすがに抜ぬけ出だせないだろう。

「お前の鎧よろいは神器……生半可な武器じゃ通用しない……」

「そうです。こんなことをしても無む駄だ……ぐっ……」

「けど、リヴは神さえ殺す魔ま犬けんだ。神器をも、破は壊かいできる……」

「まさか……そんな……」

　信じられないといった様子の騎き士し。だが、真実はその身をもって味わっているはずだ。

　──もし限界を感じたら、合図をする。その時は、俺おれがどんな状じよう況きようになっていようと、必ず敵対する者を潰つぶせ──そんな命令を、氷雨ひさめを通してリヴに託たくしたのだ。

「あっ……ああ、がっあ、ああああぁぁぁぁ──」

　次し第だいにうめき声が大きくなってくる。鎧よろいが軋きしむ音が聞こえてくる。いや、軋きしんだ音を立てているのは俺おれの身体からだか。でも、もういいんだ。これが最後──こいつが最後なんだ。

「リヴ……遠えん慮りよはいらない。やれ！」

　俺おれの言葉に、リヴが吠ほえる。圧力が強められる。騎き士しの鎧よろいどころか、崖がけそのものを崩くずしそうなほどの力がかかる。そして……騎き士しのうめき声が消えた。
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　空を見つめていた。もう指の先すら動かすことができない。意識も薄うすれかけている。

「セイちゃん、しっかりして！　セイちゃん、セイちゃん！」

　氷雨ひさめの声が耳元で聞こえる。視界の端はしにはリヴの顔が見える。そんな申し訳なさそうな顔をするなよ。お前のせいじゃない。むしろ、よくやってくれたよ。

　遠くの空に、七色の鳥の姿が見える。これで良かったんだ。俺おれはそう思っていたが。

「馬ば鹿かなことをしたものじゃ」

　聞き覚えのある声と共に、和装の少女が視界の中に現れた。

「アテナ……」

　今さら何をしに来たって言うんだ？

　疑問に感じていると、俺おれのすぐ横でアテナが膝ひざをつき、風を切るように腕うでを振ふる。と、右半身にかすかな衝しよう撃げきを感じた。痛みはない。が、どうやら右みぎ肩かたから先を切きり離はなされたようだ。

「グルルルゥゥ……フシュルウウゥゥ……」

　リヴがその巨きよ体たいを縮こまらせ、力を貯ためるような格好で唸うなる。アテナに対して、今にも飛びかかりそうな雰ふん囲い気きだ。

「慌あわてるでない。わらわはお前の主人を治してやるのじゃ」

　アテナはさらに俺おれの身体からだに触ふれた。すると、全身が光と温ぬくもりに包まれた。まるで春風が体内を巡めぐっているような、心ここ地ち好よくて不思議な感覚を味わった。

　そして──次し第だいに身体からだの感覚が戻もどってくる。

　起き上がり、全身を確かめてみる。傷はふさがり、痛みもない。切きり離はなされたはずの右みぎ腕うでも完全に再生していた。

「セイちゃん！」

　氷雨ひさめが飛びついてくる。右みぎ腕うでに、その温ぬくもりが確かに感じられた。

「なぜだ……？」

　俺おれは、目の前に立つ和装の少女に尋たずねた。すると彼かの女じよはため息まじりに応じる。

「もう、何もかもが終わりじゃからな」

　そう言いながら、アテナは他の英えい雄ゆうたちも回復させていく。

　彼かれらもすぐに起き上がってくるが、もはや戦意は感じられなかった。

「世界のほとんどは九きゆう尾びの不死鳥の炎ほのおの中にある。あとは、ただ見守るだけじゃよ」

「そうか。全部、俺おれのせいだな……」

「わらわも甘あまかったよ。加護と共に神器も取り上げるべきだった。しかし残念じゃったな。せっかくの苦労が無む駄だになって」

「どういう意味だ？」

「あの女子──椿つばき真ま奈なの人格は、もはや消えておる」

「人格が消える？　そんなわけがないだろ。『転生擬人化怪物アンクース』は覚かく醒せいしても人格はなくならないはずだ。前世、怪かい物ぶつだった頃ころの記き憶おくが戻もどったとしてもな」

　俺おれは氷雨ひさめ、そして覚かく醒せいした状態のリヴを見る。二人もそうだ。どれだけ能力を使い、元の怪かい物ぶつの姿に戻もどっても、人としての自じ我ががなくなったりはしない。

「何度も言ったはずじゃ。九きゆう尾びの不死鳥は特別だと。そもそも他のアンクースとは転生の本質が違ちがっていたのじゃろう……」

「どういうことだ？」

「恐おそらく、元の怪かい物ぶつとしての自じ我がが残ったまま、人間の椿つばき真ま奈なに寄生した。そんな表現が近いか。そして、今は元の怪かい物ぶつとしての自じ我がが、椿つばき真ま奈なの人格を乗っ取っておる」

「いい加減なことを言うなよ……？」

「では訊きくが、お前の知っている椿つばき真ま奈なとは、こんなことをする人間だったか？　世界を滅ほろぼし、すべてを創り変えてしまうような、破は滅めつ的な者だったのか？」

　アテナの問いかけ。それに、俺おれは何も答えることができなかった。

　ウソだろ？　こんなことってあるのかよ……。せっかく真ま奈なを助けられたと思ったのに。

「俺おれは英えい雄ゆうどころか、最悪の道どう化けだったんだな……」

「これも、お前たちの言葉にするなら、『運命』というやつじゃよ」

　アテナが力なく口にした一言。その言葉が、記き憶おくを揺ゆさぶった。

『運命だよねー。わたしたち、こんな月が綺き麗れいな日に再会できるなんて。えへへ』

　あの日、真ま奈なと再会した日のことが脳のう裏りに蘇よみがえってきた。

　これが運命だって？　そんなわけがない。あの日、もし本当に俺おれが真ま奈なと再会したことが運命だっていうなら、こんな結末になるはずがない。あいつが望んでいるはずがないんだ。

「アテナ……九きゆう尾びの不死鳥と話すことはできないか？」

「馬ば鹿かを言うな。無理に決まっておる。九きゆう尾びの不死鳥は、我ら神々の呼びかけにさえ応えぬのだぞ。そもそも、話してどうするというのじゃ？」

「あいつを止める」

「無理じゃな」

「なんでだよ？　リヴや氷雨ひさめは──」

「クアトカプトロスやサトリスとは根本的に違ちがう」

　アテナがリヴと氷雨ひさめの顔を見やる。それから厳しい口調で続けた。

「この二人はハートフォールの手順により、七つの感かん慨がいを与あたえ、魂たましいを一度は肉体から切きり離はなした。いわばお前が支配したのじゃ。だから言うことを聞いているに過ぎん」

「だったら真ま奈なだって……」

「わらわが知らぬと思っておるのか？　椿つばき真ま奈なの激情は『色欲』じゃ。ならば与あたえる感かん慨がいは『親愛感』となる。しかしお前はこれまで散々、機会がありながら、愛情を注ぐことができなかったではないか」

　反論の言葉が見つからなかった。確かに俺おれにはできない。他人に親愛感を伝えることも、愛情を注ぐことも。そもそも、方法さえわからないのだ。

　けれど、だからといって、ここで何もしないまま諦あきらめたくはない。

「頼たのむよ……話くらいさせてくれ。もしかしたら普ふ通つうに説得できる可能性だって……」

「いいじゃろう。どうしてもと言うなら、わらわも止めるつもりはない。九きゆう尾びの不死鳥がお前の呼びかけに応じるというなら、試ためしてみるがよい」

　許しは得た。しかし彼かの女じよの言うとおり──そんな簡単にいくわけがなかった。

「真ま奈なーっ！　話を聞いてくれーっ！」

　俺おれは喉のどが潰つぶれるくらいに叫さけんだ。でも反応はまるでない。リヴや氷雨ひさめも一いつ緒しよに声を上げてくれたが、真ま奈なは、九きゆう尾びの不死鳥は、近づいてくることすらなかった。

「気は済んだか？」

　アテナが落ち着いた声で確かく認にんしてくる。その態度は、まるで聞き分けの悪い子供を相手にしているかのようだ。ふざけるなよ？　それなら、こっちも存分に悪あがきしてやる。

「まだだ。まだ終わってない」

「これ以上、何ができると言うのじゃ？」

　思い出せ。何かヒントはないか。少しでもいい。真ま奈なが、あの七色の鳥が近づいてきてくれればいいんだ。俺おれと話が、会話ができる距きよ離りにまで。

　だけど、いくら思い返してみても、手がかりは浮うかんでこない。真ま奈ながこの浜はま辺べで覚かく醒せいした後、あの七色の鳥はずっと高い空を飛んでいて、近くには──、

「あっ……あった……」

「何があったんじゃ？」

「真ま奈なが、俺おれの目の前まで降りてきたことが……」

　しかし、いったいなぜ？　なぜ降りて来たんだ？

「もしかしたら……」

　思い当たることがないわけじゃない。ただ、それもわずかに考えられるというだけのことで、可能性は極きわめて薄うすい。でも、そうだな……もう賭かけるしかないんだ。

「アテナ、俺おれを殺してくれ」

　この突とつ然ぜんの要求に、周りにいる誰だれもが驚きよう愕がくの反応を示していた。

「……どういうことなのか、説明してくれるのじゃろうな？」

「さっき海に吹ふっ飛とばされた時のことだ。俺おれは諦あきらめかけて、海の底に沈しずみかけていた。だけど歌が聞こえてきて……海面まで戻もどった。そしたら、すぐ側そばに七色の鳥がいたんだ」

「それで、なぜお前を殺す必要がある？」

「あいつはたぶん助けに来てくれたんだと思う。死のうとしていた俺おれを」

「馬ば鹿かな！　本当にまだ椿つばき真ま奈なの人格が残っていると言うのか？」

　アテナは信じられないといった様子だ。無理もない。

　けれど俺おれは、まだ真ま奈なの人格が、あの巨きよ大だいな鳥のどこかに、少しでも残っているんじゃないかって思うんだ。いや、そうなんだって信じたい。

「まあ、よい。協力はしてやろう。ただ、殺すことはできん。神が人間を直接的に殺すことは禁きん忌きに触ふれるのでな」

「だったら、俺おれの寿じゆ命みようを縮めるのはどうだ？　たとえば、そう……残り五分くらいに。不死の期間を増やせるなら、減らすこともできるだろ」

「確かに……それなら可能じゃな。では由ゆ星せい、一時的にお前の寿じゆ命みようを縮めるぞ？」

「いいや。一時的じゃダメだ。半はん端ぱなことをしても、見み抜ぬかれるに決まってる。相手は神さえ測りかねる怪かい物ぶつなんだろ？　もう二度と、元に戻もどせない形で寿じゆ命みようを縮めてくれ」

「由ゆ星せい、馬ば鹿かなことを言うでないぞ」

　アテナが怒いかりに満ちた目で睨にらみつけてくる。彼かの女じよだけじゃない。氷雨ひさめも飛びついてきて、「そんなことはやめて」と必死に訴うつたえてくる。だけど──、

「俺おれの最後の頼たのみだ」

「また死にたがりの病が再発したのか？」

「別に俺おれは自分が死にたいから言ってるわけじゃない」

「では、なぜなのじゃ？」

「すべて、あいつを救うためだ」

　そう、真ま奈なを救うために俺おれはここまで来た。生き長らえてきたんだ。もし、このままあいつが消えてしまうなら、それこそ生きてきた意味がなくなってしまう。それだけは、やっぱり嫌いやなんだよ。

「だが、お前がやろうとしていることは、命を懸かけることではない。命を捨てることじゃ」

「変に保険をかけて失敗したくない。それとも、二度と元に戻もどせないように寿じゆ命みようを縮めるのは、人間を殺すことになるっていうのか？」

「いいや。理り屈くつの上では、直接命を奪うばうことにはならん。だが、わらわの心情的には──」

「すまない……あんたには最後まで迷めい惑わくをかける」

「由ゆ星せい……」

　アテナの表情が和やわらぐ。気持ちが折れたのを感じた。俺おれの提案を受け入れてくれたようだ。

「それじゃ頼たのむよ」

　声をかけると、アテナは静かに俺おれの肩かたに手を置き、すぐに離はなした。それだけだった。まるで実感はないが──、

「本当に寿じゆ命みようは縮まったのか？」

「ああ、お前はあと五分で……死ぬ」

　改めて宣告されると、やっぱり少しだけ胸がざわつく。でも今は気にしていられない。

「真ま奈なーっ！」

　俺おれは上空を旋せん回かいする七色の鳥に向かって声を上げた。そして、今の俺おれの状態を説明した。

　反応はない。聞こえていないのか。いや、そんなことはない。聞こえているはずだ。

　そして、彼かの女じよはきっと来てくれる。

　俺おれはそっちに賭かけたんだ。あとは大人しく待っていればいい。

　時間が過ぎていく。長いようで、短い時間が。刻一刻と過ぎていく。

　もうすぐ死ぬっていうのに、心は不思議と穏おだやかだ。

　時間を確かく認にんしてみる。もう残り一分を切っていた。その時だった。

「まさか……」

　そこにいる誰だれもが驚おどろき固まる中、巨きよ大だいな七色の鳥がゆっくり降下してきた。

　九きゆう尾びの不死鳥は、俺おれの前に降り立つと、じっと瞳ひとみを見つめてくる。まるで心の奥おく底そこまで覗のぞき込こむように。たぶん、噓うそをついていたらバレていただろうな。

「真ま奈な……聞こえてるか？」

　これが最後だ。彼かの女じよと話せる最後の機会になる。

「お願いがある。なんていうか、俺おれはお前に生きててほしいんだよ。消えるなんて言わないで……新しい世界でも、俺おれがいない世界でもいい。お前のまま、生き続けてほしい」

　我ながら下手くそな語りかけだった。けれど、巨きよ大だいな七色の鳥が反応した。

『なぜだ？』

　一言の問いかけだった。声は真ま奈なのものとは違ちがう。低くて腹に響ひびくようだ。それでも、質問には答えようと思った。

「だって、お前もまだ生きていたいだろ。ほら、毎日楽しそうにしてたじゃないか。それなのに、こんなところで消えちゃうのかよ？　そんなの……もったいないだろ」

　俺おれは説得するつもりで話していた。それの何が悪かったのか、急に不死鳥の雰ふん囲い気きが変わった。そのまん丸い目からは、穏おだやかさとは程ほど遠とおい、激しい怒いかりのようなものを感じる。

　だけど、もう取とり繕つくろっている猶予はない。俺おれの寿じゆ命みようが尽つきる時間だ。

　これで終わりか……。そう思った瞬しゆん間かん、九きゆう尾びの不死鳥が大きな口を開け、咆ほう哮こうした。

『噓うそつき！』

　強い風が吹ふきつけ、俺おれは魂たましいそのものが吹ふき飛とばされるような感覚を味わった。
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　目を覚ますと、どこかの浜はま辺べにいた。俺おれは……死んだのだろうか。

　実際、ここは天国かと思えるほど綺き麗れいな場所だ。透すき通とおった海は果てしなく広がり、青い空には雲一つない。足元の砂は真っ白で、背後には草木の生おい茂しげる森があり──って、この風景には見覚えがある。そう、アルゴーから飛ばされて行った島にそっくりだ。

「ユセイくん……」

　耳を疑う声が聞こえてきた。そちらを見ると──、

「真ま奈な……」

　彼かの女じよがいる。キラキラした丸い目。特とく徴ちよう的な長いツインテール。七色の羽根型の髪かみ飾かざり。そして、ニコニコの笑え顔がお。どれを取ってみても、椿つばき真ま奈なに間ま違ちがいない。

　消えていなかった。彼かの女じよはここにいる。ちゃんといたんだ。

「でも待てよ……」

　なぜここにいる？　まさか真ま奈なまで死んだっていうのか？

「やったー、できたー、成功だよ！　瞬しゆん間かん移動マジックだよ！」

　俺おれが考えを巡めぐらせていると、いきなり真ま奈なが抱だきついてきた。彼かの女じよはツインテールを振ふり回まわしながら、大はしゃぎしていた。よほどマジックが成功したのが嬉うれしかったのか。って──、

「いやいや……いやいやいや。おかしい。真ま奈な、これはどういうことなんだ？」

「どういうことって何が？」

　ニコニコ笑え顔がおのツインテール女子は、こてりと首を横に倒たおした。

「真ま奈な……？　お前、状じよう況きようがわかってないのか？　ここがどこだかわかるか？」

「もうユセイくんってば、そんなこと、どうでもいいでしょ。それより一いつ緒しよに泳ごー」

　真ま奈なが俺おれの手を取り走り出す。海へ向かって。どんどん加速していく。そして波なみ打うち際ぎわまで来たところで──俺おれは足を止めた。

　すると真ま奈なもその場に立ち止まり、いつものニコニコ笑え顔がおで見つめてくる。

「どうしたの、ユセイくん？」

　まさか、この笑え顔がおがまた見られるとは夢にも思わなかったよ。本当に夢のようだ。

　だけどやっぱり違ちがう。何度考えても、どう都合よく考えてみても、事実を否定することはできない。俺おれは死んだ。失敗して死んだんだ。だから、これは違ちがう。

「お前は真ま奈なじゃない」

　俺おれは目の前の少女に、そう告げた。次の瞬しゆん間かん、彼かの女じよの全身が強い光を放ち出す。そして、あっという間に巨きよ大だいな七色の鳥へと姿を変えた。

「『真ま奈なじゃない』か。よく気づいたな」

　不死鳥が語りかけてくる。真ま奈なとは雰ふん囲い気きが全く違ちがう。声も低くて腹に響ひびくようだ。

「どういうことなんだ？　真ま奈なはどこに行った？」

「わたしは永遠を紡つむぐ者。ただそれだけの存在」

「お前のことなんか訊きいてない。真ま奈ながどこに行ったのか訊きいてるんだよ！」

「わたしは真ま奈なであり、真ま奈なはわたしでもある」

　どうなってるんだ？　これじゃ本当にアテナの言ったとおり、怪かい物ぶつに真ま奈なの人格が乗っ取られたようじゃないか。

「ふざけるなよ……？　お前のどこが真ま奈なだって言うんだ？」

「もうそんなことを気にする必要はない。わたしはお前を、世界を創り変えてやるのだ。人間たちが二度と、誰だれも、生きることの意味に悩なやまぬ世界へと」

　そう言うと同時に、不死鳥が巨きよ大だいな炎ほのおの玉を放った。火球が俺おれへと向かってくる。なのに、なんでだろうか、足が動かない。

「ユセイくん、ダメだよ！」

　ふいに聞こえた声と共に、身体からだが衝しよう撃げきを受けて飛ばされる。砂の上を転がる。

　仰あお向むけに倒たおれ、重みを感じて目を開けると、鼻先に彼かの女じよのニコニコ笑え顔がおがあった。

「真ま奈な……？」

「ほら、立ってユセイくん」

　彼かの女じよに手を引かれ、俺おれは立ち上がる。それから、改めて目の前にいる少女の姿を確かく認にんした。

　キラキラの丸い目。長いツインテール。七色の羽根型の髪かみ飾かざり。そして、ニコニコの笑え顔がお。

　間ま違ちがいなく真ま奈なだ。椿つばき真ま奈なだ。

「でもどうして……？」

　少し離はなれたところには、巨きよ大だいな七色の鳥が確かに存在している。それなのに──。

「いっつ、いりゅーじょーんだよ？」

　真ま奈ながおどけた調子で決め台詞ぜりふを口にした。こんな時に、あえて冗じよう談だんのつもりで言ったのだろうか。いや、本気で言っている。でも、だからこそ本物の真ま奈なだと確信できた。

「真ま奈な、何がどうなってるのかわかるか？」

「喧けん嘩かしたの」

「は？」

「あの鳥さんがね、わたしの身体からだを使ってユセイくんに意地悪しようとしてたから、やめてって言ったんだけど、聞いてくれなくて……それで、追い出しちゃった。えへへ」

　彼かの女じよが少し照れたように笑う。俺おれは啞あ然ぜんとしてしまった。アンクースを自分の身体からだから追い出すなんて、そんな話は聞いたこともない。

「お前は……なんでもありかよ」

　だけど、真ま奈ならしいといえば真ま奈ならしい。おかげで張りつめていた気持ちが少し解ほぐれた。

「あくまでこの場だけのことだ。わたしたちは今も繫つながっている」

　不死鳥が濁にごった声を響ひびかせる。しかし、そもそもここがどういう場所なのかわからない。いや、考えるだけ無む駄だか。相手は世界や神すら創り変える存在なのだ。

「どうするつもりだ？　織お田だ由ゆ星せいよ。人間と分ぶん離りされたということは、わたしはいわゆる怪かい物ぶつそのものになった。これでハートフォールも通じない」

「九きゆう尾びの不死鳥……お前は何をする気なんだ？」

「世界を創り変える。まさか邪じや魔まはしないだろうな？　もし邪じや魔ましないと言うならば、お前とその女だけは、新たな世界にそのまま残してやろう。無論、悩なやみも消えた状態でな」

　それは俺おれにとって、どれほど魅み力りよく的な提案だっただろうか。でも──、

「べー、だ。そんなのぶっぶー、だよ」

　俺おれが口を開く前に、真ま奈なが答えていた。彼かの女じよは一度こちらに顔を向け、にっこり微ほほ笑えみ、それから再び不死鳥に向き直る。

「あなたの言ってることはよくわからないけど、たぶん悪いことだって思う。怪かい物ぶつさんなんでしょ？　それならユセイくんが退治しちゃうよ。だってね──」

　真ま奈なが突とつ然ぜん、俺おれの手を引き走り出した。

「ユセイくんは英えい雄ゆうなんだから！」

　弾はずむような声が空いっぱいに響ひびき渡わたる。と同時に、背後から突とつ風ぷうが追いかけてきた。

　不死鳥が飛んでいる。飛びながら、火か炎えんの玉を降らせてくる。

　それを上う手まいこと──いや、たぶん適当なのだろうが、真ま奈なはよけながら走っていく。俺おれの手を引いたまま。

「真ま奈な、どうするつもりだ？」

「うーんとね、いりゅーじょんで、あの鳥さんを消しちゃおうか」

「できるのか？」

「たぶん、できない！」

　真ま奈なは明るい声で力いっぱいに答える。その勢いに、思わず頰ほおが緩ゆるんでしまった。

「あー、ユセイくんが笑った！」

「言ってる場合かよ」

　不死鳥が迫せまってくる。俺おれたちは走り続けたが、やはり限界があった。島は狭せますぎるし、隠かくれる場所もないのだ。

　そしてついに、俺おれたちの行く手にも炎ほのおが立ちふさがった。

「では、新世界で会おう」

　雷らい鳴めいのような声を響ひびかせ、不死鳥が火か炎えんの塊かたまりを飛ばしてくる。逃にげ場ばはない。そのことを理解したと同時に、俺おれは真ま奈なを突つき飛とばし、自ら火か炎えんの塊かたまりに飛とび込こんだ。

　全身が炎ほのおに包まれる。熱、痛み、苦しみが襲おそってくる。このまま創り変えられ、俺おれという存在はなくなるのか──と、諦あきらめかけた時だった。

「大だい丈じよう夫ぶ！　ユセイくんは絶対に死なないし、無敵なんだよ！」

　真ま奈なの叫さけび声ごえが、燃もえ盛さかる火か炎えんの向こうから聞こえた。その瞬しゆん間かん──、

　俺おれを包んでいた炎ほのおが消えた。全身を確かく認にんしてみると、傷どころか服さえ燃えていない。

「なんだと……」

　空を飛ぶ不死鳥は、驚きよう愕がくしたような声を漏もらしていた。俺おれにも何が起きたかさっぱりだ。でも、こんな場面に相応ふさわしい言葉は知っている。

「これが、真ま奈なのいりゅーじょんってやつだ」

　俺おれの言葉に、ツインテールの女子は高速でうなずきまくっていた。よほど嬉うれしかったのか、いつもの三倍くらい瞳ひとみがキラキラしている。

「本来、炎ほのおに包まれたものは、わたしの意思を受けて創り変えられる。しかし上う手まくいかなかったということは、どうやらその少女の意思に邪じや魔まされようだ」

　不死鳥は着陸しながら、もっともらしい解説を添そえてくれた。おかげで合点がいったよ。

「それなら、もうお前の炎ほのおは通用しないんじゃないか」

「だとしてどうする？　わたしを殺す気か？　どうやって？」

　確かに、武器になりそうなものは持っていない。

「真ま奈な、何かないか？」

　声をかけると、彼かの女じよは少しだけ考え、ポンと一つ手を打った。

「これはどうかな？」

　真ま奈なが自分の頭から髪かみ飾かざりを外し、俺おれに渡わたしてくる。虹にじ色いろで、羽根をかたどった髪かみ飾かざりだ。

　受け取ると、途と端たんに変化が起こる。髪かみ飾かざりがどんどん大きくなり、わずかに変形し、刃やいばができた。これは、羽根を模した剣けんか。

　重さはほとんど感じない。だが、鋭するどい刃やいばはなんでも斬きってしまいそう。いや、実際に斬きれるはずだ。真ま奈なが、あの不死鳥を倒たおすために創り変えた剣けんなのだから。

「そんなものが通用すると思うか？」

　不死鳥の言葉にも、一いち抹まつの不安が含ふくまれているように感じた。

「だったら、試ためしてみようか！」

　俺おれは剣けんを構え、走り出す。どんどん近づき、不死鳥を間合いに捉とらえるまであと少し。

　だが、そこで巨きよ大だいな鳥は飛び上がってしまう。それでも──、

「ユセイくんは、空だって飛べちゃうんだから！」

　真ま奈なの声を信じ、俺おれは地を蹴けった。すると身体からだはロケットのように、勢いよく上空へ飛んでいく。そして七色の鳥を──捉とらえた！
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「馬ば鹿かな！」

　その巨きよ大だいな体たい軀くに、俺おれは剣けんの切っ先を突つき立たてた。

「ッッッッッ────」

　音なき悲鳴を上げながら、巨きよ大だいな七色の鳥が砂すな浜はまに落下する。

　俺おれも同時に地面に着地した。すると息つく間もなく、笑え顔がおの彼かの女じよが飛びついてきた。

「やったー、さすがユセイくん！　カッコよかったよー、すごーい、すごーい！」

　真ま奈なはもうすべてが終わったかのようにはしゃいでいた。でも、まだだ。砂すな浜はまに横たわる不死鳥。その瞳ひとみはまだ光を失っておらず、こちらを睨にらんでいる。

「決着をつけないと……」

　俺おれは真ま奈なを落ち着かせ、剣けんを構えて不死鳥の前に立った。その時だった。

「あっ……あぁ……」

　吐と息いきのような声を漏もらし、真ま奈なが倒たおれ込こんだ。

「真ま奈な！」

　急いで抱だきかかえ、呼びかけるが、返事はない。すでに意識は混こん濁だくしていた。

「なんでだ……いったい何が起きた……？」

　誰だれに言うでもない俺おれのつぶやき。それに対して、不死鳥の方から反応があった。

「わたしはその少女。その少女もまた、わたしなのだ」

「……何を言ってる？」

「外面は分ぶん離りされているように見えるが、それはただの認にん識しきでしかない。魂たましいは依い然ぜんとして共有されたままなのだ。お前がわたしの、この肉体を破は壊かいするならば、それは魂たましいを破は壊かいすることになり、さらには少女の魂たましいをも破は壊かいすることになるのだ」

　わかりにくい言い回しだが、要するに不死鳥を殺せば、真ま奈なも死ぬということか……。

「だったら、どうしろってんだよ！」

「好きな方を選べばいい。お前がわたしと共に少女を殺すか、世界と共にわたしに創り変えられるか。好きな方を……」

　不死鳥が起き上がってくる。そのせいか、俺おれの腕うでの中にいる少女も、意識を取とり戻もどした。でもまだ力が戻もどっていないらしく、笑え顔がおが弱々しい。起き上がることもできないようだ。

「時間は残り少ない」

　濁にごった声を響ひびかせると、不死鳥は再び空へ羽ばたいていく。その様子を見つめながら、真ま奈なが吐と息いきのように言葉を漏もらした。

「ユセイくん……ごめんね」

「急にどうした？」

「わたし、約束守れなかった……ユセイくんが苦しいとき……側そばにいてあげられなかった」

「苦しいときって……」

「リヴちゃんに聞いたの……三年前……ユセイくんが、自ら命を絶とうとしたって……」

「ああ……だけど、別に気にすることじゃない」

「ううん……わたし、噓うそつきだった……ユセイくんのこと、楽しくさせて、笑え顔がおにさせてあげるって言ったのに……大事なときに側そばにいられなかった……」

　真ま奈なの瞳ひとみから涙なみだが零こぼれ落おちる。もう笑え顔がおを保とうともせず、彼かの女じよはただただ泣いていた。ごめんなさいと、繰くり返かえし謝罪の言葉を口にしながら。

「なんでお前が謝あやまるんだよ……」

　俺おれが安易に命を放り出したあの頃ころ、真ま奈なの方がよっぽど大変な日々を送っていたはずだ。なのに、なんで、俺おれみたいな奴やつのことを気にかけて、涙なみだまで流して、謝あやまるんだよ？

「ごめんね、ユセイくん……でも、それでも……嫌きらいにならないで……」

　流れ出す涙なみだはとめどなく、嗚お咽えつもまじり、真ま奈なは子供のように泣いていた。普ふ段だんのニコニコ笑え顔がおからは想像できないほど、顔をくしゃくしゃにして、涙なみだを流していた。

　ああ、彼かの女じよをこんな風にしてしまったのは、泣かせてしまったのは、俺おれだ。わかっている。噓うそつきなのは俺おれの方だ。さっきもそうだった。真ま奈なに親愛感を伝えるつもりだったのに、自分の気持ちを隠かくして、まるで説得するように語りかけていた。

　──ここまできて、俺おれはまだ本音を隠かくすつもりなのか？

　不死鳥は上空を旋せん回かいするように飛んでいた。火か炎えんの玉は島だけでなく、海すらも真っ赤に染めていく。まるで世界そのものが燃えているかのようだ。

　あと少しで、俺おれも炎ほのおに包まれ、世界と共に創り変えられてしまうだろう。それで真ま奈なともお別れだ。だからこれが、気持ちを伝える本当に最後のチャンスだ。

「真ま奈な……聞いてくれ」

「ユセイくん……うん……」

「俺おれには、好きだとか、愛だとか、そういうことがよくわからない。そもそも、まともに考えたこともなかった。そのうち死ぬからって、それを言い訳にして……。だから今さら考えてみても、いきなりわかるようにはならないと思う」

「うん……うん……」

「それでも本当は一つだけ、心から好きだって言えるものがあったんだ……それは──」

　今までは頑かたくなに認めようとしなかった。だけどようやく言葉にすることができる。

「真ま奈なの笑え顔がおだよ」

　もう二度と、死んでも言わないと思う。いや、すでに死んでいるのか。まあ、そんなことはちっぽけな話だ。彼かの女じよが再び笑ってくれたことに比べれば。

「ユセイくん……ありがとう……わたし……わたし……本当に嬉うれしい……」

　真ま奈ながいつものニコニコ笑え顔がおを見せてくれた。まだ涙なみだは流れているけれど、本当に幸せそうな表情をしている。その顔を見ていたら、なんだかもう満足してしまった。

　見上げると、不死鳥は空で静止し、こちらをじっと窺うかがっていた。と思ったら、突とつ然ぜんその身体からだが炎ほのおに包まれ出した。

　やがて鳥は一個の巨きよ大だいな火球となり、こっちへ向けて落下してくる。

　俺おれは彼かの女じよの手を取った。そして二人で一いつ緒しよに剣けんを握にぎる。

「今さら遅おそいけどさ、俺おれはお前と一いつ緒しよに生きていたかったよ。できれば、ずっとな」

「大だい丈じよう夫ぶ。ユセイくんはずっと生き続けるよ。わたしも、今度はずっと側そばにいるから。もし生まれ変わっても、ユセイくんはユセイくんのまま。ずっと、ずっと生き続けるから！」

　握にぎり合った真ま奈なの手に力がこもる。たぶん、彼かの女じよなりの別れの言葉だったんだと思う。

　巨きよ大だいな火球が迫せまってくる。近づくにつれ、大きさを増し、勢いを増し、迫せまってくる。島を丸ごとのみ込こんでしまいそうだ。その炎ほのおが、なぜか虹にじ色いろに見えた。

「真ま奈な。次に会う時、あの世なのか、新しい世界なのかわからないけど……もし本当に出会えたら、とっておきのマジック──いりゅーじょんを見せてくれよな」

「うん！」

　俺おれたちは寄より添そい、手を取り、世界の終わりを見つめていた。

　不死鳥はもう火球というより、虹にじ色いろの光そのものに見えた。その光がどんどん加速し、迫はく力りよくを増し、ついに激げき突とつする──瞬しゆん間かん、光が──弾はじけ────────。




　目を開けると、不思議な場所にいた。辺りは薄うす暗ぐらく、何もない空間がどこまでも続いている。足元には深い海のような、澄すみ渡わたった星空のような、幻げん想そう的な景色が広がっていた。

　どれだけの間、俺おれはそこにたたずんでいただろうか。

　やがて、その空間に静かな歌が聞こえてきた。それは春の訪おとずれを祝うような、幸福に感謝をするような、穏おだやかで優やさしくて、喜びに満ちた音色だった。

　いつの間にか掌てのひらの上には、七色の光を放つ玉が乗っていた。

　足元を見ると、一人の少女が倒たおれている。彼かの女じよは安らかな顔で眠ねむっているようだった。

　俺おれはほとんど考えることなく、手にしていた玉を彼かの女じよの身体からだの上に乗せた。

『いいのか？』

　誰だれかの声が聞こえた気がする。それが俺おれの声なのか、彼かの女じよの声なのか、それともあの巨きよ大だいな鳥のものなのかはわからない。

　俺おれは小さくうなずき、七色に光る玉を、彼かの女じよの身体からだの中へと押おし込こんだ。










　　　エピローグ




　浜はま辺べに座すわり、俺おれは景色を眺ながめていた。

　海の水は大して綺き麗れいじゃないし、砂すな浜はまも狭せまい。だけど、夕暮れの空はどこまでも広がっているように見えた。

「今回は、わらわの負けなのかもしれぬ……」

　側そばに立つ和装の少女は独り言のようにつぶやいた。けれど、その表情に悔くやしさは少しも含ふくまれていなくて、むしろ清すが々すがしささえ感じさせる。

「まさか、すべて夢だったなんて言わないよな？」

「似たようなものかもしれぬ。別の世界に飛ばされたという意味では、我らはみな一いつ緒しよの夢を見ていたとさえ思ってしまう。いや、お前たちはさらに別の世界にいたのだったな」

　──あの時のことは、今でもよくわかっていない。というか、記き憶おくが薄うすらぼんやりしているのだ。火球となった不死鳥が迫せまってくるところまでは覚えているが、その後の記き憶おくは曖あい昧まいだ。

　そして意識が戻もどった時には、波なみ打うち際ぎわに寝ねそべっていた。

　背後には学校があって、遠くには橋や高層ビル群が見えた。でも、あれだけ燃もえ盛さかっていた炎ほのおはどこにもなかった。いつもの学校帰りと同じ風景が広がっている。

　ここがあの世なのか。一いつ瞬しゆんそう感じたが、近くにいた和装の少女が即そく座ざに否定する。

「お前は生きているようじゃ」

　そう言われ、最初に思ったのは、「またかよ」という感想だった。三年前の時もそうだ。死んだと思って目覚めたら、この浜はま辺べにいた。

　あの時と違ちがうのは、いきなり氷雨ひさめが抱だきついてきたことだろうか。それに、巨きよ大だいな狼おおかみの姿をしたリヴにも舌で顔を舐なめられた。

　二人は喜んでいたが、他の英えい雄ゆうたちもいたし、人目につくのはまずいと、俺おれたちは早々にその場から退散した。おかげで大した話もできないまま、ＧＷを過ごすことになったのだ。俺おれとしては、心身ともに疲ひ労ろうしていたし、ちょうどいい休みがもらえて良かったが──。

　そして今日、久しぶりに学校が始まり、俺おれは放課後になってから再び浜はま辺べへ来ていた。すると、どこからともなく和装の少女が現れたというわけだ。

「あの日、真ま奈なが槍やりで身体からだを貫つらぬかれて、不死鳥に変化した時のことだ……」

「九きゆう尾びの不死鳥が覚かく醒せいした時か」

「妙みような感覚を味わった。初めてどこかの無人島に飛ばされた時と同じだ」

「恐おそらくこちらと同じ世界を創出し、由ゆ星せいとお前の仲間、英えい雄ゆうたち、わらわを連つれ込こんだのじゃろう。あちらの世界にいた人間や神は、我らだけに見えていた幻げん想そうだったのかもしらん」

「それなら、こっちの世界は幻げん想そうじゃないってどうやって証明するんだ？」

「証明が必要か？」

　当たり前だろ──と、言いかけてやめた。わかったところで、どうせ何もできないのだ。

「それにしても、よく『親愛感』を与あたえられたものじゃ。さすが織お田だ由ゆ星せいといったところか」

「ただの偶ぐう然ぜんだよ。人が心に抱いだく感情は、状じよう況きようによって変わる。二度とできるかどうか」

「……あの女おな子ごは本当に何も覚えていないのか？」

「リヴはそう言ってた」

「では、お前の愛の告白も覚えていないのか」

「あんなもの、むしろ忘れてもらった方がありがたいよ」

「だが、おかげでハートフォールを果たせた。結局、九きゆう尾びの不死鳥はまだ椿つばき真ま奈なの中におるが、神々も、あやつをお前の管理下に置くことを条件に、様子を見ることに同意したぞ。喜べ」

「どっちにしろ、俺おれには英えい雄ゆうの仕事を続けさせる気なんだろ？」

「まだまだアンクースは人間界に無数に潜ひそんでおるからな」

　仕方ない。と、俺おれは立ち上がった。いつの間にかすっかり日も暮れ、月が昇のぼっている。

「それで、また俺おれを不死にするのか？」

「その必要はない。すでにお前は不死の能力を与あたえられておる。九きゆう尾びの不死鳥によってな」

「……はっ？」

「気づいていなかったのか？　そもそもお前の寿じゆ命みようはわらわが縮め、一度は尽つきたはず。それなのに、なぜ現世にいられるのか。九きゆう尾びの不死鳥の炎ほのおに包まれ、創り変えられたからじゃろ。恐おそらく椿つばき真ま奈なの人格の方が願ったのじゃ。お前にずっと生きていてほしい、とでもな」

「あの時か……。確かに覚えはある。じゃあ、俺おれはもう別人になってるってことなのか？」

「わらわに訊きかれても困るのぉ。とはいえ、記き憶おくを失った椿つばき真ま奈なに訊きくわけにもいかぬか」

　腕うでや足、身体からだの見える範はん囲いをチェックしてみる。とりあえず変わったところはない……とは思うが。果たして、俺おれは俺おれでなくなってしまったのだろうか。

　そんなことは、死にたいのに生かされていたあの頃ころと同じくらい嫌いやなんだけどな。

「では、また死ぬか？」

　アテナが問いかけてくる。けれど今さら訊きかれるようなことじゃない。

「死ぬ気なら、とっくに試みて──」

　言いかけたところで、波なみ打うち際ぎわを誰だれかが歩いてくるのが見えた。すると、和装の少女はあっという間に姿を消してしまう。

　こちらに向かって、制服姿の女子が歩いてくる。長いツインテールは強めの風にたなびき、頭につけた虹にじ色いろの髪かみ飾かざりは今にも落ちてしまいそうだ。瞳ひとみはキラキラしていて、表情は遠くからでもわかるくらいニコニコしている。その笑え顔がおが、なんだかすごく懐なつかしく感じた。

　俺おれの前まで歩いてきた彼かの女じよは、少し照れたような表情になり、声をかけてくる。

「ユセイくん、久しぶり……だよね？」

「ああ……そうかもな」

　彼かの女じよが記き憶おくをなくしたとは聞いた。ただ、いつからの記き憶おくがないのか、それは知らない。たぶん確かく認にんするのが恐こわかったんだと思う。七年ぶりに再会したあの日から、色々なことがあったのに、それをすべて忘れられて、また初めからやり直すと思うと……やっぱり寂さびしいものだ。

　そんなことを考えていたら、

「ユセイくん、ちょっと待ってて」

　真ま奈なはふいに俺おれの顔の前にハンカチを広げ、視界を隠かくした。

「何してるんだ？」

「それではいきまーす。ワン、ツー、スリー、いっりゅーじょーん！」

　サッとハンカチが引かれ、視界が開けると──、

　夜の海がキラキラ光っていた。宇宙にある星をすべて落としたんじゃないかと思えるほどに、無数の光の点が、見み渡わたす限りの水面に煌きらめいている。

「真ま奈な……覚えてたのか？」

「うーん……雨の日にユセイくんと神社に行った後のことはあんまり……。でも約束したことだけは覚えてるよ。『次に会う時、とっておきのいりゅーじょんを見せる』って」

　ニコニコ笑え顔がおで彼かの女じよが言う。その顔を、どれだけの時間、ぼうっと見つめていただろうか。

「まったく、敵かなわないよな……」

　つぶやくと、真ま奈なが興奮した様子で喜び始める。そんなに人が笑うのが珍めずらしいのか。

　でも、感謝してるよ。おかげで俺おれも知ることができたんだ。

　自分がなんのために生きているのか。







　　　　　　　あとがき




　どうも皆みな様さま、桜さくら咲さき良りようでございます。

　知ってるよ、という方が少しでもいてくれたのなら、とても嬉うれしいです。

　そろそろ桜が咲さきそうな良いい季節を見計らって現れる──というわけでもないのですが、今回もこのような時期に登場させていただきました。

　このたびは本作、『世界を終わらせる少女と死にたがりの英えい雄ゆう』を読んでいただき、ありがとうございます。

　まだだよ、という方のためにも、内容には触ふれずにおこうかと思うのですが、一つだけ書かせていただくなら、舞ぶ台たいは現代の日本──だと思います。

　今回の作品を書くにあたっても、色々と苦労があったような気もするのですが、思い返してみると、あまり覚えていなかったりします。

　過去のことはすべて夢だったんじゃないのか。

　今も実は夢を見ているんじゃないか。

　そんなことを思う今日この頃ごろだったりします。

　ところで、夢というのは、目覚めたらそのうち忘れてしまうパターンが基本だと思うのですが、不思議なもので、いつまで経たっても覚えている夢もあったりします。

　読者の皆みな様さまも、そういうことってありませんか？

　あっ、本編とはまったく関係ないので、気にしないでください。

　あとがきに書くことが思いつかず、苦心の末に適当に書いただけなので。

　ただ、忘れる夢と、忘れない夢の違ちがいってなんなんだろう……と。




　それでは、謝辞を。

　担当編集者の黒くろ崎さき様。毎度毎度、様々なことでお世話になり、感謝しきりです。ありがとうございます。

　イラストを描かいていただいた、ねぶそく様。素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。

　本書の作成に携たずさわっていただいたすべての方々にも、最大限の感謝を。

　家族や友人、お世話になった多くの方々にも心からの感謝をしつつ、桜さくら咲さきは明日も生きて参ります。

　最後になりましたが、本作を手に取り、読んでいただいた皆みな様さま。皆みな様さまに作品を読んでいただけることが、桜さくら咲さきにとって最大の喜びです。

　本当にありがとうございます。

　またお会いできる日を期待しつつ、今回はこのあたりで失礼させていただきます。

　ではでは──。
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桜さくら咲さき 良りょう

寒いのが苦手なペンギン作家。夏になるまで冬眠したいけれど、桜につられてふらふら外出。

特にすることもなく、サックスブルーの空をぼーっと見上げる毎日。今年こそは海へ行き、砂のお城を作りたいと思うサクラペンギンであった……。
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イラスト／ねぶそく

某呟き所の隅の方の端の方でゲームを燃料にして絵を描いております。ホンマに描いてるから…ホンマやで！！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「桜咲 良先生」係

「ねぶそく先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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